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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──狩人かりゆうどの幽霊？」

　ネフリクの街の狩人酒場《スラーン亭》の隅の席で、ネル銅貨一枚で食べることのできる簡素な朝食を摂とっていたロールは、後ろの円卓から聞こえた声に、小麦粉を練って焼き締めた、パァオを千切る手を止めた。

　夜狩りをすませてきたのだろう、中堅の狩人たちが、垢あかじみた汗の臭においをまとったまま、掌樽ジヨツキで麦酒を呷あおっている。

　肴さかなは中型の四脚獣であるギウの肉を薄切りにして軽く干したものだ。そうすると程よく水分が抜けて旨うまみが凝縮される。

　ロールには、おいそれと頼めない一品だが、軽く炙あぶるとたまらなく旨い。

「南の連中を見間違えたんじゃねえのか？」

「あいつらなら一目見りゃわかるだろ？　いまだに、ノチョの皮を被かぶってうろつくようなやつらだぜ？　見間違うかよ」

　ノチョというのは小型の四脚獣だ。鋭い牙きばと強烈な突進力を持つ、狩人の獲物としては簡単な部類に入る。

　……ロールは、まだ仕留めたことはなかったが。

「俺の聞いた話じゃ、森の中に顔だけが浮いているんだと。顔だけだぜ？　その上、雷鳴のような叫び声を上げるらしい……」

　声を低くして脅すように言った男を、小柄な男が汚れて固まった長い顎あご鬚ひげを撫なで、団子の鼻で笑った。

「あほらしい。どうせ臆おく病びよう者ものの新人が、オオエンにでも出くわしたんだろうさ。で、ぶるって見間違えた──そこの嬢ちゃんみてえなやつが、な」

　男たちは、どっと笑った。

　ロールの耳は燃えるように熱くなった。言い返す言葉もなく、残った蒸ふかし芋をパァオとともに口に押し込み、逃げるように席を離れて店を出た。

「……負けないしっ」

　朝日の中で、すん、と鼻を啜すすったロールは、十七歳になったばかりの駆け出しの乙女狩人であった。




（まずいまずいまずい）

　同じ日の夜。

　人の頭ほどもある大きさの卵を小こ脇わきに抱えたロールは、暗い森を必死に走っていた。

　まるで意思を持っているがごとく飛び出した木の根が、数歩ごとに足に引っかかり、幾度も転びそうになる。

　革長靴ブーツの中で、指先がじんじん痛い。水みず溜たまりに足を突っ込んだみたいに、たぷたぷするから、もしかしたら爪つめが剝はがれているかもしれない。

　だが、追って来る《あいつ》の鉤かぎ爪づめにかかることを思えば、なんてことはない。

　──幻げん月げつノ目め。

　夜の森の木々の間に浮かぶ目が、月のように見えることから、狩人の間ではそう呼ばれている中型の翼獣だ。翼を広げるとマウ車二台分よりも大きく、爪のひとつひとつは解体用の短刀ほどもある。

　正式名は《ビョウリウ》という。

　背後の闇やみから、腕ほどの太さの枝が、大きくしなる音がひっきりなしに聞こえてくる。

　追って来る。

（知らなかったんですっ！）

　漏れそうになる悲鳴を嚙かみ殺ころし、ロールは倒木を飛び越えた。背負った石弓クロスボウが革かわ鎧よろいに当たって鈍い音を立てる。

（そっちもダチウを狙ねらってたなんて！）

　このハット大森林に棲すむ巨鳥類の一種、ダチウの卵を見つけたとき、ロールは天にも昇る心地だった。

　卵ひとつで、十日は贅ぜい沢たくができる。新人狩人の獲物としては破格の代物だ。巣に親鳥がいないことも珍しい。

　幸運に感謝して、ロールは三つあった内から卵をひとつ手にした。全部は取らない。そうしないと種しゆを守れない。

　だが、そんな必要はなかったことに、ロールはすぐに気づかされることになった。

　巣のあった茂みを抜けたロールは、そこで立たち竦すくんだ。

　親鳥がいなかったのは幸運などではなかった。戻ることができなかったのだ。

　月明かりの下で、親ダチウの白い羽根が雪のように舞い踊っている。その只ただ中なかで、黒い巨大な塊かたまりが、蠢うごめき、骨を嚙み砕き、肉を食はんでいた。

（幻月ノ目!?）

　実物を見るのは初めてだったが、それでも話はよく聞いていた。その爪にかかって命を落とした狩人も一人や二人ではない。

　くるり、と黒い顔がこちらを向いた。

　その闇の中に、二つ名にふさわしい金色の目があった。すぐ下で三日月のごとく微かすかに開いた口から、ダチウの血が滴っている。

　考えるよりも先に、体が動いていた。ロールはほとんど瞬時に踵きびすを返すと、一目散に走り出した。甲高い咆ほう哮こうが実際の圧となって背中に叩たたきつけられ、ロールはよろけたが、何とか走り続けた。

　それが、先ほどのことである。

　月の位置を見れば、さして時間が過ぎていないとわかるのだが、気持ちとしては、何日も走り続けているかのようであった。

　それでも、立ち止まってしまえば、待っているのはダチウと同じ運命だということはわかっている。

《ビョウリウ》は生きたまま相手を食らうために、鋭い爪から分泌する毒で獲物の体を痺しびれさせるらしい。獲物は意識を保ったまま自分の体を食われる様を見ていなくてはならないという話だった。

（そんな死に方だけはイヤ！）

　ならば抱えた卵を捨てればいいようなものなのだが、それもまた、ロールには忍びがたいことだった。

　助かる可能性は零ではない。であれば、せっかくの獲物は逃したくはなかった。それが初めてのダチウの卵ともなれば、なおさら。

　多くの新米狩人が、その欲のために命を落とすのだということをロールも知ってはいたが、知っているのと実践できるのは違う。

　だがそれも、限界に近づいていた。腕の中の卵は次第に重みを増し、ビョウリウに手を貸しているかのようだった。

（あいつはあんたの親の敵かたきなのよ!?）

　自分のことは棚に上げ、ロールは悲鳴がごとく思いながら倒れた幹を飛び越えた。

　ほんのわずか、力が足りなかった。革長靴の爪つま先さきが引っかかり、ロールはもんどりうって転倒した。

　顔を擦りむきながら、それでもしっかりと卵を抱えるようにして転がったのは、新米ながら狩人である証あかしであったかもしれない。

　しかし、それも無駄だった。

　ロールは革の胸当ての下で破滅の音を、卵にヒビが入る音を聞いた。

（そんな！）

　ダチウの卵が高値で取り引きされるのは、その美しさ故だ。

　卵が無傷の場合、殻には虹色の紋様が浮かび上がる。その状態ならば美術品としての価値があるが、ヒビが一つでも入れば、紋様は消えてしまい、あとに残るのはただの巨大な鳥卵でしかなかった。

　鳥卵は、食材としては大して珍しいものではなく、ヒビが入れば傷みも早いので取引としては成立しない。

　目標を失い、ロールは心が折れる音を聞いた。それはどこか卵の殻にヒビが入る音にも似ていた。

　どすん、と地響きを立てて、ビョウリウが目の前に着地した。湿った土が跳ねる。小屋ほどもある大きさの体の背から生えた巨大な翼が、バサリと広がって辺りの枝を折った。

　それらが、顔を打つように降り注ぐ。

　カカカッカカッ、と奇妙な声でビョウリウが鳴いた。笑ったのかもしれない。裂けたような口から覗のぞく細かい歯に、ダチウの羽根が引っかかっている。

　生臭い息が風となって吹き付け、ロールは胃がでんぐりかえるのを感じた。昼に食べたものがこみ上げてきたが、無理矢理、喉のどの奥に押し戻した。

（たとえ無駄でも！）

　ロールは卵を抱いたまま背中の石弓を外し、把手ハンドルを回して矢をつがえた。だが石弓はずっしりと重く、手はぶるぶると震えて、狙いは少しも定まらなかった。

　戦う意志を見て取ったのか、ビョウリウの口が閉じ、笑みのような形が消えた。瞳ひとみがぎゅうと細く引き絞られる。

　ロールは引き金にかかった指に力を籠こめた。

　先端に毒を塗った矢が、夜気を裂いてビョウリウの目をめがけて飛んだが、黒い獣はそれをただ首を捻ひねっただけでかわした。

　それでもロールはあきらめなかった。続く矢をつがえるべく把手を回して弦を引いた。

　ビョウリウが、ぐうっと頭をもたげた。耳が後ろに寝た頭が茂る枝を折り、葉を散らす。あの体勢から一気に、自身が矢のようになって、ビョウリウは獲物に食らいつく。

（間に合わない！）

　震える指から矢が逃げて、ぽとりと落ちた。恐怖に耐えかね、ロールは目を閉じてしまった。

（ああ、さっきの矢は自分の頭に向ければよかった──）

　闇の中で、ロールがそんなことを思った、その時。

　どぉん、とすさまじい落雷が轟とどろいた。

　雲一つなかったのに、というのが、ロールが最初に思ったことだった。ぱたぱたと暖かい雨が頰ほおにかかったが、何な故ぜか嗅かいだことのある生臭さを感じた。

　先とは違う咆哮が耳をつんざく。

　強烈なはばたきが起こったが、強い風が顔に当たって目を開けたくてもできなかった。

　やがてそれも収まると、

「──だいじょうぶか？」

　すぐそばで男の声が聞こえ、ロールはおそるおそる目を開いた。

（まさか、幻月ノ目が喋しやべった……？）

　そんなことを思った自分を、ロールはすぐに恥じた。

　話しかけたのは、もちろんビョウリウではなかった。そうではなかったが、ある意味では、もっと恐ろしいものだった。

　なにしろその男には、剝はぎ取ったかのような顔以外にはなにもなかったからである。

「のぎゃあ！」

　自分でも思ってもみなかった悲鳴を上げたロールは、そのまま昏こん倒とうしたのだった。




　ぱちぱちと木の爆はぜる音にロールは目を覚まし、瞼まぶたの重みに逆らうことができないまま、何があったのかを思い出そうとした。

　朝から狩りに出て、夜になってようやくダチウの卵を見つけたまではよかったが、そのあとで、幻月ノ目に見つかって追いかけられ、追いつめられ、それで──

（そうだ、お化け！）

　暗闇に浮かんだ顔を思い出し、ロールは跳ね起きた。胸から毛布が滑り落ち、すぐ隣で火が赤々と燃えていた。

　だが、その焚たき火は薪を地に直接積み上げられたものではなく、逆三角形の金属の箱に入って燃えている。見たこともない道具だった。

（南の連中の野営地……？）

　ロールは注意深く辺りを見回した。

　周囲は木々に囲まれている。森の中のどこかには違いないが、ビョウリウに追いつめられた場所ではない。

　焚き火から少し離れたところには布らしきものでできた小屋があって、傍に長机と椅い子す、その隣に何故か簞たん笥すの付いた別の机が置かれていた。

　今朝、他の狩人が言っていたように、南の連中だろうか。しかし、それにしてはどの道具もなんというか洗練されているように感じる。

（そうだ！　わたしの卵！）

　盗まれた、と思った途端、血が滾たぎったが、そういえばヒビが入ってしまったことを思い出して力が抜けた。あれはもう売り物にはならない。

　深いため息をついて、ロールは立ち上がった。落ちた毛布を拾う。

「わっ」

　ロールは驚いて手を離した。持ったところが熱くなった気がしたのだ。

　燃えてはいない。

　おそるおそるもう一度毛布を手に取ると、気のせいではなく、じんわりと熱を帯びた。

（ひょっとして、魔術？）

　王都には宮廷付きの魔術師と呼ばれる人々がいるという噂うわさだった。彼らは火や風を自由に操り、運命をも見通すとか。彼らの創る《魔術逸品》と呼ばれる品は、恐ろしく高価だが、とてつもない力を持っているらしい。

　だとしたら、自分を助けてくれた男が顔だけだったことも、納得できる。あれも魔術だったのだろう。

　けれど、魔術師と幽霊ではどちらがましなのだろう。どちらであっても、得体が知れないという点では変わらない。

（とにかく、ここを離れなくちゃ）

　とり殺されるのも、呪のろわれるのも、ごめんだった。ロールは傍そばにあった石弓を手にし、踵を返した。そこへ──

「お。目、覚めた？」

　森の中からした声に、ロールは棒を呑のんだように固まった。

「言葉、わかる？　じいちゃんの言ってた通りなら、わかるはずなんだけど」

　砕けた物言いに、敵意は感じられなかった。ロールは、ゆっくりと振り返って、またしても悲鳴を上げそうになった。

　顔だけお化け！

　一瞬、そう思った。だが、こんどは焚き火の灯あかりがあったおかげで、それが見間違いであることに気づくことができた。

　男にはちゃんと体があった。

　ないように見えたのは、服の奇妙な柄のせいだった。緑や茶が複雑に入り組んだ紋様に染め抜かれている。それが背中の森に不思議なほど溶け込むのだ。

　服そのものの形も見たことがないものだ。革の腰帯には小型の鞄かばんや短刀が納まっている。被っている帽子は前にだけ鍔つばのある筒状で、服と同じ紋様に染められている。

　肩に革帯のついた奇妙な形をした棍こん棒ぼうを担いでおり、男は顔にも服や帽子と同じ紋様の刺青いれずみを入れていた。

　南の連中の習慣ではない。どこか別のところから流れてきたのだろうか。

　だが、ロールのそんな疑問は、男が無造作に引きずっているものに気づいた瞬間に、どこかへ吹き飛んでしまった。

「その尾！」

　男は革の手袋をはめた左手に下げていたものを無造作に持ち上げて見せた。

「これか？　さっきの真っ黒いやつが落としてったんだよな。当たったと思ったんだけど、咄とつ嗟さのことだったから、掠かすっただけだったのかもなあ……」












　男の言っているのは、間違いなくビョウリウのことだ。

「けど、おもしろいな。あれって、蜥蜴とかげと同じ習性だろ？　命の危険が迫ると自分で尻尾しつぽを切り離して囮おとりにして逃げるってやつ！」

　男の言う通り、ビョウリウにはそうした習性があることは、ロールも知っていた。だが、そもそもあの獣を、そこまで追いつめることは生なま中なかにできることではない。

（ほ、欲しい）

　尾を持って帰れば、ダチウの卵とは比べ物にならないくらいの高値で売れる。ロールは知らず、唾つばを飲み込んだ。

　男がさっと尾を後ろに隠し、ロールは顔から火が出たかと思うほど赤くなった。自分が狩ったわけでもないものを欲しがるなど、なんてみっともないことを！　思うだけでも恥だった。

（こんなだからいつまでたっても半人前なのよ！）

　拳こぶしを握り、ロールは自分のこめかみを思い切り殴った。ごつん、と鈍い音が響いて、目の奥で色とりどりの火花が散った。

（あ、ちょっと強すぎたかも──）

　再び遠くなる意識の向こうで、男の、うわなんだ！　という焦った声が聞こえた。




「いやあ、驚いた」

　長机をはさんで笑う男に、ロールは、ごめんなさい、と呟つぶやいた。

　気を失いかけたのは一瞬で、男に手を貸してもらって長机の椅子に座ると、自分を殴った理由を説明したのだった。

「そっか、あの尻尾って、そんなに珍しいものなんだ」

　ロールは頷うなずいた。

　よく見ると男は若かった。刺青を落とせば、まだ三十になっていない、若人なのではないだろうか。

「でも、あれはあげられないな。仕留めそこないはしたが、俺の手柄ではある」

　胸を張る男に、ロールはむっとした。

「それは……ちょっと傲ごう慢まんなんじゃないでしょうか？」

「ん？　なんで？」

　男が首を傾かしげる。その顔はまだ笑っている。

「だって……幻月ノ目が逃げたのは、あの時に偶然、雷が落ちたからでしょう？　それは天の御恵であって、自分の手柄のように言うのは、どうかと思います」

「雷……」

　男は何のことだろうか、と言わんばかりに首を捻ったが、ああ、と机を軽く叩いた。

「いや、あれは雷じゃないから」

「え？」

「あれはこいつ」

　そう言うと、男は長机に立てかけていた棍棒を取り上げた。ほとんどは木だが、細い持ち手の部分は黒い金属でできている。

「ライフルっていうんだ」

「ら、いふる？」

　聞いたことのない単語だった。これが雷を落としたとでもいうのだろうか。だとしたら、この男は本当に魔術師かもしれない？

「いやいや、大丈夫だから」

　男はロールを安心させるように笑い、ライフルを長机に置いた。

「魔術じゃないよ。じいちゃんに聞いたけど、こっちにはそういう技があるんだろ？　けど、こいつはそういうのとは違うから」

　ロールは眉まゆを顰ひそめた。何を言いたいのかがわからない。

「……見せた方が早いか」

　男はそう言うと、腰帯から先の尖とがった人差し指ほどの大きさの金属棒を取り出した。

　それを、ライフルとかいう棍棒の、中ほどから飛び出している把手らしきものを引いて現れた空洞に押し込み、把手を元に戻す。

　そのあとで男は、持ち手であるはずの鉄棒ではなく、反対側の太い木の方を肩に当てて構えた。まるで石弓のようだ。そうだ。棍棒というより、壊れた石弓と言った方が正しい。鉄の輪に守られた棘とげは、引き金に見える。

　男がそれを引くと、どぉん、と凄すさまじい音が辺りに鳴り響いて、ロールは椅子から転げ落ちそうになった。ほとんど同時に、どういうわけか男が持ち手の方を向けた先の木の幹に、大きな穴が穿うがたれ、枝がわっさわさと揺れた。

　いまのは、さっきの落雷と同じ音だわ、とロールは思った。では、あれはこの棍棒が立てたということだろうか。

「……やっぱ、こっちじゃ威力が桁けた違いだな」

　男が把手を引くと金属棒が棍棒から飛び出した。先端部分が折れて消えている。

「わかった？」

　ロールが思いきり首を振ると、男は少し困ったみたいに笑った。耳鳴りがひどく、男の声が少し遠い。

「簡単に言うと、こいつは君の持ってる石弓の一種なんだ。打ち出す力は弦の反動じゃなくて火薬から得るし、打ち出すものも矢じゃなくて弾たまだけど」

　男は金属棒を拾い、指で回して見せた。

「さっきと形が違うだろう？　こいつは一種の矢で、鏃やじりだけを発射するんだ」

　よくわからない。かやく、とは何のことだろう。

「まさか……それが、あの穴を穿ったっていうんですか？」

「ああ」

　竜狩りに使う仕掛大弓でも、あそこまでの威力はない。

　それをこの小さな鏃がやってのけたというのなら、やはりこれは魔術であり、この奇妙な棍棒──否、不思議な石弓は、魔術逸品としか思えない。

　何とも言えぬそら恐ろしさを覚え、椅子の上で尻を僅わずかにずらして男から距離を置こうとしたその時、大きく揺れた枝から、大人の腕で一抱えもありそうな塊が、どさりと落ちてきた。

「スライム!?」

　何故か嬉うれしそうに大きな声を上げ、男は椅子を蹴けるように立った。

　枝から草むらに三つほど落ちたのは、青い色をした雫しずくだった。葉っぱにつく朝露のように、少し潰つぶれたような楕だ円えん球体である。

　そして何故か、男はロールを庇かばうようにそれとの間に立った。

「任せろ！　スライムごとき、俺が、ぱっと狩ってやる！」

（狩る？）

　何を考えているのかわからず、ロールが答えあぐねていると、男は再び弾とやらをライフルに込め、構えた。

「さあ、来い！」

　まさか、こんなものにあの強力な《弾》とやらを撃ち込むつもりなのだろうか。

　それに、来い、も何もない。

「……あの、何をしてるんですか？」

「いやあ、見たい見たいと思ってたんだけど、いままで会えなかったんだよな。まさかこんな形で遭遇するとは思ってなかったぜ。危険だからここは任せろ。急所はわからないが、こいつをぶちこめばさすがに木こっ端ぱ微み塵じんだろう」

　それはそうだろうけれど──さすがに勿もつ体たい無いのではないだろうか。

「ふっ。スライムといえど、レベルの低い冒険者には危険な存在。油断はしないぜ」

　ライフルの先をぴたりと狙いを付けたまま言う。

　とても、ビョウリウを追い払った男の言葉とは思えなかった。

「……素手で触らなかったら、大丈夫ですよ？　襲ってくるわけじゃないですし」

　男は、え、と呟くとロールを振り向いた。

「襲って、こないの……？」

「来ませんよ。よほどの突風でも吹かなかったら、あそこから動きませんし。フルリが人を襲ったなんて話、ありえませんよ。ただの実ですし」

「え、実……？」

　男はライフルを下げた。

「あれって、実なの？」

「そうですよ。あなたが木を射ったせいで、枝が揺れて、それで落ちてきたんだと思います。稀まれに運悪く頭の上に落ちてきて、それで皮膚が爛ただれたりする狩人もいますけど、それ以外で被害にあうことなんかありませんよ」

　実、と呟いて、男はがっかりしたようにライフルを下ろした。

「そっかあ……どうりで、じいちゃんの話に出てこなかったはずだわ。実じゃ、狩れないもんなあ……」

　心底がっかりしている男の様子に、この人はいったいどういう出自なのだろう、とロールはいぶかしんだが、男は立ち直りも早かった。

　そっかあ、ともう一度呟くと、胸の衣囊ポケツトから手帳を取り出し、

「……けど、皮膚が爛れるってのは？　毒とか？」

　洋ペ筆ンを手にそう訊きいた。

「毒ではないですけど、あの実自体が食虫植物と同じなんです。ぺとぺとした表皮にくっついた虫を付着した酸で溶かして、吸収するんです。人や動物ならすぐに剝がせますけど、それでもすこしは爛れます」

「ふうん……普通、植物の実っていうのは果肉で他の動物をおびき寄せて食べてもらうもんだけど、逆に食べるのか。けど、それでどうやって繁殖地を広げるんだ？」

「フルリは何日かすると周りの果肉は溶けて、硬い核だけになるんですよ。そうなっても匂いだけは甘いので、動物が食べます」

「なるほど、なるほど」

　男はロールの話を手帳に書き付けたが、このような話、別段、珍しいものではない。

　フルリは地方によって実の色は違うが、大陸全土で生息している植物である。村の子供でも知っている。

　それを知らないとなると、まったく別の大陸から来たということになるが、どこから来たにせよ、ここへ来るまでに一度くらいは見かけたことがあっていいはずだった。この森にいきなり現れたのでもない限り、知らないはずはないと思えた。

（空……？）

　ロールは夜空を見上げた。空から落ちてきたのだとしたら、フルリを知らないこともありえるかもしれない。

　そんなことを考えた自分をロールは笑った。天空人など子供の御お伽とぎ噺ばなしだ。神聖書物はその存在に言及しているが、あくまでもそれは書物の中だけの話だ。

　それに──この男は、とてもそんな聖なる人には見えない。

「ところで、さ」

　もうすっかり立ち直ったのか、男はライフルを長机に置くと、別の楽しみを見つけたかのようにどこか楽しげに、ロールに向かい口を開いた。

「実ってことは、あれって……表面を何とかすれば食べられるの？」

「食べるって、フルリを？　本気ですか？」

「もちろん！」

　男は大真面目なようだった。

「動物でも植物でも、獲物はすべて、森の恵みだ。食べられるなら、なんであれおいしく頂くのが礼儀ってもんだ。俺はマタギのじいちゃんからそう教わった」

「マタギ!?」

　ロールは目を瞠みはった。

「いま、マタギって言いました!?」

「お、おう……」

（まさか──）

　ロールは改めて男をまじまじと見た。マタギというのは、いまも仲間内で語り継がれている伝説の狩人の名と同じだった。

　二十年ほど前、どこからかふらりと現れたマタギは、常に単独で狩りを行い、飛竜ですら仕留めたといわれる男だ。

　特に得意としたのは、立ち上がると人を遙はるかに超す背丈の大型四足獣グウムで、短い期間に三十頭も仕留めたとされている。

　マタギの狩りを見た者は誰もいないが、マタギが現れる前には常に雷鳴が轟いたと言われている。もしやそれは──この男と同じ、不思議な石弓の立てた音だったのではなかろうか。

　あれだけの威力なら、飛竜を狩ったというのも頷ける。事実、ビョウリウが尾を切って逃げ出しているのだから。

　ロールは興奮を抑えることができなかった。若い狩人ならマタギに憧あこがれない者はいない。その伝説の男を知る人間が目の前にいる。

「あ、あなた、マタギさんとお知り合いなんですか？」

「知り合いっていうか、俺のじいちゃん」

　男は誇らしげに胸を張った。

（やっぱり！）

　ロールはあまりの喜びに、鳥肌が立つのを押さえることができなかった。もしもマタギに会えたなら、あれもこれも聞きたいと夢想したのは自分だけではないはずだった。

「そのっ、マタギさんと、会わせてもらえませんか！」

「あー……」

　男はどこか困ったような、申し訳ないような顔になった。

「悪い、それは無理。じいちゃん、二年前に死んだから」

　死んだ!?

　あまりの衝撃に、ロールは浮きかけていた腰が落ちるのを感じた。

　だが、それはありえる話だった。

　伝説の狩人マタギは、かなりの高齢と伝えられている。だが、ロールはどこかで、彼ならそんな老いなど超越してくれるのではないか、と思っていたのかもしれない。

「なに？　じいちゃんって、こっちじゃ有名なの？」

「有名なの、って……あたりまえじゃないですか。お孫さんなのに、知らないんですか？　この国じゃ、伝説的な狩人ですよ」

「へえー」

　信じられない、という顔だ。

　不敬な、と思ったが、ロールは、はたと気づいた。

　もしや、この男の生国では、単身で飛竜を狩ることなど普通の話なのだろうか。考えてみれば、この男も、一人でビョウリウを追い払ったのだ。

　この男の一族は、恐ろしいほど優秀な狩人民族なのかもしれない。

「で、さ。話、戻すけど……あれってやっぱり食えないの？」

　再びフルリを指して、男は言った。

「どうしても食べたいんですか？」

「食えるもんなら。何しろじいちゃんから──」

「その話は聞きました」

　ぴしゃりと遮りながら、そういえばマタギの伝説にも、やたらと食に関する逸話が多かったな、とロールは思い出した。マタギによって、それまで捨てられていた部位が、珍味、妙薬の材料として流通するようになり、狩人の生活を豊かにしてくれたことも、彼を恩人とたたえる理由のひとつでもある。

「フルリの酸は表面に付着しているだけですから、皮を剝むけばその下の果肉は食べられないこともないみたいですけど、臭くてまずいらしいですし、皮を剝いてしばらくするとどろどろになってしまうので、市場にも並びませんよ」

「ふうん」

　男は刺青の下の目をなぜか輝かせると、立ち上がってフルリのひとつへと向かった。

　ロールは、ちょっと、と言って、椅子を立った。

　フルリの傍に膝ひざをついた男の肩越しに、

「わたしの言ったこと、聞いてなかったんですか？」

　そう、ロールは訊いた。

「もちろん聞いてたさ。とりあえず、毒とかじゃないってことだろ？　だったら、自分で試してみなくちゃな」

　そう言うと、男は腰の革帯から大振りの短剣を抜くと、フルリの青い表皮に十字に切れ目を入れ、刃先を使って器用に四分の一の皮をぺろりと剝いた。

　現れた果肉は半透明の乳白色をしている。よく煮込んだ肉の脂身に似ている。

　男は短剣を地面に刺すと、別の短剣を抜いてその切先で果肉を抉えぐり取とり、ためらうことなく口に放り込んだ。

　何回か咀そ嚼しやくしただけで、ごくりと飲み込んでしまう。

「ど、どうですか……？」

「うーん……臭くないし、まずくもないぞ。というか、味がない。食感だけだな」

「じゃあ、わたしたちの知っている情報は、間違いだったってことですか？」

「そうとも限らないさ」

　男は短剣を拭ぬぐって鞘さやに収めると、立ち上がった。

「臭いってのは、溶かした虫を吸収したあとの果肉を食ったからかもしれないだろ？　肉の味は食ったもので決まるんだから、植物だってそうかもしれない」

「じゃあ、落ちたては無味だってことですか」

「だな。とはいえ、時間がたつとともに臭くなるってこともある」

　男は長机に戻ると、大きな深皿を持って取って返し、フルリから果肉を切り取った。

「どうするんですか？」

「とりあえず、冷やしとこうと思って」

　男はフルリの入った深皿を長机に置くと、紙製の箱を持ち、何かを引き出すような真ま似ねをした。ぴーっと奇妙な音がした。目を凝らすと、深皿の上で微かに光が反射していた。

「ラップだよ」

　言って、男はまたしても何かを引く真似をした。いったい何を、とロールは男の顔を見た。男が笑みをうかべる。ロールははっとして、自分と男の間に、恐ろしく薄い透明な膜があることに気づいた。

「こいつで包んでおけば、肉でも魚でも、ある程度、新鮮さが保てるんだぜ？」

　そう男は言って、深皿を小さな箱にしまいこんだ。

　にわかには信じがたい。これも魔術逸品なのだろうか。それとも、王国のそれとはまったく別の、マタギの独自の技術なのだろうか。

「こいつは食後のデザートにするとして……メインの肉を焼くとしますか」

　男が何を見ているのかに気づいて、ロールは瞠どう目もくした。

　ビョウリウの尾！

　男の目は、棘のような毛が密集した尾にしっかりとすえられている。そのまま売れば大金が手に入る珍品を、まさか食べようというのか。

　そのまさかだった。

　男はビョウリウの尾の切断面をまな板の上に載せると、鞘から抜いた短剣でぞりぞりと毛を剃そり始めた。

「おー、すげえ。針みたいな剛毛だな。うーん……これは、毛根の部分まで皮ごと削そぎとった方がいいか。さすがに食えそうにないし」

「ちょ、待って待って！」

　ロールはほとんど悲鳴のように叫んだ。

「噓うそでしょ!?　ビョウリウの尾ですよ!?　売ればいったいいくらになるか、あなた、知らないんですか!?」

「知らない。それに、興味ない」

「興味ないって──」

　ロールは呆あきれて二の句が告げなかった。狩りは生活の糧を得るための仕事だ。金持ちの道楽とは違う。この男はいったい何を考えているのか。

　疑問が顔に出てしまったのか、男は苦笑した。

「うーん……こっちの猟師がどうなのかは知らないけど、マタギってのは、森に入ったらその恵みで生きるもんだって、俺はじいちゃんに教わったんだ。必要な分だけ獲とって、あとは森に返す。まあ、金が大事ってのはわかるけど」

　毛を剃り終えた尾に刃を当てて、すとん、と押し切った。

「こいつは俺が狩ったわけじゃないけどさ、落とし物だとしても、手に入れた以上、自分の血肉にしなくっちゃ、森に対して失礼だと思うんだよな。じいちゃんもきっとそう言うだろうし、それに……どんな味がするか、食ってみたくね？」

　男は、分厚く切ったビョウリウの尾肉を摘つまみあげた。

　白い骨の周りについた肉が、炎の照り返しを受けて濡れ濡れと赤く光り、ロールは思わず生唾を飲み込んでしまった。

　ビョウリウの肉を食べたことのある人間が、ネフリクの街にいるだろうか？　しかも、こんな新鮮な肉を。おそらくはいない。王都の貴族ですら、口にしたことはないはずだ。

「決まりだな」

　ロールの食欲を見透かしたように、男はふふっと笑った。




　男が尾から切り出した肉は、骨の節に合わせてとっているため、一枚が、親指の長さほども厚さがあった。

　弾力を確かめるように指で押すと、ちょっと硬いかな、と呟き、箱の中から肉叩きを取り出した。その小さな木き槌づちで、調子良く肉を叩いていく。

　肉の繊維をほぐし、柔らかくするこの道具は特に珍しいものではなく、ロールは少しほっとした。道具が同じなら、調理方法もそれほど変わらないはずだ。

　男は残った尾の切断面に例のラップとやらを巻きつけると、切り出した肉をまな板に載せて別の長机に運んだ。端の簞笥の覆いを開くと、中には立派な天板が現れた。下の引き出しと見えたのは、薪の焚き口と天てん火ぴ口だった。

　どうやらこれは、簡易の薪焜こん炉ろらしい。

　だが、男は蓋ふたを開けると、薪ではなく丸めた皮紙のようなものを入れ、その上に黒く煤すすけた薪を積んだ。これはなんだろう、と見ていると、またしても奇妙な物を男は取り出した。握りの先に金属棒が付いた代物だ。

　かちり、と音がした途端、金属棒の先端に火が灯ともった。

　ロールは思わず後じさった。これはもう、紛れもない魔術だ。何もないところから火を熾おこすなど、それ以外にはない。

「便利だろ？　ライターっていうんだ」

　炉を覗き込んだまま、男は言った。どうやら怖おじ気けづいたところは見られなかったようだ。

「……これも、マタギの技ですか？」

「別にマタギのってわけじゃないけど……」

　何故か男は困ったように笑い、ライターなるものを炉に差し込んだ。火はすぐに皮紙に燃え移って、しばらくすると黒い薪が赤く光を放ち始め、火が熾った。

　男は蓋を閉めると、天板に鉄の平ひら鍋なべを置いた。何故か山形の凹凸がついている。

「こいつはグリルパンっていって、網で焼いたみたいになるんだ。ステーキは鉄板もいいけど、俺はこっちの方が好きなんだよな。あ、ステーキってのは分厚く切った肉をシンプルに焼く料理のことな。焼き加減によって、レア、ミディアムレア、ミディアム、ウェルダンって言い方をする。だいたい生に焼く、半生に焼く、焼く、よく焼く、って意味だけど、どうする？」

　どうすると聞かれても、わからない。

「お、お任せします……」

「じゃあ、ミディアムレアにしとくか。初めての肉だし。味付けも、単純に塩と胡こ椒しようだけにして、タレは別添えでいこう。……わかる？　塩と胡椒」

　ロールは頷いた。男の発音は微妙におかしいが、塩も胡椒も知っている。どちらも料理には欠かせないものだ。

「ふうん……やっぱり、じいちゃんの言ってた通りか。互いの世界にあるもんは、勝手に翻訳してくれるんだな。すげえな、この御守り」

　男は腰の革帯に提げた土ど鈴れいを見たが、どういう意味か、ロールにはわからなかった。

「あ。けど、料理の名前とか、用語は翻訳されないのか。ステーキって、伝わってなかったみたいだし。すごいんだか適当なんだか」

　わけのわからないことをひとりでぶつぶつと言いながら、男はビョウリウの尾肉の一枚に擂らい器きをかざして、ゴリゴリと回した。粗めの塩と胡椒が落ち、それを手で叩いて擦りこむ。

　肉をそのままにして、男は布小屋の中から皿と肉叉フオークと食小刀ナイフを出してきて長机に並べた。さらに小さな陶器の小鉢に、瓶に入った奇妙な液体を注いだ。どろりとして茶色い。匂いを嗅ぐと、香辛料の中に不思議な甘さがあった。

「焼肉のタレ。わかる？　タレ」

　そう、男は言った。指を突っ込んで嘗なめる真似をする。

「わかる？　タレ。ソース」

　サウース、と聞こえた。訛なまっているのだろうか。サウースならばもちろん知っている。料理にかけて食べる調味液だ。つまりこれを肉につけるということか。

「旨いぜえ」

　自家製なのか、自信ありげに男は笑う。

　そうするうちに、グリルパンとかいう平鍋から煙がたち始めた。

「っと、そろそろか」

　肉を摘み、グリルパンに載せると、じゅう、と音がして、すぐに馴な染じみの、肉の焼ける匂いと、胡椒の香りが立ち昇った。

　だが、それだけではない。微かにだが、花の蜜みつのような香りもする。ビョウリウは甘い果実を食べるから、そのせいだろうか。

「へえ、牛肉なんかとは匂においからして違うな」

　鼻をひくつかせ、男は楽しげに言った。

　ぎゅうにくとは、ぎゅうという獣の肉のことだろうか。聞いたことのない動物だが、発音だけならばギウに似ている。地方や国によって呼び名が変わるものもいるから、もしかしたらギウのことかもしれない。

　男は、旨そうな音を立てる肉をしばらくそのままにしておいたが、やがて肉挟みで表裏を返すのではなく、ぐるりと向きだけを変えた。

　何の意味があるのだろう、とロールは首を傾げたが、その答えは、肉をひっくり返した時にわかった。

　生の部分が焼けたグリルパンに触れて、ふたたび、じゅう、と音を立てる。

　返された表面には、綺き麗れいに格子状の焼き目が付いていた。それだけのことなのに、ただ均一に焼いたものよりも、不思議と旨そうに見える。

　たまらない匂いに、ロールは思わず生唾をごくりと飲み込んだ。

　聞こえなかっただろうか、と男を見たが、肉に向かう横顔は真剣そのもので、まるで一流の料理人のようだった。もちろん、ロールのしたことには気づいていない。

　男は再び肉の向きを変えると、グリルパンを天板の熱の低い場所へと移動させた。そのままじっくりと火を通していく。にじみ出てきた肉汁が、グリルパンの凹へこみに溜たまって、ぱちぱちと跳ねて食欲をそそる脂の匂いを立てる。

「……よし」

　大きく頷くと男は焼けた肉を肉挟みでつかみ、手早く皿に移した。

「これぞビョウリウの《オーボーン・ステーキ》だ」

　いまのは、この肉料理の名前だろうか。《オーボーン・ステーキ》──なぜだろう。心躍る素敵な名前だ。

「さあ、熱い内に食おう」

　肉挟みを置き、いまだ脂が音を立てる分厚い肉の前に座ると、男は待ち切れない様子で、そそくさと肉叉と食小刀を手にした。

　ロールも急いで座ると、同じように肉叉と食小刀を握った。目の前の皿の上で、骨がついたままの丸いビョウリウの尾肉が、まだ脂を爆ぜさせながら香ばしい匂いを立てている。

「んじゃ、いただきます！」

　男は肉叉を持ったまま手を合わせる仕草をした。祈っているようにも見える。

　なんとなく、ロールはその真似をした。

　男はすぐに手を離すと、さあて、と呟いて唇を嘗なめると、肉に肉叉を突き立てた。もうこちらのことは気にしていないようだ。というより、肉しか目に入っていない。

　ここまできたら、食べなければ勿体無い。

　ロールも肉叉を尾肉の端に突き刺した。焼け目に沿うように食小刀を入れると、筋肉の良く発達した尾肉とは思えないほど簡単に、すっと刃が通った。

　断面はとても綺麗な赤だ。美しい血の色。そこから透明な肉汁が滲にじみ出だしてくる。

　ロールは切り取った肉をそろりと鼻に近づけて、その香りを嗅いだ。果実のような匂いがする。こんなに赤いのに血の独特な臭いはしない。

　こんな高価なものを、と一瞬怯ひるんだが、思い切って口に入れた途端、鳥肌が立った。

　むちっとした弾力が歯を押し返してきたが、ほんの少し顎に力を入れると簡単に切れ、そこから果汁のような甘い肉汁がさらにあふれてきた。

（おいしっ……）

　舌がぞくぞくする。

　嚙み切った肉は、あっというまにその上で融とけて消えてしまった。まるで雪だ。こんな肉は食べたことがない。

　ロールは慌てて次の一切れを切り出した。待ちきれなくて、唇が自然に迎えに突き出てしまう。汁の一滴だって落としたくなくて、すするように食べた。

「はあ、あ……」

　恍こう惚こつのあまり、口が開きっぱなしになってしまっていることに気づいて、ロールは慌てて閉じた。口の端から垂れた、涎よだれとも肉汁ともつかない雫を拭う。

「……こりゃすげえな」

　男も大きく息をつき、ロールはうんうんと頷く。

「だがしかし……こいつをつければ、さらに旨くなるはずだ」

　言って、男は皿の脇の小鉢の縁を、食小刀の背で、ちん、と叩いた。

　サウースだ。

　男は、タレ、と言っていたそれに、切り取った肉を浸すと、ひとくちで食べた。

「おほっ、やっぱりうめえ！」

　その様子に、ロールも切り取った肉をタレに浸した。とろりとしている。おそるおそる口に入れると、

「はおっ」

　思わず声が出てしまった。

　最初に爽さわやかな甘さが広がり、そのあとで香辛料が舌を心地よく刺激する。そこにあまい肉汁が交じり合って、肉を塩胡椒だけで食べたときよりも、何倍もおいしくしている。

（ええい、もう！）

　まどろこしくなって、ロールはタレを残った肉に全すべてかけてしまうと、手づかみでがぶりとかぶりついた。












（んふっ！）

　タレと肉汁が口中で洪水をおこし、あまりのおいしさに理性の壁が決壊して、意識が飛びそうになる。ほとんど無意識に、口の方が勝手に二口目にいってしまう。むちっと肉を嚙み切ると、タレと肉汁が口の周りを熱く濡ぬらした。

「やるねえ」

　男は、ははっ、と笑うと、自分も肉を手づかみにした。がぶりとやると、三分の一ほどがなくなり、頰がおおきく膨らんだ。

　その顔がおかしくて、ロールは自分もさらに肉にかぶりついて、同じように頰をぱんぱんに膨らませた。口の中に、幸せがいっぱいに詰まっている。だがすぐに消えてしまい、慌ててまた頰張る。

　そうして、最後には尾骨を口に放ほうり込こんで、菓子を嘗めるがごとくしゃぶり尽くした。

「はあ……」

　終わってしまった。

　物を食べるという行為で、これほど恍惚としたことは、これまでになかった。ロールにとって食事の一番の目的は空腹を満たすためであり、もちろんそれだって、おいしいとは思うけれども、食事とは快感なのだということは知らなかった。

　ふと見ると、男が好ましげに微笑ほほえんでいる。なんだろう、と小首を傾げて、はたと気づいて慌てて口を手の甲で拭った。肉汁とタレがつく。それを見た瞬間、味が蘇よみがえってきて、ぺろりと嘗めとってしまった。

　自分の行為に我に返って、ロールは頰を染めた。二重の意味で恥ずかしい。

「わかるわかる。すげえ旨かったもんな」

　そう言って、男は笑った。

「俺も、こんな肉は初めて食ったよ。松阪牛みたいにやわらかいのに、きちんと野趣味があるし、そこに果実味も含んでるんだから。血が甘いのかな。けど、こいつでハンバーガーとか作ったら、すげえ旨いのができそうな気がするな」

　ハンバーガー、とは知らない言葉だったが、料理の名前だというのはわかった。マツサカウシというのもわからない。

「まだ尾肉は残ってるから、帰ってから試すか……」

　独り言である。それは、ハンバーガーなるものを、この男は一人で食べようとしているということに他ならない。

　憎悪に近い恨うらめしさが込み上げてきて、ロールは慌ててそれを打ち消した。はしたないし、意地汚い。ビョウリウに襲われたのは自分でも、追い払ったのはこの男なのだ。獲物の権利は自分にはない。

「……それって、どういうものなんですか？」

　せめてそれぐらいは知りたい。

「ん？」

「だから、ハンバーガー……」

「ああ。簡単にいうと、挽ひき肉にくを卵を繋つなぎにして固めて焼いたハンバーグと野菜を、バンズっていうパンで挟んだものをハンバーガーっていうんだ。わかる？」

　挽肉を固めて焼いたものをハンバーグと呼ぶらしいというのはわかったが、バンズという名のパンというのがわからない。

「パンっていうのはなんですか？」

「小麦粉をこねたものを発酵させて焼いたもんだけど……こっちにはないのかな」

　最後は自問のようだった。

　ロールは席を離れると、自分の荷物の中から布の包みを見つけて戻り、開いて中身を出し、長机に置いた。

「これのことですか？　パァオというんですけれど。小麦粉を練って焼いたものです」

「食べていい？」

　見て、ではなく、食べること前提の問いに、ロールは笑いを押し殺した。どれだけ食い意地が張っているのだろう、この人は。

　男は丸い板のようなパァオを手に取ると、匂いを嗅ぎ、それから齧かじった。

　ひっぱっても、厚い皮紙のように中々切れない。

　保存はきくが、けっしておいしいものではなく、狩りのときには重宝するが、普段は、腹を膨らませるためだけにあるようなものだ。

「ふうん……なんだかトルティーヤの生地みたいだな。こっちのがまあ、なんというか……ぱさぱさしてるけど」

「パンっていうのは、これとは違うんですか？」

「ああ。パンっていうのは、もっとこう、ふっくらとしてて、それでいて小麦の風味がしっかりと感じられてさ。しまったなあ、持ってくればよかった」

　トルティーヤというのもわからないし、パンがどういうものなのか、今の説明だけでは想像がつかなかった。ただ、そのパンというものでハンバーグという挽肉を固めて焼いたものを挟む料理が、とてもおいしいらしいというのだけは、男の口調からわかった。

　だが、自分に食べる機会はないだろう。なにしろ、ビョウリウの肉など、めったに手に入るものではない。

　それでも男は、食べかけたパァオを平らげた。決しておいしそうではなかったし、残すだろうと思っていたが、そうはしなかった。

「ごちそうさん」

「ごち──なんですか？」

「ああ、食べたあとの挨あい拶さつっていうか、お礼っていうか、そんなものだよ。……さて、それじゃあ、デザート──食後のちょっとした菓子にしようか」

　そう言うと、男は小箱からラップとやらをしたフルリをとりだした。フルリの実はすぐに乾燥してしまうはずなのに、不思議とまだみずみずしい。

「それをお菓子の代わりに食べようっていうんですか？」

「ああ。さっき摘んだ時に思ったんだよな。食感が、ところてんに似てるって」

　またしてもわからない言葉が出てきたが、ロールはもう訊くことはしなかった。たぶん菓子の名なのだろう。

　男はフルリを板状に切ると倒して重ね、さらに縦に細く切って太い糸状にした。それを小さめの深皿に盛ると、その上に、小瓶に入ったとろりとした汁をかけまわした。

「さあ、食ってみようぜ」

　小さめの肉叉と共に目の前に置かれたそれを、ロールはまじまじと見た。とりあえず、嫌な臭いはしない。それどころか甘い香りがする。この透明な汁だろうか。

　男は肉叉でくるくると太い糸のようになったフルリを絡めて、躊躇ためらいなく食べた。

「……どうですか？」

「おお、いける！　ところてんより歯ごたえがあるけど、なかなかいいぞ。くせがないから、これなら酢す醬じよう油ゆもありだな。フカヒレの代用品には──さすがに柔らかいか」

　呪じゆ文もんのような言葉を聞き流しながら、ロールもフルリの細切りを食べてみた。

（おいしい）

　濃厚な甘さと、つるつるとした食感が気持ちいい。歯を立てるとぷつぷつと簡単に切れる。本当に何の臭みもない。あえて挙げるなら、微かに青臭さが感じられるが、それも嫌なものではなく、風味といってよかった。

「この甘さは、なんなんですか？」

「シロップだ。砂糖と水を煮詰めて作ったやつ」

　何となく理解できた。つまりは水蜜の一種ということか。製法は同じようだが、これほど澄んだ水蜜は見たことがない。

　それにしても、とフルリの《ところてん》を食べながらロールはつくづく感嘆していた。よもや、フルリがこのような菓子になるとは思わなかった。

「うん、うまかった！　ごちそうさま！」

　からん、と皿の中で肉叉が高い音を立てた。

　満足そうな男の顔を見ながらロールは、マタギの孫だというのもあながち噓ではないかもしれない、と思った。雷を落とす石弓といい、奇妙な道具や言葉といい、こんなものを食べてみようとするおかしな行動力といい、様々な伝説に符合する。

「……ゴチ、ソウサマ」

　真似をして、ロールも言ってみた。それを聞いた伝説の狩人《マタギ》の孫は、無邪気な笑顔を浮かべ、ロールの胸は思わずどきりと鳴った。




「全部ってわけにはいかないけど」

　街の明かりが見えるところまで送ってくれた男は、そう言ってビョウリウの尾の残った部分の根本から掌てのひら分ほどを切り取って分けてくれた。あの、ラップとかいうものに包んで。

「おすそわけ」

「い、いいんですか!?」

　あまりの気前のよさに、思わず声が上ずってしまった。

　これだけでも、とんでもない価値がある。貰もらったものだから、狩人としての手柄にはならないが、大金にはなる。

　金があれば、新しい装備が買える。そうすれば大きな獲物も狙えるようになる。資金不足による装備の貧弱さは、新人狩人の共通した悩みだ。

　手持ちの中古の石弓では、ノチョの毛皮を貫くのが精一杯だろう。ビョウリウを目掛けて矢を放っても、難なくかわされて終しまいだろう。

「そうだ。互い、まだ名乗ってませんでしたよね」

　鞄の奥の奥に尾肉を押し込みながら、ロールは言った。

「そういや、そうだったな」

「わたし、ロールです」

「俺は、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ。……また、どこかで会えるといいな」

「そうだ。これから街で一杯やりませんか？　イズミのおじいさん──伝説の狩人であるマタギの話も聞きたいですし」

　なんとか尾肉を鞄に収めてロールが振り返ると、そこには、誰もいなかった。ほんの一瞬前まで、確かにすぐ後ろにいたはずなのに、男は夢幻のように消えてしまっていた。

　はっと我に返り、ロールは慌てて鞄に手を突っ込んだ。

「……あった」

　男と一緒にビョウリウの尾肉も消えてしまったのではないか、と思ったが、尾肉は間違いなくそこにあった。

（そういえば、マタギも神出鬼没だったっけ……）

　今に残るマタギの伝説を思い出しながら、ロールは夜に沈む森を見つめた。こんな話、きっと信じてもらえないだろうな、と思いつつ。

　だが、確かに自分はマタギの孫に会った。舌に残る《オーボーン・ステーキ》と《ところてん》の味が、夢ではなかったと告げている。

　今夜体験したこの奇き譚たんを、誰かに話したくてうずうずしながら、ロールはひとり、街に向かって歩き出した。













　あー、テステス。

　…………。

　……大丈夫そうだな。

　俺は、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ。もしも、こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしている。

　今日は、三十五回目の遠征。

　三十五回目にして、初めてこっちの人間と接触した。これまでも見かけないわけじゃなかったが、面倒にならないように係かかわり合いを避けてきた。

　けど、襲われているやつがいたら、助けないわけにはいかないだろ？　それにまあ、いつかは接触しなくちゃなあ、とは思ってたし。

　じいちゃんの言ってた通り、こっちの世界は、雰囲気も文明も中世ヨーロッパ風だ。

　……ロープレのゲームの中っぽいって意味だけど。

　本当の中世がどんな感じかなんて知らん。

　とにかく、そんな風だった。もちろん銃なんかなくて、飛び道具の最先端は、弓以上で銃以下の、あれはクロスボウだ。

　そう聞いてはいたけど、実際、まさにそんな感じだった。

　じいちゃんがこっちに来なくなってから十年くらい経たってるはずだが、技術はあまり進んでいないらしい。

　言葉は、スムーズに通じた。

　互いに自分の国の言葉を話してるはずなんだけど、俺には日本語に聞こえたし、向うもきっと同じだろう。

　が、互いの世界にいないもの、ないものは翻訳されないみたいだった。

　道具類は、形なんかが少し違ってても用途が同じなら意味が通じたが、ライフルとか、ライターのような、技術的に存在しないものは駄目らしい。

　生き物もそうだ。

　ものすごく大きな分類。人とか、哺ほ乳にゆう類るいとか、虫とか、魚とかはそのままだったが、イノシシに似た野獣はノチョと聞こえたし、牛そっくりな動物はギウとしか訳されなかった。

　そいつはまあ、名前だと思えば不思議じゃない。

　今日、俺が逢あった女の子はロールと名乗ったが、訳された様子はなかった。音と唇の動きが同じだった。

　俺の、マタギって言葉もそのまま通用したし。

　けど、あの子、すっげーびっくりしてたよなあ……じいちゃん、マジで有名人だったんだ。

　伝説のマタギ！

　い、いかん……思い出しただけで笑いそう。このこと知ったら、じいちゃん、あの世で顰しかめっ面つらだろうなあ。そういうの嫌いな頑固爺じじいだったから。

　…………。

　それはさておき。こいつは記録しておかなくちゃならない。

　俺は今日、《ビョウリウ》に遇あった。

　じいちゃんがいつも話してくれた、あの真っ黒な風みたいな化物。ドラゴン。そうとしか言えない獣。

　じいちゃんは、あれを《ビウリウ》と言ってたけど、正しくは《ビョウリウ》らしい。

　……そういや《竜》って言葉は普通に訳されてたな。

　人とか魚とかと同じ、大きな分類だろうけど、あんな獣は地球には実在しない。

　それなのに、日本語に訳されたのは、竜ってやつは神話や物語には昔からいて、ゲームなんかにも出てて、俺の中で共通の認識ができていたからか？

　魔術って言葉も、存在はしなくても通じる。今度、科学って言葉が通じるのか、誰かに会ったら試してみよう。

　あと今日、初めてこっちでライフルを試した。

　俺は第一種銃猟免許を持っているけど、散弾銃を所持してまだ五年しか経っていないから、もちろん買えない。じいちゃんのだ。

　じいちゃんが死んだあとで、知り合いの銃砲店に譲渡したことにして、俺が許可を取れる五年後まで、預かってもらっている。

　そのまえに、こっそり拝借した。

　もちろん、あとでちゃんと返すけど、もしこれを聞いた人がいる場合のために言っておく。

　香か住すみのおっちゃんは、何も知らないから。

　日本と異世界を行き来できる、じいちゃんから貰もらったこの謎なぞの鈴は、俺の行きたい場所に出られる。一回、異世界を経由すれば、銃砲店に忍び込むことも簡単にできる。保管ロッカーの中に出ることも可能だ。鎖の鍵かぎはこっそり複製した。

　ようするに、おっちゃんは何も知らないってこと。それだけは、明言しておく。

　……まあ、こんな話、誰も信じないだろうけど。

　じいちゃんは、おまえだけだ、ってよく笑ってた。

　けど、それだって俺が中学までだぜ？　高校生になってからは俺だって、また言ってる、って思ってた。

　悪いことしたなあ……。

　けど、これを見てくれてる人はわかるよな？　信じられないだろ？　こんな話。

　…………。

　……とりあえず、見てみる？

　…………。

　じゃーん！

　これは、フルリの実。スライムかと思ったら、ただの木の実でした！　あのときのがっかり感、わかってもらえるかなあ。

　まあ、食感がぷるんぷるんしてておもしろかったから、ところてんにしてみたら、なかなか旨うまかった。

　フカヒレの代わりにはならないけど、葛くず餅もちみたいに食べることはできそうだ。あとで試してみることにする。

　……で、ここからだ。

　これを見てくれ。

　…………。

　これは、ビョウリウの尾だ。

　黒々してて、今にも動き出しそうだろ？　じいちゃんの言ってた通り、尾の先端は剣みたいに鋭い。あとでこいつで、ナイフを拵こしらえようと思ってる。格好いい！

　鱗うろこの音も聞いてくれ。

　どう？　こつんこつん、だ。

　ロールを助けるために、咄とつ嗟さにあいつを撃ったが、30‐06スプリングフィールド弾は鱗に弾はじかれちまった。じいちゃんの言ってた通り、恐ろしく硬い。

　尻尾しつぽを落としていったんだから、少しは危険を感じたろうが、仕留められなかった。

　もっと強力な銃があれば別かもしれないが、まさかどっかからマシンガンを盗んでくるわけにもいかんし、使い慣れない銃で、あの獣に挑む気はしないぜ。

　となれば、だ。

　あとは、じいちゃんの考えた方法を試すしかない。三度挑んで、三度仕留めそこなったじいちゃんの、四度目の正直になるはずだった計画だ。

　回収した弾頭は完全に潰つぶれていたから、もっと硬い弾がいる。そいつを打ち出す強力な火薬がいる。その衝撃に耐えられる薬やつ莢きようがいる。

　じいちゃんは、そいつを作る方法を残してくれた。俺は、その材料を探すつもりだ。

　…………。

　じゃあ、生きていたら、また。













　隣港の網あみ元もとの一人、エバージ老が現れたとき、ロディには話のおおよそがわかっていた。彼の所有する漁船が、もう何隻も謎なぞの沈没を遂げていることは、噂うわさになっていたからだ。

「悪いが、他をあたってくれ」

　そう言ってロディは、炙あぶった魚の鰭ひれを漬け込んで香りをつけた、温めた穀こく酒しゆの入った木の小杯に口を付け、喉のどを落ちる火のような熱さを楽しんだ。

　肉厚の赤魚の切り身に香草と塩をまぶして焼いたものが、とてもよく合う。焦げた皮に肉叉フオークを押し当てるとパリッと音を立て、身がふんわりと押し返してくる。この魚は煮ても旨うまいが、穀酒には焼いた方がいい。

「昨日、戻ったところなんでね」

　ロディは、仲間と共に肉食で凶暴な哺ほ乳にゆう魚、オーラカの群れを狩る仕事を終えたばかりだった。依頼金はたっぷりと入ったし、オーラカも思ったより高く売れた。

　仲間たちは人生を楽しむべく、街へ向かうマウ車の予約を取っている。あそこには、目が眩くらむばかりの夜が、人々を待っている。

　だが、ロディは残るつもりだった。

　派手な遊びは性に合わない。

　この潮臭い村で、のんびりと本でも読み、芝居でも観み、お気に入りの歌姫の声を聞きに宿酒場に通うつもりでいた。

　それに、他にもすることはある。オーラカ狩りに使った狩り具は研ぎに出さなければならなかったし、船も整備が必要だ。

　エバージ老は、日に焼けて折れそうに節ばった手を揉もんだ。かつては海の男だった手だ。漁によって変形してしまった関節は、元には戻らない。

「わかっております。ですが──」

「狩りは万全で向かわないと、命に関かかわる。近頃は疲れもなかなか抜けないしな」

　ロディは今年で三十五になる。

　海狩人かりゆうどとしては、年齢的にもあまり無理がきかない年になっていた。

　人形劇にもなっている伝説の狩人、マタギは、八十近い老人でありながら、たったひとりで小船ほどもある角魚ヒトツキを仕留めたというが、そんなものは御お伽とぎ噺ばなしだ。

　ロディも、今より十も若い時分にヒトツキを仕留めたことがあるが、話にあるのより小さいやつを、三艘そうがかりでようやっとだった。

　老狩人が、ひとりで為なせる狩りではない。

　だが、エバージ老は引き下がらなかった。

「でしたら、でしたらせめて、やられた船を見てはもらえませぬか？　海狩人なら、我らの知らぬ海獣の知識も持っておられるはず。正体がわかれば、網あみ子こたちも安心できます。祟たたりだなどと騒ぐものも減りましょう」

　もちろん謝礼はいたします、とエバージ老は床に皺しわ深ぶかい額を擦りつけた。網元に上り詰めたほどの男が、一介の狩人にこうまでするのはそうあることではない。

　酒場の客には漁師も多い。彼らの目が剣けん呑のんなものに変わっていくのを、ロディはぴりぴりと肌に感じた。

　喧けん嘩かを買うのはやぶさかではないが、下へ手たに騒ぎを起こせば組合に目をつけられ、この辺りの海では猟ができなくなる可能性がある。

　持ちつ持たれつ、か。

　ロディは小さく嘆息すると、小杯を机にこつんと置いた。

「大銀貨一枚」

　老の顔の前に、指を立てた。その値に客がざわつく。相場を知らない連中の反応はいつも同じだ。だが、知識は無料ではない。

「それなら引き受けよう。ただし……見るだけだからな」

　含めるように念を押すと、エバージ老は首が折れてしまうのではないかと思うほど、大きく頭を振るように頷うなずいたのだった。




　翌日の朝、ロディは宿の食堂で、ギウの乳と、炙ったノチョの燻くん製せい肉と香草を挟んだパァオで食事を済ませると、部屋を引き払うことをせずにそのままにして、寄り合いマウ車で隣港へ向かった。

　客が少ないのは、昨日の依頼と無関係ではないと思えた。船乗りは縁起を担かつぐものだ。不運はうつると信じるものも多い。

　エバージ老は名の通った網元ゆえ、人々もあからさまに避けたりはしないが、昨夜の酒場も老が帰ったあとに店主が給仕に命じて、こっそり不運除よけのまじないをしていたのを、ロディは見逃していなかった。

　部屋を引き払わなかったのは、戻った時になんやかやと理由をつけて、宿泊を断られるのを防ぐ意味もある。

　昼前に隣港に到着すると、乗り場にはエバージ老が、ロディを見逃すまいとするように、皺しわに埋もれている目を見開いて待っていた。

「よくぞ、お越しくださった、ロディ殿」

　声には、すがりつくような必死さが滲にじんでいる。

「この先の浜に、運よく一隻だけ流れ着いてごぜえます。乗っていた連中は影も形もありませんでしたが、海狩人のあなたさまであれば、なにが起きたのか、きっと看破してくださると信じておりますぞ！」

「約束はできねえな。この世は神秘に満ちているんだ。こんな寒村しかしらねえあんたらよりは、俺もいくらか物を知ってはいるが、それだって、もっと広い世界を知ってる連中に比べりゃあ、同じ小魚だろうよ」

　エバージ老の皺に深い影が落ちる。

「とはいえ、知ってるものを知らねえとは言わないさ」

　ロディは手を差し出した。別に握手を求めているわけではない。狩りであれば報酬は獲物如何いかんだが、情報は先払いが通例だった。あとで気に入らないと文句をつけられても困る。

　エバージ老は、懐から金袋を出して、大銀貨一枚をロディの掌てのひらに置いた。重さと輝きで本物だとわかる。

「確かに」

　自分の金袋に大銀貨をしまうと、他の硬貨と当たって澄んだ音を立てた。

「じゃあ、いこうか」

　老は薄い口を引き結ぶと重々しく頷き、踵きびすを返して歩き出した。かつては巨大な銛もりを振るっていたのだということが、片側だけ盛り上がった肩でわかる。

　その背中を見つつゆっくりとあとに続いたロディは、澱よどんだ潮臭い風を太い鼻で嗅かいで、僅わずかに顔を顰しかめた。




「これでございます」

　老の話通り、入り江の端に一隻の大船が打ち上げられていた。

　遠洋にまで出かけることのできる、三十漕そう船だ。三十は漕こぎ手の数を表す。五十、三十、十、五漕とあり、三十を超える漕船を持つ網元は少ない。

　エバージ老は相当裕福な網元と言えた。これならもう少し値を吊り上げてもよかったな、とロディは後悔した。

　とはいえ、仕事はきちんとするつもりだった。狩人として頼られた以上、名誉に泥を塗るわけにはいかない。組合の手前もある。

　ロディはまず、ざっと船体を見渡した。

　座礁したのか、船尾が舵かじごとごっそりと抉えぐり取とられている。誰がどう見ても、これが沈没の原因だった。

　他にも、船の中央辺り、貝や藻が張り付いた喫きつ水すい線せんよりも少し下に巨大な穴があった。大きさは、酒さか樽だるほどもある。

　穴といっても綺き麗れいなものではなく、舷げん側そくの板は内側に向かって折れていて、不規則な円形を作っていた。さらに反対側に回ると、先ほどとは逆に、舷側板は外側に向かって折れてひずんでいた。

「ひどいな……」

　この穴からわかることは、何かに貫かれたか、何かが突き抜けて行ったか、ということくらいだった。

　海賊船の衝しよう角かくで突かれれば、こうした傷ができないこともない。だが、衝角というのは船首に装備するもので、水中に付けた船の話は聞いたことがなかった。

　これほどの穴であれば、船体が真っ二つに折れていても不思議ではない。よくもここまでたどり着けたものだ。

「漁師たちは、ひとりも戻っていないのか？」

　傷を見ながら訊きくと、エバージ老は獣めいた呻うめき声を立てた。

「誰ひとり、戻ってはおりませぬ。海獣の餌え食じきとなったか、はたまた人魚どもに海の底へと連れ去られたか……口惜しいことです……」

　海獣であれ、人魚であれ、その意味するところは、永遠に帰らず、ということだ。もっとも人魚については伝説でしかなく、実際に見た者は誰もいないが。

　穴から船の中へと入ったロディは、鼻をつまみたくなった。

　ここは、澱よどんだ潮の臭においが濃い。

　隅に腐った魚が何匹も転がっていたが、おそらくそのせいだろう。

　帆柱に何かが擦った跡が線として黒く残っている。

　衝角の塗料かとも思ったが、線は一方に向かってしか流れていなかった。刺して抜いたのであれば、二方向の跡が残るはずだ。

　となるとこの穴は、何かが船を貫いて抜けたもの、ということになる。

　帆船と同じくらい大きな海獣、マコウホエル用の大型銛の跡だろうか？　だが、それにしては径がありすぎる。細くなければ、銛は深くは刺さらない。

　床板の隙すき間まで何かが鈍く光った。

　ロディは膝ひざをつくと、腰から短剣を抜いてねじ込んだ。明らかに木とは違う感触があって、切っ先を引っ掛けるようにして抜くと、銀色の円盤が持ち上がった。

　掌ほどもあるが、薄くて軽い。

　陽ひに翳かざすと僅かに透けて、年輪に似た線が幾重も見えた。

　これは──鱗うろこか？

　だとしたら、相当に大きな魚だ。この辺りの海で獲とれるものは、把握しているつもりだったが、こんな鱗を持つ魚は知らなかった。

　この穴と、関係あるのだろうか。

　他にも何かないかと探したが、見つかったのは結局、その鱗一枚だけだった。

　船を出ると、エバージ老が手を揉みながら待っていた。

「いかがでしたか？」

　黄色く濁った目は血走り、成果があったと言ってくれ、と雄弁に語っていた。残念だが、その期待には応こたえられない。

「何があったかはわからん。だが、どうやらこの船は新種の魚を見つけたようだ」

　ロディは巨大な鱗を見せた。

「図鑑に登録されれば、金も入るし、名前も残る。そいつが原因かもしれない」

「しかし、沈められた船はこの一隻ではございませぬぞ」

　そうだった。沈められたのがこの船だけならば、新種を巡っての争いの可能性もあるが、他の船も同様に失われているとなれば話は違ってくる。

「あんた、漁の権利か何かで、海賊に恨うらみを買ったんじゃないか？」

　ロディは舷側を叩たたいた。

「この穴、海賊船の衝角ってんなら、ありえる話だ。片側にしか抜けちゃいないし、穴は喫水線より下だが、新型の衝角船かもしれない」

「そのような覚えはありませぬ」

「当人の知らないところで恨みを買うなんてえのは、よくある話だろ？」

　エバージ老は黙った。身に覚えはなくとも、そうしたことがあるということは、よくよく承知しているのだろう。

「では、これでしまいですか？」

　その声には、失望と絶望が隠しようもなく苦く滲んでいた。

　放ほうっておいても構わない。むしろ、そうすべきなのだということはわかっていたが、ロディは胸の奥から湧わいてくるある感情を、押し殺すことができなかった。

　──新種！

　なんという甘美な響きか。これまで狩ったことのない、あたらしい獲物。そいつに挑むことは、狩人にとってはたまらない喜びだ。

「……ひとりで操れる船は残ってるか？」

　鱗を衣囊ポケツトに押し込んでロディは訊たずねた。

　望外の驚きと喜びに、エバージ老の目が瞠みはられる。

「あんたが望むなら、調査を続けよう。ただし、一日につき大銀貨五枚貰もらう」

　決して安くはない額の提示に、エバージ老は僅かに怯ひるんだが、すぐに気を取り直し、しっかりと頷いた。




　近海の漁に使われる小船は、海狩人にとっては乳母車のようなものだ。

　懐かしく、そして馴な染じみ深い。

　三人までしか乗れないが、うまく操れば、沖に出ることもできる。

　遠出のさいに問題になるのは水や食糧の確保であり、それさえできれば、船足も早く、小回りも利くため、実は狩りに向いている。

　本来のロディの船、ハーク号は、操船と漕手の狩助手を雇って扱いを任せている、大きさで言えば十漕船ほどもある中型船だ。食糧と水を満載すれば、半月は猟に出ていられる。

　そのハーク号と比べても、風に乗った小船の速さは遜そん色しよくがない。海面を跳ねるように疾はしってくれる。子供の頃は、これでよく釣りに出たものだ。懐かしさに胸が躍る。

　最後に行方が知れなくなった船が向かった漁場に舳へ先さきを向けて舵を固定し、傍そばに腰掛けて、ロディは港の食堂で手に入れた弁当を取り出した。

　油紙の包みの中身は、果実油で焼いたバサという青魚を、糸切りにした酢漬けの根菜を葉野菜とともにパァオに挟んだものだ。脂の乗ったふっくらとした白身を、酢漬けがさっぱりと食べさせてくれる。

　料理としての名前は特になかったが、最近、街の方では、パァオに具材を挟んだものを『バガー』と呼ぶようになったらしい。

　具材の名前を頭につけるということらしいので、例えばこれならば『バサバガー』とでもいうのかもしれない。

　だが、海の上でこうした物が食べられるのは出港して一日目だけで、二日目以降は日持ちはするが味気のない、乾パァオや干し肉、干し果実が続く。魚が獲れても、船の上で火は使えないから、自然とそうなる。

　バガーにかぶりつくと、野菜が吸った酢がじゅわりと溢あふれてきて、顎あごに伝った。バサは皮目を少し焼きすぎたのか、バリッとするが、鼻に僅かに焦げ臭が抜ける。

　瓶の木栓を抜き、微かすかに甘い火酒でパァオを流し込むと喉が燃えるように熱くなった。火酒の由来はこの熱さだ。

「お」

　波頭の向うに、鳥の群れが空に点を打っているのが見えた。鳥の群れの下には小魚がいる。その魚を狙ねらってさらに大きな魚も集まる。

　いきなり当たりは引けないだろうが、状況を再現するのは調査の基本だ。行方の知れなくなった船が、魚群を見逃したはずはない。

　弁当の残りを口に押し込むと、それを酒で無理やり飲み込み、袖そでで顎を拭ぬぐった。瓶に栓をして箱に転がし、舵をしっかりと握って止め具を外す。

　折り良く海風が帆を膨らまして船を力強く押し、ぐん、と体が後ろへ引っ張られた。

　波山をひとつ越えたロディは、帆をゆるめて船足を落とした。

　頭上で飛びまわる鳥が、時折、海面に向かって槍やりのように突っ込んでくる。潜った鳥はすぐに海面に浮かんできて、獲らえた魚を飲み込むと、再び空へと戻る。

　海の中に銀色の魚群が見えた。何百匹いるだろうか。ひとつの意思を持つ生物のように、同じ方向へ泳いでいる。

　その小魚を求めて、鳥だけでなく、他の大きな魚も集まってきている。肉食で獰どう猛もうで知られるシャクがいると厄介だったが、姿はなかった。

　ロディは、水中を見るための箱眼鏡を取り出し、船ふな縁べりから身を乗り出して海面に沈めた。本格的な狩猟具は持ってきていなかったが、簡単な道具は持ち歩くのが海狩人の常だ。

　海中に浸つけてしばらくは同じ景色が続いていたが、やがて暗い海底に何かが光った。銀がらみの青、とでもいえばよいか。

　青黒い闇やみの中に、その光が、すっすっと線を描く。

（なんだ？）

　見たことのない光跡だった。自ら発光しているわけではないようだ。青魚の輝きに似ているが、はるかに大きい。

　それが、上がってくる。

「……まずい」

　ぼそっと呟つぶやき、ロディは箱眼鏡を引き上げた。

　急いで帆を張る。何がどう、と言葉にはできない。だが、危険が迫っている。それは海狩人としての勘だった。

　ばっと帆が風を孕はらみ、船がゆっくりと動き出す。波が重い。船にまとわりつく海水が、使い込んだ油に思える。

　小魚がすっかり統制を乱してバラバラに逃げ出し、集まっていた鳥も空にとどまって降りてこなくなった。

　あと少しで魚群から抜ける、と思った時、どん、と突き上げる揺れが船を襲った。

　錯覚ではない。

　激しい揺れの中、ロディは、目の前を何か銀色をした物が跳び過ぎるのを見た。ひとつではない。船が跳ねる。跳ねながら、破壊されていく。樽ほどもある巨大な鏃やじりめいた魚が甲板を貫き、跳び上がっては再び海に没していく！

　船はもうだめだ！　必死に帆柱に腕を巻きつけ、ロディは死を覚悟した。

　その時、海面がぐううっと小山のように盛り上がり、海に没した三十漕船が幽霊船となって還かえってきたかのような大きさの銀の鏃が、波間を破って出現した。

（こいつが、あの鱗の！）

　巨大な波が立ち、帆柱もろともロディは海に飲まれた。暗い水の中で、ひとかかえもある恐ろしい目玉に確かに睨にらまれた気がした。

　次の瞬間、不意に沈降が止まったかと思うと、逆向きに引っ張られた。歪ゆがむ水中の視界の中で、帆柱に何かが突き刺さっているのが見えた。それが柱を引っ張って、つかまっているロディももろとも引きずり上げている。

　手を放すな、と海狩人としての本能が告げていた。痺しびれて指の感覚がなくなっても、腕に力を籠こめ続けた。

　海面に飛び出したとき、ロディは自分を引っ張った正体を知った。

（白い、マコウホエル──）

　乳めいた白い巨体は、悪魔のホエル、と呼ばれる海獣に、ロディには確かに見えた。




「確か、じいちゃんの話に出てきたな！　マコウホエルかあ、見てみたいなあ！」

　乳めいた白い肌の船にロディを引き上げた奇妙な男は、怖れとは無縁の笑みを浮かべて、そう言った。

　マコウホエルと見えたのは、白い中型船だった。船には違いなかったが、あまりにも奇妙な姿をしていた。

　まず、帆がない。

　漕ぎ手の力だけで進む船もあるが、その漕ぎ手の姿もない。もちろん櫂かいも見当たらない。

　それでいて、恐ろしいほどの船足を持っていた。銀の鏃の群れは、あっというまに遠ざかって見えなくなっている。

　船体は、ただ一本の木からくり貫いて創られた一いち木ぼく造づくりの船のように継ぎ目がない。そんな木があったとしたら、世界を支えるほどの大樹だろう。

　ロディは、恐ろしかった。

　どんな海獣を前にしても、恐ろしいと思ったことはなかったが、この船とこの男は別だ。

　こいつらからは、魔法の臭いがする。

　帆も櫂もなく疾る船は、魔術逸品としか思えない。

　海の男は迷信深い。血肉を持つものは怖れないが、幽霊だの魔術だのといったものには、からっきし弱いのだ。

「あんたも狩人なんだろ？　じいちゃんから、聞いてるぜ。漁師とは違う、海の狩人ってのがいるんだって。あんたがそうだろ？」

　そうだが、驚くような珍しい存在ではない。

　まるで初めて見たかのように言うこの男は、この辺りの人間ではないのだろうか。

　確かに、こんな男は見たことがない。

　顔見知りではない、ということではなく、こんな服装や格好をした海狩人には会ったことがないという意味で、初めてだった。

　首から下は、まるでマコウホエルの肌を思わせる黒で、ぴったりと体に吸い付いている。遠目からは裸に見えそうだ。肌はやや黄色味がかっていて、髪は黒い。潮焼けしていないところを見ると、海狩人ではないのかもしれない。

「あれ？　言葉通じてる？　……壊れたかな」

　男は、腰にぶらさげた大きな鈴らしきものを突いた。行動の意味がわからない。

「困ったな。俺じゃ直せないし」

　心底、弱った様子で、男は唇を尖とがらせた。その横顔は最初の印象より男を幼く見せ、ロディの恐怖や警戒心をやわらげた。

「……言葉なら、わかる」

　ぱ、と男の顔が明るくなった。

「よかった！　じいちゃんの形見だからさ、これ。どこで手に入れたかもわからないし、壊れたら、もうこっちに来られなくなるところだったぜ！」

　何を言っているかはわからなかったが、安あん堵どしていることだけはわかった。

「あんたが助けてくれたのか？」

「ああ」

「どうやって？」

「ええと……」

　男は考え込むように首を捻ひねったあと、こっち、とロディを手招いた。

　立ち上がろうとすると、ひどく体が重かった。その上、節々が痛む。帆柱に必死でしがみついていたせいだろう。幸い、爪は剝はがれていない。

　男は甲板を船尾へと向かうようだった。甲板にも継ぎ目がない。途中、小さな部屋を覗のぞくと、そこに見慣れた舵だ輪りんはなく、不気味な光を放つ魔法の箱めいた物がいくつもあった。窓には硝子ガラスがはめられていたが、普通の硝子とは何かが違っている。

「これさ」

　男は、船尾に備え付けられた奇妙な筒を叩いた。

「電気捕鯨砲っていうんだ。かなり小型だけど、特注品さ」

　デキホゲホ──聞いたことのない名称だった。

　だが、仕掛けはなんとなくわかった。

　筒の先端からは鋭い切先が顔を出している。おそらくは銛だ。筒の脇わきから伸びている縄は、銛が刺さった獲物を逃がさないためのものだろう。

　竜狩りに用いる猟具に、同じ思想の品がある。違うのは、銛を射るための弓がこの筒には存在しないことだ。

　やはり、魔法で射るのだろうか。

　どちらにしろ、おそらくこの銛で帆柱を射うち、海中から引きずりあげてくれたのだろう。

「……あんた、魔法使いか？」

「いいや」

　男は腰に手を当てて、不敵に笑みながら首を振った。

「俺は、マタギさ！」

　立てた親指で自分を指し、男は白い歯を見せて笑った。

　ロディは、思わず目を剝むいた。

　マタギ!?

　それは伝説の狩人の名前だ。海の、砂漠の、森の、地下の、あらゆる狩人に知られた男。

　──こいつが？

　いやしかし、マタギはもっと老いていたはずだ。どの文献にも老人と記されている。この男はとても老いてはみえない。

　だが、とロディは考えた。この男の船も、銛も、魔術逸品に違いない。そんなものを持っているのなら、若返りもお手の物なのかもしれない。

「いや、その人、俺のじいちゃんだから」

「心を読んだのか！　魔術か！」

　驚き、ロディは顔を腕でかばうようにして、思わず下がった。そんなことで魔術は防げないだろうが、それでもやらずにはいられなかった。

「違う違う」

　男は笑った。

「みんな、同じこと言うからさ。それに、マタギってのは名前じゃないから。狩人の別称っていうか、誇りっていうか、そういうもんだ」

「そうなのか……？」

　男は頷いた。

「そうだなあ、遠い国の狩人のことを指す言葉だって思ってくれ。もっとも俺は、山ばっかりじゃなくて海にも行く、ネオ・マタギだけどな！」

　ねお、というのはどういう意味だろう。

　森で狩りをする連中を狩人と呼び、他を海狩人や砂漠狩人と呼ぶのと同じで、別種のマタギということなのだろうか。それとも、それこそが名前か。

「ところで、あんた。こんな沖で、あんな小さな船で、何をやってたんだ？」

　好奇心で目が輝いている。

　話していいものかロディは一瞬迷ったが、機嫌を損ねて海に放ほうり出されても困ると考え、事情を説明することにした。

「このところ、漁船が何隻も謎の沈没を遂げていてな。俺は、網元に頼まれて、その原因を調べにきた。たぶん、あの化物のせいだろうが……酷ひどい目に遭あった」

「ああ、なるほど」

　男は、納得した、というように頷いた。

「あれは、マーグラって魚だよ。この辺じゃ見かけないだろうけど、もっと南の方の島の人々の間じゃ、銀ぎん鏃やじりって呼ばれてるらしい。水の中を、それこそ矢と同じくらい速く泳ぐ上に、頭骨がめちゃくちゃ固いんだってさ。捕食回遊中の中に木造船が飛び込んだら、ひとたまりもないって話だ」

「魚だって？　あんな馬鹿でかいのが？　目玉だけでもひと抱えはあったぞ」

「でっかい方の話？　あれは、ビル・マーグラだな。マーグラの中には、稀まれに何十年も生きるやつがいて、そいつは十メートルを超す大物に育つんだ」

　じいちゃんから聞いた話だけど、と男は付け加えた。

「けど、驚くほどじゃないだろ？　ホエル種の若子ならあのくらいになるし、陸じゃあの大きさは珍しくないじゃないか」

　海狩人は臆おく病びようだなあ、と言われた気がして、ロディは顔に血を上らせた。

　だが、男の言う通りだった。

　竜種は大抵二階家よりも大きいし、山やま主ぬしと呼ばれるくらい年経たノチョは幌ほろ荷車ほどにも育つ。海でも、魚ではないが、ホエル種は生まれたての子でも小船くらい大きい。

　確かにあれは、魚としては巨大な方だったが、海獣全般で見れば並みかもしれない。

「あとで港まで送るよ」

　気さくな様子で男は言った。

「原因はわかったんだから、あんたの調査は終わりだろ？」

「そうだが……あとで、とは？」

　帆も漕ぎ手もない魔術逸品を操る怪しげな狩人の船からは、早く降りたいのが本音だった。魔術は呪のろいや迷信に繋つながっている。マーグラという魚がこのあたりの海に現れたのも、この船が原因かもしれない。

「俺は、ビル・マーグラに用がある。あいつを釣ってからだな」

「釣る？　あれを？」

「ああ。とどめはこいつで刺すけど、簡単に当てさせちゃくれないから、そのまえに弱らせる必要があるのさ」

　そう言って、男は弓のない銛筒を叩いた。

「そうだ。あんた、ちょっと手伝わないか？　この辺りじゃ見ない獲物だろ？　街に行けば高い値で取引きできるはずだし……それに、狩ってみたくないか？　あいつを」

　男が立てた親指で後ろを指すと、まるでその合図を待っていたかのように、ビル・マーグラが海面を破って躍り出た。

　飛沫しぶきを星のごとく撒まき散らしながら、陽光に銀色の肌が煌きらめく。巨大な尾お鰭びれは、一撃で船を粉砕する海神の掌のようだ。

　狩る──あれを？

　ロディは、日に焼けた手で己の顔を撫なでた。認めないわけにはいかない。いま、自分が知らず笑んでいたことを。湧わきあがる喜びを感じていることを。

　この男が本当にマタギの孫かどうかはわからない。怪しげな魔術逸品の品々を持っているのも信用ならない。

　だが、狩ったことのない海獣が目の前にいて、それを狩る好機が目の前に差し出されたのに、逃す狩人はいない。

　もしそうなら、そいつは狩人ではない。

「わかった。手伝おう」

　ロディがそう言うと、男は人好きのする笑みを浮かべて手を差し出した。奇妙な格好をしていても、握手の文化はあるらしい。

「よろしく！」

　握った力強い手は、確かに狩人のものだった。




「餌えさは、こいつを使う。カツオだ」

　そう言って男が取り出したのは、凍った青魚だった。大きさは棍こん棒ぼうほど。船の一角が氷室のように冷たく、そこに凍った魚が何匹も入っていた。

　ロディは、真冬以外に凍った魚など見たことはなかった。そもそもここは海の上だ。どうして魚が凍っているのか、見当もつかない。

　いや、どうでもいい。

　どうせ、これも魔術なんだろう。考えたところで一介の狩人にわかるわけがないし、わかりたくもなかった。呪いの類たぐいに関わるのは、できるだけ避けたい。

「ビル・マーグラは、図体はでかくてもマーグラには違いない。ただ、この一匹じゃ食いついちゃこないから、強烈な匂におい団子をこいつに仕込む」

　男が小さな箱を開けた。

「うっ」

　発酵に失敗した乳のような、鼻が曲がりそうな強烈な臭いだった。そこに、古くなった魚と腐った葱ねぎを潰つぶして混ぜ、小便をかけるとこんな臭いになりそうだ。

　男は、半解凍した青魚の腹にその団子を押し込むと、鋏はさみに似た道具で開いた口を挟んだ。それだけで、どういう仕組みか開いた魚の腹は閉じられていた。

　その青魚を、巨大な釣り針に引っ掛ける。童話に出てくる海賊船長の義手の鉄てつ鉤かぎ並みだ。一方で糸は繭まゆのそれのように細く、透明で水に入ったらまったく見えなくなりそうだった。

　要かなめとなる釣つり竿ざおは虫の触角を思わせ、恐ろしく長い。根本は銛筒の隣の箱に刺さっており、その後ろには椅い子すが据すえられている。

「こんな細いので、大丈夫なのか？」

「たぶんね。こっちじゃロッドの強度も増してるはずだから、耐えられるはずさ」

　ロッドというのは、竿のことだろうか。言葉は通じているのに、ちょくちょく意味のわからない単語が出てくる。

　男は明るい緋ひ色いろの袖のない上着を甲板の収納庫から取り出すと、それを着込んだ。もう一着を差し出され、ロディは戸惑った。

「こいつは？」

「救命胴衣。水に落ちると膨らんで、水に浮くことができる」

　ロッドと違い、意味がそのまま名称となっているようだが、これも魔術逸品か。それを身につけるなど、気味が悪い。

「……いや、いい。俺は泳げる」

「俺も泳げる。けど、何もしないで浮ければ、余計な体力を使わなくてもすむだろ？　万が一の時に、生きて帰れる可能性が上がる」

「…………」

　生還は、狩人の共通した大前提だ。死んでしまっては何にもならない。戦いくさとは違う。それを持ち出されては、無む碍げには断れなかった。実際、死にかけたのだ。

　ロディは、救命胴衣を受けとると、男と同じように着た。肩の動きは少し制限されるが、問題があるほどではない。

「じゃあ、こっちに来てくれ」

　男はロディを船の中央の小さな部屋に招いた。

　小さな扉を潜くぐると、そこは外から見た通り、怪しげな光を放つ箱がいくつも並んでいた。呪われやしないかと、不安が頭を持ち上げる。

「ここは……？」

「操舵室。船を操る部屋だ。まずは、ビル・マーグラを探さねえと」

「鳥は逃げてしまったぞ。餌となる魚の群れも散っちまった。しばらくは無理だろう」

「そうでもない」

　男は光る箱のひとつを弄いじった。すると、子供の落書きのような影めいた絵が現れた。

「それはなんだ？」

「魚群探知機。海中の魚を探す装置さ」

　魔術で魚を探すということであれば、この魔術逸品の箱は、占いに使う木札や宝石珠のようなものなのだろうか。

　しばらく待っていると、箱の中にひとつの絵が現れた。見ようによっては、ビル・マーグラの姿にも見えなくもない。

「見つけた！　この位置だと……こうかな？」

　男は魔方陣でも描くように、別の箱の水晶で作られた板めいたところに指を走らせた。するとどうだ。他に船員はいないはずなのに、船が勝手に動き始めた。

「な、何をした？」

　窓枠につかまった手に、思わず力が籠こもってしまう。

「やつの動きを先読みして、船が自動航行するよう、設定したんだ」

　動きを先読み、船、航行は理解できたものの、他は理解することができなかった。

　だが、おそらく、この船は、あの海獣の前に出ようとしている。

　魚の鼻先に針を落として食いつかせる──それが釣りの勘所だ。相手が海獣であっても、そいつは変わらない。

「さあて、釣るぞお！」

　男は手を揉むと船尾に行き、釣竿の前に座った。

　カツオと呼んだ青魚を大きな釣り針に通して隠すように仕掛け、海に放る。波間に落ちた魚はあっという間に見えなくなり、繭の糸めいた釣り糸が、糸車から伸びていく。

　竿に添えた手を男は微妙に動かす。仕掛けの青魚を、さも生きているかのように見せるための技術だろう。これほど早く疾る船の上でやって、効果があるのかはわからなかったが。

　やがて釣り糸は伸びきり、船は緩やかに蛇行しながら進んでいく。

　聞きたいことはあったが、ロディは口を閉じていた。男の横顔が、真剣そのものだったからだ。仕掛けの浮きをじっと見つめている。股ももの上には黒い板が載っていて、そこには魔術で魚の群れらしき絵が浮かび上がって動いている。

　その魔術逸品の板に指を滑らせると、船速が僅かに落ちた。板を衣囊にねじ込んで、何度も竿を握り直す。

　仕掛けの沈んでいる辺りの海面が賑にぎやかになってきた。銀色の光がいくつも瞬またたいている。おそらくマーグラの背だ。何十匹といる。

「来たっ！」

　男が嬉うれしそうに叫んで、糸車をばんと叩いた。ぐうん、と釣竿がしなる。魔術板を撫でると船速が上がって、竿がますます、折れそうに曲がる。

　だが、折れない。

　根本が甲板に固定された竿は、信じられないほどの粘りを見せて、巨大な力に抗あらがっている。

　時折、糸車が勝手に回って、釣り糸を巻き上げる。

　竿が、不意に大きく左に振れた。

　きらりと光る見えない糸に、避よけそこなったマーグラが、銀色の体を真っ二つにされて海面に落ちる。

「よーし、よし」

　なだめるように呟いて、男は竿と釣り糸を操る。

　時に引き、時に緩め、ビル・マーグラの抵抗に抗いながらも糸が切れるのを防いでいる。大物を釣る時は、その加減が難しい。

　決して逃がさず、じわりじわりと獲物の体力を奪っていくのだ。

　相手によっては、三日三晩、寝ずにこの駆け引きを行うこともある。特にホエル種は体が大きいだけに、なかなか弱ってはくれない。

　そうした時は、要かなめ、要で銛を打ち込んで弱らせていくのだが、ビル・マーグラに対してもそれは同じらしい。

「あんた！　竿を見ててくれるか!?」

　うねり狂う海から目を離さず、男は言った。

　ロディは、何をすればよいのか、全すべてを説明されなくてもわかった。男は、銛を使うつもりなのだろう。だが、竿から離れれば、その瞬間、糸を切られてしまうかもしれない。

「わかった」

　ロディも海狩人だ。あれだけの大物を前にして、血が騒がないはずはなかった。

　しかも、自分たちにとっては新種にも等しい。

　組合の図鑑には載っているかもしれないが、少なくともこの辺りでは、長らく獲られてはいないはずだった。あの大きさは、尚なお更さら。

　男と入れ替わるように、ロディは椅子に座った。竿を握ると、びりびりと激しい震えが伝わってきた。いままでに感じたことのない手ごたえだった。

「ここを押すと釣り糸は巻かれる。こっちは逆」

　それだけを言うと、男は銛筒に取り付いた。糸車の仕組みはわからないままだったが、使い方はわかった。手ごたえだけで、糸を巻いたり繰り出したりして、切れないように調整しなければならない。男はそれを託してくれた。それは、同じ狩人として自分を信用してくれたからに他ならない。

　獲物を託すということは、命を預けるも同じだ。背中を任された以上、男の正体が何であれ、全力で応えるのが、狩人の掟おきてだ。

「よしっ！」

　気合を入れなおし、ロディは竿を握る手にさらに力を籠めた。




　ビル・マーグラとの攻防は、あまり進展もないまま、しばらく続いた。

　最初の一、二度ほどは糸車の操作に戸惑い、危うく糸を切りそうになったが、おかげで竿の扱いをつかむことができた。

　魔術逸品とはいっても、結局は人の手が欠かせないということだ。

　男は、銛筒の前に立って海を睨んでいる。その手は引き金にかかっていて、すぐにでも引き絞れるぞ、と雄弁に語っていた。

　その時、ロディは奇妙な当たりを腕に感じた。

　はっとして竿を見ると、折れてしまいそうなくらい、大きくしなって下っていた。糸車が激しく回って、糸が強く引っ張られる。

　ビル・マーグラは、海深くへと沈んでいる。

　男がにわかに緊張するのがわかった。これを待っていたようだ。

　おそらく、ビル・マーグラの最後の足あ掻がき。他の魚でも見られる行動だ。図体はでかくても所しよ詮せんは魚だということだ。

　となれば、次の行動は。

　ふっと引く力が緩み、竿が矢が放たれたあとの弦のように戻る。

「来るぞ！」

　ロディは、長年の相棒のように男に声をかけていた。

　海面がぐっと盛り上がる。

　男は銛筒をその小山に向け、引き金に指をかけた。揺れる船の上で、しっかりと狙いを定めるのは簡単なことではない。腰を落としてしっかりと踏ん張り、筒の先が常に小山を狙わなくてはならない。

　ざばあっ、と水の小山の頂が破れて、銀色の巨体が躍り出た。

　やはり、でかい！

　だが、初見に比べると少し小さく思える。あのときは、未知の獲物を怖れる心が、あれを一回り大きく見せていたのだろう。

　しゅっ、と男の口から息が鋭く漏れるのを聞いた瞬間、筒から銛が落雷めいた轟ごう音おんと共に発射された。

　ひゅるひゅると風を切って、黒縄を引きながら銛は真まっ直すぐに飛ぶ。それは、ビル・マーグラが再び海中に没する寸前、銀色の肌に深く突き刺さった。

　その瞬間、ばちっと割れる様な音がして、ビル・マーグラは異様な跳ね方をした。そしてそのまま海に落ちる。

　ロディは慌てて竿をつかんだ。糸車を回して、緩んだ糸を急いで巻き取る。

　だが、ビル・マーグラはもう暴れることはなかった。一いつ旦たん沈んだ巨体は、釣り糸に引かれるままに浮かび上がってきた。

　それだけではない。

　しばらくすると辺りには、マーグラが何十尾も浮かび上がってきた。

「やっぱり、ちょっと強すぎたかあ……」

　男はそう言うと苦笑を浮かべ、銛筒についた出っ張りを押した。銛に繋がった黒縄が、かん高い音を立てて巻き取られていく。

　やがて、鈍い音を立ててビル・マーグラの巨体が船尾にぶつかって止まった。どうやら死んでいる。巨大な目にはもう光がない。

　それにしても……魚で、これほどの大きさの獲物は初めてだった。この船と並べたら、どちらが大きいかわからない。

　だが、ロディは正直、拍子抜けしていた。

　これほどの獲物が、こんなにあっさりと仕留められるとは。これより小さいシャクですら、もっと死闘になる。

　銛が運良く急所を貫いたのだろうか。しかし、この男はこれが当たり前のような顔をしている。この揺れの中で、そこを狙った、ということだろうか。

「こいつは、電気銛」

　黒縄をいっぱいまで巻き取り終えた男は、不意にそう言った。

「でん──何だって？」

「あ、そうか。こっちは電気の概念がないんだっけ。ええと、つまり──雷だ！　この銛には雷が宿っていて、銛が刺さった瞬間、体内に雷を通したんだ。ちょっと強すぎて、周りにいた魚にも影響が出ちゃったみたいだけど……大丈夫そうだな」

　男の視線を追うと、浮かんでいたマーグラがつぎつぎと息を吹き返し、海へと潜っていく。

　まさか、こいつも!?

　ロディが腰の短刀の柄つかに手をかけると、

「こいつは大丈夫だ。完かん璧ぺきに仕留めた」

　男はふてぶてしく笑んだ。

　ロディはそれを素直に信じることができた。海狩人としての勘が、それが間違いでないと告げていた。そして、これほどの獲物を狩る瞬間に立ち会えた深い幸福に、心震えずにいることなど、できなかった。




「なんじゃあ、こりゃあ！」












　港に戻ったロディと男を見た地元ところの漁師たちの反応は、予想通りでもあり、意外でもあった。

　ビル・マーグラにばかり目が行って、魔術逸品の船に興味を持つものはいなかった。マタギの名も、狩人の間ほど知られてはいないようで、誇る相手がおらず、ロディにとっては拍子抜けだった。

「こ、こりゃあ、マーグラじゃないか！」

　騒ぎを聞きつけて駆けつけてきたエバージ老は、一目見るなりそう言った。

「こいつは、こんなにでかいのか……。まさか、こいつがうちの船を沈めたのですか？」

「ああ、そうだ」

　漁師たちに囲まれて質問攻めにされている男は放っておいて、ロディはそう答えた。

「あんたに借りた船もやられた。マーグラのこと、知ってたのか？」

「名前と姿は。何かの折りに、本で見ただけですが。そいつにはここまで大きいとは、書いてはいなかったです」

「こいつは特別らしい。ビル・マーグラというそうだ」

「ビルというのは南方の島々の言葉で、首ボ長スという意味です。なるほど、こいつはマーグラを率いる主ぬし、ということですか」

「意味は知らないが、そういうことなら、ここいらの船が沈められることはもうあるまい。主はこうして狩られたわけだからな」

「ありがとうございました」

　エバージ老は深々と頭を下げた。

「調べるだけでなく、こうして退治してくださるとは……お礼は、今の私のできる限り、させていただきます」

「いや、そいつは……」

　ロディは口ごもった。だが、黙っているのは海狩人の誇りが許さなかった。

「実は、こいつを獲ったのは俺じゃあないんだ。多少、手伝いはしたが、狩ったのは、あそこの奇妙な格好をした男さ」

「なんと……」

　エバージ老は目を剝いて、男をまじまじと見た。

「あれは、シャクの皮で作った服でしょうや？　見たこともない……」

「俺もだ。あんたはマタギを知ってるか？　あいつは自分がその孫だって言ってる。ネオ・マタギだそうだ」

「ああ、なるほど」

　マタギの名を聞いた途端、エバージ老は得心がいった、というように頷いた。

「それならば、あの船もわかります。様々な魔術逸品の猟具を操り、単身で竜をも狩るというマタギの話は、いまとは違い、狩人ではない子供らの間でも流は行やっておりましたから」

　いくらなんでもそれは無理だろう、とロディは苦笑した。

　竜種は、土地の組合の狩人が総掛かりで挑んでも、狩れるかどうかわからない。船に備えられたあの銛も珍しいものには違いないが、竜の鱗を突き通るとは思えなかった。

「ああ、そうだ。あの男に頼まれたんだが、漁師たちに、ビル・マーグラの解体を手伝うように言ってくれるか？　さすがにあの男でも、一人では捌さばけないらしい。手伝ってくれれば、肉を分けてくれると言っている」

「わかりました。船を失って仕事のない連中には、願ってもないことです。あれだけ珍しい獲物の肉なれば、王都の連中が高値で買い取ってくれることでしょう。これで船を買う目め処どがつきまする」

　ロディもそれには同意だった。

　海狩人の自分が知らない獲物だ。王都の貴族はまず見たことがないだろう。食えるかどうかはしらないが、勝手に食べて腹を壊しても知ったことではない。

「おおい！」

　ロディは、照れくさそうに笑っている男に声をかけた。

「手伝ってくれるそうだ！　すぐに取り掛かるか？」

　漁師たちに周りを囲まれながら、おう、と男は答えた。

「魚は鮮度が命だからな！　さっそく、ばらそう！」

　ばらそう、とは初めて聞く言葉だったが、おそらく解体のことだろう。猟師たちが、ばらそう、ばらそう、と声を張り上げる。

　意味がわかっているとは思えなかったが、それだけに、しばらくはこの言葉が流行りそうだな、とロディは苦笑した。




　三十人がかりでも、解体には夕方までかかった。

　その間、身が傷まないようにと、男は船から奇妙な道具を持ち出した。

　簞たん笥すほどの大きさで、自在に動く筒がついており、その先から冬風のような冷たい風が吹き出す魔術逸品で、すぽとくらー、と言うらしい。

　それを複数台用意して、ビル・マーグラの身に冬風を当てながら解体を行った。

　巨大な鱗が腹の一番柔らかいところを守るように生えていて、それは、海岸の座礁船で見つけたものと同じ鱗だった。

　だが鱗らしい鱗はそこだけで、群がる漁師たちの小刀は厚い皮になんなく通った。そして、ビル・マーグラはその習性と同じく、体の作りも他の魚とあまり変わらなかった。

　身肉は、美しい半透明の赤色をしており、生臭さはなく、どこか若木を思わせるむしろ爽さわやかな香りがした。ほとんどは男の取り分だったが、それでも漁師一人につき、一抱えほどの分け前があり、ロディにいたっては標準的な荷車に丁度乗るくらいの量があった。

　ロディがエバージ老と話している間に、男は奇妙なことを始めていた。

　漁師たちに言って海岸に薪まきを敷かせ、その上に小屋ほどもあるビル・マーグラの頭を、口が上を向くように置き、周りにさらに薪を積み上げた。

「よぉし、火をつけるぞ！」

　そう言うと、男は何故か薪に水を撒き、奇妙な形をした金属棒を近づけた。ぼっと音がして、金属棒の先に青い炎が現れた。それを濡ぬれてしまった薪に近づけると、何故か激しく燃え上がった。

　これも魔術だ。普段は魔的なことを怖れる漁師たちの間から、わあっ、と歓声が上がる。

　まるで祭りだ。

　大物が獲れたとき、漁師たちは皆で喜びを分かち合うために、呑のみ騒ぐことがあるが、その様相を呈してきた。

　これだけの獲物だ、気持ちはわかる。それに、やはり大きな火は気持ちを昂たかぶらせる。

　男は次に、船の中から巨大な樽を運び出してきた。

　酒でも振舞うのだろうか、と期待したのだが、中に入っていたのは、熱く蒸された、奇妙な匂いのする小さな白い粒の集まりだった。

「なんだ、こいつは？」

　ロディが訊くと、男は、ふふん、と笑った。

「米だ」

「糊のりの材料になる、あれか？」

　ふむ、と男は呟いた。

「麦と同じで、米もあるにはあるんだな。じいちゃんの言ってた通りだ」

「マタギが米のことを言っていたのか？」

「ああ。俺の地方じゃ、米は主食なんだよ。パァオみたいなもんだな」

「食うのか？　これを？」

　ロディには信じられなかった。こんなべたべたするおかしな匂いのするものを、どうして好んで食するのだか。

「酒の材料にもなるんだぜ？　日本酒っていうんだけどな。果実酒みたいに甘くないし、麦酒みたいに苦くもない。蒸留酒ほどくせもない」

　ごくり、と喉が鳴ってしまった。このまま食べたいとは思わないが、ニホンシュとかいう酒ならば呑んでみたい。

　顔に出てしまったのか、男は、すまないなあ、と笑った。

「今日はもって来てないんだ。あれはスシにも合うんだけど、うっかり忘れちまった」

「スシ？」

「マーグラは、本マグロに近いってじいちゃんの話にあったから、獲ったら絶対、スシにして食おうと思ってたんだ。米はその材料さ」

　男は米の入った樽をひっくり返し、ふた回り大きな桶おけに移し替え、巨大な木の篦へらで広げた。そこへ薄い金色をした、饐すえた臭いのする液体を振り掛ける。とはいえ、腐敗した臭いではなく、果実酢に近い臭いだ。

「こいつは、米から作った酢に隠し味を加えた、スシ酢っていうんだ」

　言いながら、男は米と酢をざくざくと木篦で切るように混ぜる。

　すると、米の香りが変わった。酢もだ。刺すような刺激は弱まり、米はなんともいえない甘いような不思議な匂いをふわりと立たせた。

　常備菜が傷むのを遅らせるために果実酢を加えたり漬け込むことはあるが、これは、そういうことだろうか。

　男は巨大な桶に真っ白な布をかけると、漁師に用意させた机の上にビル・マーグラの身肉を置いて、剣めいた長大な小刀を取り出した。片刃で、刀身には見たこともない美しい紋様が浮かんでいる。

　刃を分厚い銀色の皮と身肉の間に当てると、すっと通った。そのまま、まるで空気を切るような軽さで皮を剝いでいく。

　その手際に、漁師たちの間から、ほおう、と感嘆の息が漏れた。

　男は気を良くしたのか口の端に笑みを浮かべ、赤い身肉を板の形に切りだした。それをさらに、小刀を斜めに当てて指の厚さほどに削そぎ切る。

「それをどうするんだ？　焼くには薄すぎないか？」

「こいつはこのまま食うんだ」

　漁師たちがどよめいた。それはそうだ。生で魚を食うなど、獣のすることだ。

　だが、男は漁師たちの反応を予想していたのか、意に介することなく、奇妙なものを出して並べた。ひとつは水を張った桶。ひとつは緑色をした練り物の入った器。ひとつは黒い液体の入った瓶。

　男は桶の水を手につけ、ぱん、と雑音を掻かき消すように叩いた。

　呆あつ気けに取られているロディたちに構わず、大桶の白布を取り、水に濡れた右手で少量の米を取り出して握った。

　左手で削ぎ出した身肉を持ち、そこに緑の練り物を少量付ける。

「そいつは？」

「ワサビっていう植物をすりおろしたものさ。強い辛味が旨さを引き立てる。あと、生魚を食べても食あたりを起こさない効果もある」

　漁師たちの間に、ホッとした空気が湧く。皆、興味はあるらしい。

　男は握った米を身肉にのせると、指で押さえて形を整え、皿の上に置いた。別の小さな皿に黒い液体を出すと、それを刷は毛けでさっと身肉に塗る。

「これが、スシだ」

　目の前に置かれた小さな料理は、白と赤の対比がとても美しい。目のご馳ち走そうだ、とロディは思ったが、食指は動かなかった。

　何しろ、生だ。

　果実や野菜ならばわかるが、肉を生で食うなど、したことがない。

「どうした、食わないのか？」

　男は微かに笑んだ。

　ロディの中で、勇気が振るい立った。臆病者だと思われるのは、海狩人の誇りが許さない。

「……こいつは、手で食うのか？」

「ああ」

　野蛮人め、と思いつつ、ロディはスシを摘つまむように持った。

　やわらかい！

　もっと固いものを想像していたのだが、簡単に崩れてしまいそうだった。あわてて口に放り込んだロディは、思わず目を瞠った。

　なんだこれは。

　米は口の中であっという間にバラバラになり、ビル・マーグラの身肉はしゃっきりと嚙かみ切れて、これまで味わったことのない脂の甘みと香りが口中に広がった。

　そのあとから、強烈な辛味が広がったが、それが脂を重くさせずにすっきりと消してくれ、ほんの僅かの臭みも感じることはなかった。

「……旨い」












　思わず言葉が口をついて出た。

　男がにやりと笑う。

　してやられた敗北感が胸に広がったが、スシの旨さの前には些さ細さいなことだった。

「んじゃ、俺も」

　男は自分の分のスシを握ると、慣れた手つきで食べた。

「うん、旨い！　こりゃあ、確かに本マグロだ。いや、前に知り合いの漁師と一本釣りした天然本マグロを食べたけど、こっちの方がいいな！」

　男がそう言って笑うと、漁師たちは弾はじけたように、俺にもくれ、と我先に手を伸ばした。それを笑顔でいなしながら、男は次々とスシを握っていったが、その端から消えていく。

「こりゃあ、忙しい！」

　そう言いながらも、男は満足そうだった。

　やがて、ビル・マーグラの頭が焼けてきて、香ばしい匂いを漂わせ始めた。こっちは嗅ぎなれた匂いだ。青魚特有の香りだが、果実のような甘さも感じられる。

　男はスシを握る手を休めると、

「消せ、消せ」

　と漁師に言って、火を消させた。あとにはあちこち黒く焼け焦げたビル・マーグラの巨大な頭が残った。棒で軽く突くと皮が簡単に剝がれて、その下から真っ白な身肉が、湯気を上げて現れた。

　男はその身肉をほじるように皿に取ると、スシにも塗った黒い液体を垂らすようにかけた。そうして二本の棒を器用に片手で使って、それを食べた。

「うん、こっちも旨いな！」

　男の言葉に漁師たちが、わっと頭に群がる。

「そのままでも旨いけど、醬しよう油ゆをかけると、もっと旨いぞー」

　言って、男は黒い液体の入った瓶を振った。

「それは？」

「サウースだ。サウースでいいんだよな？　調味液って」

　皿を渡される。

　男は、鰓えらの周りの肉を摘んで取りだし、さっとサウースをかけてくれた。

「この頭、たぶん全部食えるぜ？」

「全部？」

「ああ、全部だ。頰肉に頭肉──目玉の周りの肉は、きっと特に旨いはずだ。ちょっと気味が悪いけどな」

　同感だった。

　さすがにあの目を穿ほじくり出だして食べる気にはならない。いくら旨いと言われても、生理的に受けつけそうもなかった。

「マタギってのは、大食漢なんだな」

「命をいただくからにはあまさずのこさずいただけ、ってのがじいちゃんから教わった、うちのマタギとしての信条だからな。……まあ、食い意地が張ってるってのは否定しないけど」

　あけすけな物言いに、ロディは思わず笑ってしまった。

　それは、この男を仲間と認めた瞬間だった。

　この男の詳しいことなど何も知らないが、一流の狩人であることは確かだった。魔術逸品を使っていようがいまいが関係ない。

　狩人とは、生き様であって、道具ではない。

「……俺はロディだ」

「俺は雅まさ彦ひこ。伊い豆ず見み雅彦だ」

「すごいな、苗みよう字じがあるのか。高位貴族か王族だけだぞ、うちの国じゃ」

　雅彦は答えず、どうでもいいさ、と言いたげに肩を竦すくめた。

　確かに、どうでもいい。

　獲物の前では、誰でも平等だ。貴族も平民もない。

　漁師たちがどこからか持ってきた麦酒を配って回り、ロディたちの手にも並々と注がれた杯を押しつけていった。

「ビル・マーグラに」

　ロディが杯を掲げると、雅彦も軽く頷いて杯を合わせた。

「命に」

　互いに、ぐいと麦酒を煽あおる。温ぬるかったが、爽やかに苦い黄金の酒は十分に旨かった。




　数日後、分け前の身肉を換金するために、ロディはネフリクの街を訪れた。

　大宴会の翌朝、目を覚ましてみると、雅彦の姿は船もろとも影も形もなかった。出港する物音を誰も聞いていないから、煙のように消えてしまったらしい。

　だが、あの船ならばそれも当然に思えた。何しろ魔術逸品だ。

　ビル・マーグラの身肉は、思った以上に高値で売れた。

　マーグラは、南方からごくたまにしか入ってこない貴重品で、食べられる身肉は非常に珍しく、厚い皮は様々に加工して使えるらしい。

　ましてや、その頭目であるビル・マーグラの身肉は初めて扱うという話だった。相場はないから、普通のマーグラの相場を参考に値が決められた。

　取引きを無事に終えたロディは、街で一番の狩人酒場、スラーン亭で一人祝杯を上げることにしたのだが、さすがに噂は早い。

　どうやってビル・マーグラを狩ったのか、皆、聞きたがった。

　だがそれも雅彦の名前を出すまでだった。

　狩人たちは途端に鼻で笑って席を立ち、一人の娘だけが残った。

　娘は名を、ロールと言った。駆け出しの乙女狩人だ。

　駆け出しにしてはいい装備を揃そろえていたが、他の狩人の話では、竜種であるビョウリウの尾を持ち帰ったということだった。

　だが、ロールのような駆け出しが、ビョウリウと対たい峙じして生き残れるはずはない、というのが狩人たちの、共通の認識だった。

　たまたま落ちていたものを拾ったのだろう、と言われていた。

　落とし物を拾って誇るのは、恥ずかしいことだ。

　ロールはそのせいで小馬鹿にされていたが、本人に気にした様子はなかった。もちろんその境地に達するまでには色々と葛かつ藤とうはあっただろうが。

　とはいえ、初めて自分の話を信じてくれた狩人に会えたことがよほど嬉しかったのだろう、気前良く麦酒を奢おごってくれた。

　彼女は大森林で伊豆見雅彦に会ったのだという。奇妙な道具を使い、見たこともない料理を作り、マタギを名乗る男が、二人もいるはずはなかった。

「逢あいたかったなあ……」

　ほとほと残念という様子で、ロールは溜ため息いきをついた。気持ちはわかる。あの男には、不思議と人をひきつけるところがある。

「わたしも、食べたかった！　スシってやつ！」

　そっちか！　とロディは苦笑した。だが、確かにあれは旨かった。

　しかし、この国にだって旨いものは山とある。今度出会った時には、参ったというまで名物料理を食わせてやる。漁師料理ならいくらも知っている。

　──待ってるぜ、マタギ！

　ロディは、それが約束であるように、ロールに奢ってもらった麦酒の入った杯を掲げた。













　あー、テステス。

　…………。

　俺は、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ。もしも、こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしている。

　…………。

　えー、今日は四十八回目の遠征。

　キャンピングカーごと移動できることはわかってたから、船もいけるんじゃないかとは思ってたんだけど……。

　じゃーん！

　見えるかな？　海でーす。

　海の上でーす。

　まあ、この景色だけじゃ、異世界の海だってわからないだろうけど。自然環境は、基本的に地球のものと変わらないので、海は海だし、森は森！

　そんなわけで、今日は、魚釣りをしました！　釣りっていうか、あれはもう、完全に狩りだったけどな。

　獲物の名称は、ビル・マーグラ。

　マーグラってのがいて、そいつは普通サイズの鮪まぐろだと思ってくれ。大きさも一から三メートルくらいだから。

　ビル・マーグラってのはその親玉。意味は『すごいマーグラ』……まんまだよな。

　で、通常、マーグラは鮪と同様で回遊魚なんだけど、たまに同じ海域にとどまってでかくなるやつがいる。

　いわゆる、根付きの魚ってやつだ。主ぬしともいう。たまにすっげえでかい鯉こいとか、話題になったりするだろ？　あれさ。

　けど、こっちじゃ育ち方が違う。

　マーグラだったら、十メートル以上になる。南の群島で、部族の長の家の土台に使われていた骨は、二十メートル級だったって、じいちゃんが言ってた。

　俺が探してたのは、十五メートル級のやつだ。

　対ビョウリウ用の弾頭には、ビル・マーグラの骨がいいんだ。じいちゃんが残してくれた手帳には、十五メートル級がぴったりなはずだって書いてあった。

　とりあえず、使えそうな骨は全部、回収してきた。

　さすがに頭は諦あきらめたけど。

　でかすぎたし、黒焦げだったしね。当たり前だけど、あんな《かぶと焼き》は、初めて作った。生焼けになるのを心配してたけど、いい感じに火が通った。

　映像がないのが残念だ。

　撮ればいいじゃないかって思ってるかもしれないけど、じいちゃんから、海に出る連中にカメラを向けちゃ駄目だ、って繰り返し言われたからな。

　理由は謎なぞ。たぶん、じいちゃんもわかってない。前に一度だけカメラを向けたら、大変なことになった、とだけ聞いてる。

　詳しいことは、最期まで教えてくれなかった。

　けど、あのじいちゃんが墓の下までもっていっちまったほどの秘密だ。とてもじゃないが、試す気にはならないね。

　俺は、じいちゃんを信じてる。言いつけは守る。だから、俺はここにいる。鈴を託してもらって、じいちゃんの遺志を継いでいる。

　そういうこと。

　…………。

　にしても、ロッドがよく保ってくれた。

　ロッドも、リールも、ラインも、全部、特注品。作ってくれた職人は、鯨くじらでも釣るんか、って笑ってた。あながち間違いじゃなかったけど。

　もちろん、ロディのおかげでもある。

　さすがはこっちの海を知り尽くした、シー・ハンターだけのことはある。漁師との違いは、ビル・マーグラみたいな海獣を専門に狩るってことだ。

　こっちの海では、今じゃ博物館で化石でしか見られない古代の海生爬は虫ちゆう類るいに似た生物が、まだ生きて泳いでいる。

　彼らは、そいつを狩る！

　いやあ、燃える。今日はちょっと時間がなかったけど、俺も挑戦するぜ、いつか。

　食べてみたいし、海生爬虫類。

　蛇ならときどき食べるけど、蜥蜴とかげは食ったことないんだよな。あと、鰐わにも。日本じゃ食えるサイズの蜥蜴は獲とれないし、鰐はいないし。

　あ、イモリ──は、両生類か。蛙かえるの仲間だな、あれは。

　爬虫類は、淡白で鳥っぽいって話だけど、どうなんだろ。ちなみに、蛙は鳥っぽくて、なかなかいける。

　ちなみに、マーグラは見た目が本鮪で、味も本鮪だった。

　赤身がさっぱりしてて、旨い。

　それに比べると、ビル・マーグラは回遊していない分、脂がよく乗ってたな。全身が大トロの養殖鮪みたいな感じだ。

　寿す司し、握りすぎて、手が脂でてらてらして、最後の方は握った寿司が手から滑って逃げそうになった！

　…………。

　すまん、噓うそだ。

　とにかくこれで、弾頭に使うためのビル・マーグラの骨は手に入った！　身の脂も、潤滑剤や防水剤として使えるし、火傷やけどなんかにも効くらしい。

　火傷をするような狩りは、したくないけどな。

　獲物は、火を吐く竜とか？

　……じゃあ、生きていたら、また。













「くそっ！　いったいどうなってるんだ！」

　砂漠商隊の長である父の苛いら立だたし気げな声に、岩陰に隠れたマウ車の中で、キウンは胃の辺りをぎゅっとつかまれた気分になった。

　キウンばかりではない。

　隊の面々は、血は繋つながっていなくても、皆、家族だが、家長である父の行動が裏目にばかり出ているため、マウ車の幌ほろの中の空気はとても悪かった。

　キウンの一家は、砂漠を越えて荷物を運ぶのを生業なりわいとしている。父は元、砂狩人かりゆうどで、怪我をして引退した後、その知識を生かして商隊を始めた。

　王都の東、森林地帯を抜けた先には、広大な砂の海が広がっている。

　大きく迂う回かいする街道を辿たどれば、比較的安全に旅はできるが、砂漠を突っ切れば、要する時間は大幅に短くなる。

　もちろん危険は増す。砂漠には大型の甲殻類や砂すな蟲むしが棲すまい、動くものがあればなんでも襲うという習性を持っている。

　当然、運び賃は高額だ。危険手当はもちろんだが、多くの商隊は護衛のために砂狩人を雇うため、その料金も含まれる。

　それでも依頼は引きも切らない。王都へはそれだけ急ぎの荷物が多いのだ。だが、もしも期日までにきちんと届けられなかったら、莫ばく大だいな違約金を取られることになる。

　キウンの父の《ボーテン商隊》は、その中で、運び賃が少しだけ安いこと、迅速なことで評判を得て客を増やしてきた。

　ボーテン商隊は護衛を雇わない。その分、割安にできるということだ。それが可能なのは、父が砂漠の生物をよく知っているからだ。

　どんな生物も、生きていれば痕跡を残す。それを見つけ、気づかれる前に迂回すれば、襲われることはない。

　万が一、気づかれたとしても、縄張りから出てしまえば、それ以上は追って来ることはまずないのが、これまでの常識だった。

　だが──例外もいる。縄張りを持たず気ままに振舞う個体は、一定数、必ず現れる。もっとも、通常、そうした生物は長生きできないので、脅威にはなり難い。

　キウンは、そう父に教わった。

　いずれはかつての父のような砂狩人になりたいと、キウンは夢を見ている。父からは十五になったら、見習いに出てもいいと言われており、あと二年の辛抱だった。

　父の教えは、ずっと正しかった。

　ボーテン商隊は、これまでいちども荷を失ったことはない。運がいいだけだ、と同業者は妬ねたみまじりによく言った。

　もちろんそれもある。だが、その幸運を引き寄せているのは、間違いなく、父の砂狩人としての知識だった。

　それが通用しないなんて、とキウンは悔しさに唇を嚙かんだ。

　二日前、商隊はラード・クラッバに襲われた。

　クラッバは、巨大な鋏はさみのような両腕と、横に素早く移動することのできる多脚を持つ甲殻類だが、五十年を生き延びたラード・クラッバは、大きさが荷マウ車ほどもあり、殻は竜を狩るための銛もりですら弾はじくほど硬い。

　故に砂狩人は、ラード・クラッバに出会ったら逃げる、と掟おきてのように決めている。

　ラード・クラッバは縄張り意識が強く、その範囲は狭く、そこから出てしまえば、それ以上は追ってこないからだった。

　けれど、こいつは違った。

　砂のように白い殻のラード・クラッバは、どこまでも商隊を追ってくる。

　すでに一台が恐ろしい鋏の餌え食じきとなって、粉砕された。幸い、乗っていた仲間は無事だったが、荷物は砂にばら撒まかれて失われた。

「ガウン！　もうだめだ！」

　父の次に信頼の厚いウドウがやってきて、そう怒鳴った。

「荷物を捨てよう！　ラゥバは無事なんだから、女と子供をラゥバに乗せて引き返そう！」

「そんなことはできん！」

　論外だ、と父はマウ車の車輪を殴った。

「莫大な賠償金で破産しちまう！　全員、路頭に迷うことになるぞ！」

「死んじまったら、迷うこともできない！」

　父のこめかみに浮いた血管が、今にも破れそうなほど膨らむ。

　その怒りを感じ取って、ウドウは怯ひるんだ。

　本気で怒った父がいかに恐ろしいか、砂狩人だった頃の父の下で見習いをしていたウドウはよく知っているのだ。

　その時、砂の動く気配がして、キウンはハッとした。

「父さん！」

　幌から顔を出して叫んだのと、岩の向うで砂が山と盛り上がり、そこから巨大な鋏が現れたのは、ほとんど同時だった。

　マウ車を引くラゥバたちが恐怖に混乱し、後ろ足で立ち上がってしまい、荷車の内、何台かは横倒しになった。

　一番近い荷車に向かい、ラード・クラッバの巨大な鋏が迫る。あれに挟まれたら、ラゥバも簡単に両断されてしまう。荷車から、女たちがまろびでてきたが、その中にいるはずの妹の姿がなかった。

「ナァレ！」

「お、おにぃ……」

　震える声を確かに聞いた。幌の破れ目に妹の赤毛を見た。

「わああ！」

　キウンは大声を上げて、マウ車に向かって走った。

　よせ！　と誰かの声が背中を追いかけてきた。父は、ナァレが残されていることに気付いていない。けれど、教えている間にナァレは殺されてしまう！

　砂は容赦なくキウンのあしにまとわりつき、速さを奪った。ようやく息子の行動の意味を悟った父が、絶望的な叫びを上げる。

　ナァレは声も出せず、落ちかかる巨大な鋏の影の中で、大きな目を瞠みはっていた。

　間に合わない！

　届かないとわかっていても、キウンは手を伸ばした。

　その瞬間。

　──ドォォォォン、と大きな落雷が辺りに轟とどろいた。

　どこにも雷雲などない。

　だが、ラード・クラッバの巨体が傾かしぎ、多脚が倒れ伏すのを防ごうと気味悪く動く。マウ車をつかもうとしていた鋏は、方向を変えて岩にぶつかって巨体を支えた。

　キウンは一拍遅れてマウ車にすがりつくと、ナァレを中から引きずり出し、素早くおぶって走りだした。重みが増した分、砂はますます足に絡みつく。

　父がこちらに来る。

　それが目に入ったとき、もう一度、凄すさまじい落雷が轟き、ラード・クラッバの体液だろう、青い血が小雨のように落ちてきた。

　ラード・クラッバは声を持たない。代わりに甲羅を軋きしませて声に似た音を出すことが知られている。いまその怪物はキチキチと高い音を発し、逃げるように大岩の向うへと姿を消そうとしている。

「キウン！　ナァレ！」

　転びながら駆けつけた父に、乱暴に抱きすくめられる。骨が折れちゃいそうだ、と思いながら、しかしキウンの目はまったく別のものを見ていた。

　離れた砂の山の上に、見慣れない服を着た男が奇妙な形の棍こん棒ぼうを持って立っていた。

　立って、そして微笑ほほえんでいた。

（この人だ……）

　はっきりとした理由はない。だが、キウンは何な故ぜか、その男がラード・クラッバを追い払ってくれたのだと確信した。




「俺は、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ──マタギだ」

　そう名乗った男の言葉に、キウンは耳を疑った。

　マタギ！

　狩人を夢見る少年が、その名を知らないわけがない。伝説の狩人。人形劇で何度も見た、憧あこがれの男が目の前に！

「マタギ？」

　先刻までのうろたえようが噓うそのように落ち着いた、父、ガウンが前に出た。

「そんなはずはあるまい。マタギは老人のはずだ。魔法使いが、なんでその名を騙かたる」

　魔法使い、という言葉に仲間たちがざわつく。

　確かに、雅彦の格好は怪しい。

　砂漠を旅するものは、自分たちも含めて全員が、熱対策に頭ず巾きんのついたゆったりとした外がい套とうを身につけている。

　だが、雅彦の砂と同じ色をした服は見たことのない意匠で、やたらと衣囊ポケツトが多い袖そでのない上着を重ねて着て、真っ黒い奇妙な眼鏡をかけて、鍔つばの広い帽子をかぶっていた。

　肩に担いだ棍棒には鉄の棒が埋め込まれていて、あの雷鳴はこの男が起こしたには違いなかったが、これは魔法の杖つえなのだろうか。

「そりゃ、俺のじいちゃんだよ」

　雅彦は、何度も繰り返されたやり取りのように、慣れた感じで答えた。

「マタギってのは俺の国の言葉で、猟師のことなんだ。だから、俺もマタギなんだな。まあ、俺はじいちゃんたちと違って、なんでもありのネオ・マタギだけどな！」

　誇るように、雅彦は自分の胸を拳こぶしで叩たたいた。

　父たちは顔を見合わせた。キウンは、マタギが人の名前でないとは知らなかったが、父たちは何か含むところがあるのか、何も問い返さなかった。

「じゃあ、あいつを追い払ったのは、あんたなんだな？」

「ああ。……けど、予想以上に硬かったな。一発で甲羅を抜けると思ったんだけど、抉えぐっただけで弾かれちまった」

「その棍棒で、雷を落としたのか？」

「いや。こいつは石弓クロスボウみたいなもんだ。簡単に説明すると、あんたらにとっちゃ魔術的な仕掛けで、鏃やじりだけを撃ち出すようにできてる。ライフルっていう」

　らいふる、とキウンは口の中で繰り返した。

　不思議な響きだ。マタギは、魔術逸品の猟具を使っているらしい。とはいえ、良い道具があればそれでよい猟ができるというわけではない。

「それで？」

　雅彦は、ぐるりと商隊の面々を見回して聞いた。

「あんたらは、なんであの大おお蟹がにに追いかけられてたんだ？　小蟹でもさらったか？」

「かに、ってのは、ラード・クラッバのことか？」

「そうそう、クラッバだ。じいちゃんもそう言ってた。大きさは全然違うけど、あれって、俺の国の蟹って生き物に、すっごい似てるんだよな。旨いんだろ？」

「いや……知らん。あんなものを食うのか？」

　父がそう言うと、雅彦は意外そうな顔になった。

「食わないのか？　むう……蟹みたいに見えても、やっぱり違うのか？　フルリもスライムじゃなかったしな。でも、マーグラはけっこう鮪まぐろっぽかったけど」

　何を言っているのか、ほとんどわからない。

「おまえが言っているのが、クラッバの幼生のことなら、そんなことはしていない。自殺行為だからな。あのはぐれモノが俺たちを襲う理由はわからん」

「ふうん」

　どうも信じていない様子だった。父の表情が曇る。ウドウも何故か額におかしな汗をかいている。何かを隠している、とキウンは感じた。

「ラード・クラッバってのは、普段、自分の縄張りからは出ないんだよな？　だから、生息地を把握していれば、案外、安全に抜けられる──あってるかい？」

　キウンは頷うなずいた。砂狩人なら、誰もが知っていることだ。そんなキウンを見て、雅彦はにやりと笑った。それだけじゃないぞ、とその目は言っていた。

「ただし、そんな大蟹に、縄張りを忘れさせるものが、ひとつだけある」

　雅彦は、指を立てた。

「持ってるだろ？　──ハピリの卵」

　父の隣で、ウドウの喉のどがごくりと大きく動き、硬い唾つばを無理やり飲み込んだのが、誰の目にもわかった。




　ハピリは、腕と下半身が猛もう禽きん姿の、人鳥である。人ではなく、姿を模もしているだけで、鳥の一種だ。ゆえに卵生で、生息数が少なく、その卵は取引が許されていない。

「おまえ、まさか……」

　父が押し殺した声で呟つぶやくと、ウドウは砂の中に半分頭を突っ込んで平伏した。

「すまねえ！　この前、王都の賭かけ場で負けて、借金を作っちまったんだ！　帳消しにする代わりに荷物を運べって……」

　最後の方は、砂に吸い込まれてほとんど聞こえなかった。

「だからか」

　ガウンは唸うなった。キウンは、父の読みが外れたせいで行く先々にクラッバが現れたわけではないとわかって、胸を撫なで下おろした。

「父さん！　だったらすぐに返しに行こう！　そうすればもうラード・クラッバは追って来ないんでしょう？」

「ああ、追っては来ない。だが、卵はもうだめだ。人が触れたら匂いが移って、親鳥はもうその卵を温めない。捨てていくしかない」

　貴重な卵をただ置いていくのは、勿もつ体たい無い気はするが、しかたがなかった。

　禁制品を扱ったと役所に知れたら、父は獄に繋つながれることになる。ウドウは仕方ないが、父も、知らなかったではすまないことはわかっていた。

「ウドウ、卵をここへ持って来い」

　父の言葉に、ウドウは小さく震えると立ち上がった。額に砂がついている。よろけながらマウ車へ向かうその背中を、雅彦は黙って見ていた。

「……捨てていくのか？」

「ああ」

　父はもう、雅彦が何者かは、どうでもいいことになってしまったようだった。それどころではない、という顔をしている。

　だが、次に父の口から出た言葉に、キウンは崖から突き落とされた心地がした。

「……いくら払えばいい？」

　雅彦の顔に僅わずかに侮ぶ蔑べつが浮かんだのを、キウンは見逃さなかった。だが父はそんなことには気付かなかった様子だった。

「いくら払えば、黙っていてくれる？」

「そうだなあ……」

　雅彦は、冷笑を唇に浮かべながら、わずかに首を捻ひねった。

　そこへ、ウドウが木箱を持って戻ってきた。中には酒が入っていることになっている。蓋ふたを外すと、ハピリの卵が見えるだけで五個、枯れ草に包まれるように入っていた。

　雅彦は、それを指した。

「じゃあ、その卵を貰もらおうかな。あと、俺の狩りを手伝ってくれたら、黙っていてもいい」

「狩りだと？」

　何を言い出すんだ、という気持ちを、父は隠さなかった。仲間たちも同様だった。

　だがキウンだけは、まさか、と身震いした。

　この状況で狩るとすれば、それはあいつしかいない。雅彦がマタギだというのなら、挑まないはずはなかった。

「いったい、何を狩ろうっていうんだ」

「そんなの決まってる」

　雅彦は、不敵に笑んだ。

「あの大蟹さ」

　やっぱり、とキウンは目を瞠った。

　気持ちがどうしようもなく昂たかぶる。

　逃げるばかりだったラード・クラッバに挑むということも、伝説のマタギの孫の狩りを手伝うことも、夢にも見なかったことだった。

　キウンは、父を見た。

　だが自分と違い、父の血は少しも騒いではいないようだった。しかし、この申し出を断ることはできないはずだ。父はもうとっくに商人なのだから。

「……どうやるんだ？」

　苦々しく訊きいた父への返事に、雅彦は箱に歩み寄ると卵をひとつ取り出した。

「こいつさ」




　雅彦は、ハピリの卵を奇妙な荷車に積み込んだ。

　彼の荷車には、それを引くマウもラゥバもいなかった。車輪は勝手に回るらしい。分厚いそれは、砂漠の大地をがっちりと捉とらえて、安定性はとても高そうだった。

　しかも、全体が金属でできている。岩を砕くラード・クラッバの鋏に耐えられそうには見えなかったが、荷物が砂まみれになるようなことはなさそうだ。

　けれど、熱はどうするのだろう。金属の箱の中になど、長くいられるはずもない。暑さで死んでしまうだろう。

　だが、扉を開けた途端、キウンたちの疑問は解けた。中はとても涼しかったのだ。砂漠のただ中でどうやってこの涼しさを保っているのか、その仕組みはわからなかった。

　魔術逸品の仕組みは、術師以外には理解できるはずもない。

　荷車の中は、そうしたわけのわからないもので溢あふれていた。空いている場所など、ほとんどない。雅彦は隅に置かれた箱を開けると、その中に卵を入れた。

「ラード・クラッバは、すぐに戻ってくるんじゃないのか……？」

　薄気味悪そうに周りを見渡しながら、父は言った。

　だが、雅彦は少しも慌ててはいない。

「じいちゃんの話じゃ、あいつはハピリの卵の匂においを頼りに追って来る。けど、この車は密閉性が高いから、まず匂いは漏れない──と思う」

　雅彦は箱の蓋を閉めると、さて、とキウンたちを向いた。

「じゃあ、約束通り、君たちには俺の狩りを手伝ってもらおうかな」

「狩りって、どうするつもりなの？　あいつ、すごい固いじゃないか。マタギの猟具も効かなかったんだろ？」

　キウンがそう言うと、雅彦はにっと笑んだ。

「猟具は石弓ばかりじゃない」

　首を傾げたキウンに、雅彦は身振りで、ついてこい、と告げた。

　女たちも含め、全員で岩棚を出ると、強い陽ひ射ざしが容赦なく降り注いだ。その下に広がる砂漠の一角を、雅彦は指した。

　変哲のない景色だけがそこにあり、指された場所と他に何の違いがあるのか、キウンたちにはわからなかった。

「……そろそろだ」

　雅彦が、手首に巻いた金属の円盤が付いた革帯を見て言った。次の瞬間、谷になっている砂漠の底から、轟ごう音おんと共に何かが吹き上がった。

「間かん欠けつ泉せんだ！」

　父は驚きの声を上げた。

　話に聞いたことはあった。普段は乾きに乾いている砂漠のどこかに、熱湯が噴き出す場所があるのだと。それを見つけた！

「あれは、五時間ごとに吹き上がり、一時間ほど続く。そこで、あの間欠泉を利用して、あの大蟹を仕留める。そのために、あそこに罠わなを仕掛けようと思う」

「どんな罠だ」

「この前、ビル・マーグラを獲とったんだけど、水揚げした港でホエル漁に使う大網を貰ったんだ。かなり丈夫だから、ラード・クラッバを絡め獲るのに使えそうだ。そいつをあの間欠泉の上に広げて、その上に油紙を広げて薄く砂を撒いて隠す」

「そこにハピリの卵を置くのか？」

「それでもいいけど、それだとせっかくの卵がひとつ無駄になるから、別の方法を試そうと思ってる。とりあえずはそいつは後回しで、網を仕掛けるのを手伝ってくれるか？」

　父らは半信半疑といった顔で仲間と見交わすと、仕方がない、といった様子で頷いた。




　一時間後、湯が止まるのを待って、キウンたちは作業を始めた。

　まずは巨大な網を広げ、二手に分かれて端を持ち、間欠泉の穴を跨またいでかけていく。

　砂穴の周囲は、ただでさえ暑いのに、湯のせいで空気が湿って不快な暑さになっていた。

　だらだらと汗を流しながら、大網は長い鉄てつ釘くぎで固定し、それがすむと今度は、大網と同じ大きさの油紙を広げた。家の敷地くらいの大きさだ。雅彦があらかじめ、何枚もの油紙を貼はり合わせておいたらしい。

　この不快さは酷ひどく体にこたえたが、雅彦はさほどでもない様子で、流れる汗を慣れた手つきで拭ぬぐっていた。

　油紙を広げ終えると、掬匙スコツプで薄く砂をかけていく。一箇所に沢山かけてしまうと、重みで油紙が裂さけてしまうから気をつけるように、と念を押された。

　全すべてがすむまで、二時間かかった。

「お疲れさん」

　そう言って雅彦が紙でできた杯に入れて出してくれた水は、信じられないくらい冷たく、夢のように旨く、微かすかに果実味を感じる。

「何が入ってるの？」

　キウンが訊くと、雅彦は、れもん、と答えた。

「酸味の強い果物で、口の中がすっきりする。いろいろな料理に使えるし、蒸留酒にこいつを皮ごと輪切りにして漬け込むと、ちょっと苦味のある旨い酒ができる」

「へえ……」

　酒のことはわからなかった。大人たちはいつも旨そうに飲んでいるが、酔っ払った連中が、臭い息を吐きながら絡んでくるのは嫌いだった。

「それで、これからどうするんだ？」

　父がやってきて訊いた。

「あの穴の深さだと、網が破れれば簡単に這はい出だされてしまうぞ。ホエルの網だというが、触った感じじゃ、さほど丈夫には思えなかったが」

　そうだった。罠は出来上がったが、ラード・クラッバをどうやっておびき寄せるのかは、まだ聞いていない。

　再び熱湯が噴き出すまで、二時間くらいしかないはず。ただ卵を置いたのでは、罠に掛かる頃ころ合あいは運任せになってしまう。

　雅彦は嬉うれしそうに笑むと、ちょっと待ってて、と言って鉄の荷車に入った。

　檸檬れもん水を嘗なめながら待っていると、ハピリの卵をひとつと、見たことのない奇妙な道具を持って出てきた。

「それはなに？」

　キウンが覗のぞき込むと、父が剝はがすように肩をつかんで引いた。嚙み付くとでも思ったのだろうか。臆おく病びよう者もの、とキウンは心の中で父に毒づいた。

「いや、無茶は君だぞ？」

　まるで心を読んだみたいに、雅彦は言った。

「こいつは虎とら鋏ばさみみたいに挟むかもしれないし、毒を噴射するかもしれない。そういう獲物は数限りなくいる。用心は大事だ」

　キウンは砂のように顔が熱くなった。雅彦の言う通りだ。砂狩人を目指す男がこんな無ぶ用よう心じんでは、すぐに怪け我がをするだろう。

「用心は大切だが、好奇心も同じくらい大事ではないかね？」

　そう言った父を、キウンは驚いて見た。どこかにまだ狩人魂が残っていたのだろうか。雅彦が、その通り、と頷き、キウンは少しだけ心が軽くなった気がした。

「じゃあ、説明しよう」

　どこか嬉しそうに、雅彦は言った。

「これは、マルチコプター。最近じゃあ、ドローンって呼ばれてるけど、自在に空を飛ばすことができる」

「これが飛ぶの？　空を？」

　信じられなかった。隙すき間まだらけの板の四隅に、板棒が付いているだけの代物だ。中央部には小さな箱があって、磨いた水晶玉が嵌はまっていた。

「百聞は一見にしかず、だ」

　意味のわからないことを言って、雅彦は別の小さな箱を取り出した。何本も棒が突き出している。それをどうにかすると、ドロウンの四隅の板棒が猛烈な勢いで回転を始めた。

「わ！」

　思わず声が出てしまった。ドロウンが、ふわりと浮き上がったのだ。父などは声を上げることもできず、引ひき攣つった顔で思わずあとじさっていた。

　音は小さい。大おお蟲むしの羽音ほどだろうか。雅彦がこれを操っているのだろうか？　ドロウンは右に左に意思を持っているがごとく動く。

「こいつの耐荷重は五キロまであるから、あの卵なら余裕で運搬できる。こいつで卵を大蟹の鼻先にぶらさげて、間欠泉までおびき寄せるって作戦だ」

　確かにそれならうまくいきそうだったが、父は首を振った。

「だ、だが、どうやってラード・クラッバを見つける？　砂に潜ったあいつは、簡単には見つけられないぞ？」

「じいちゃんの話じゃ、大蟹の周りには呼吸のための砂山ができるって話だ。それをまずこいつで探す。たぶんそんなに遠くまでいってないだろうし」

「その箱で？　どうやって」

「こいつにはカメラがついているから、リアルタイムで映像を見ることができる」

「カメ──なんだって？」

「ようするに、魔法の目さ。ほら──」

　雅彦は、手にした箱を父に見せた。

　キウンも覗き込むと、箱の中に水晶の板が嵌はめ込こまれていて、そこに自分たちの姿が描かれていた。まるで上から見ているかのような姿に振り仰ぐと、ドロウンが浮かんで、中央の箱の水晶が自分たちに向いていた。

「──こうやって様子がわかる。痕こん跡せきを見つけたら、卵をぶらさげて戻って、おびき出して間欠泉まで誘導する。あとは──」

　雅彦は立てた親指を、砂地に向かって突き立てるようにした。

　あとは、大網に絡めとられて穴に落ちたラード・クラッバが、間欠泉の熱で仕留められるのを待つだけ、ということだ。

　キウンは何となく、うまくいきそうな気がしてきた。

　こんな狩りはマタギにしかできないけれども、初めてラード・クラッバを狩った人物の一人として自分も公式な記録に載るかもしれない。

　それは将来、砂狩人になる際に有利に働くはずだった。

　キウンは首を振った。

　違う、そうじゃない。それじゃあ、父さんと同じだ。有利とか、そんなのは関係なく、新しい狩りを見てみたい。そう思わなくては。

「何でもやるよ！」

　自分の尻を叩くために、キウンは声を張った。咎とがめるような父の視線は無視する。

「オレが、あいつを狩る初めての、砂狩人になるんだ！」




「よーし……見つけた」

　ドロウンの《ソウジュウキ》とかいう箱に嵌め込まれた水晶板を覗いていた雅彦は、嬉しそうにそう呟いた。

　ここからそう遠くはない。姿を現せば、肉眼でも見つけられるだろう。

　短い棒を動かして、ドロウンを引き返させる。

「戻ってきちゃって、場所はわかるの？」

「座標を覚えさせることができるから、自分で元の場所に戻れる」

　すごいな、とキウンは感嘆した。金属荷車の《ワゴン》といい、ドロウンといい、こんな便利な物があれば、狩りも旅も、もっと楽になるだろう。

　だが、魔術逸品はすぐれた代物だが、使いこなす技術と知恵が必要だということは、見ていてわかった。それはきっと、狩りの修行と同じくらい大変なのだろう。

　やがてドロウンが羽音と共に戻ってきて、ふわりと降りた。

　雅彦は運搬用の網を取り付けて、その中にハピリの卵を入れた。すぐには出発させない。間欠泉が再び熱湯を噴き上げるまでには、まだ少し時間がある。

「……マタギって、どんな狩人だったの？」

　雅彦の隣に座って、キウンは訊いてみた。

　人形劇に出てくるマタギは、完全無欠の負け知らずの英雄だ。憧れはするが、誇張されすぎていて、実在の人物という気はしなかった。

　だが、本当にマタギはいた。孫の雅彦がこうしてここにいるのだから、実在していたことは間違いない。

「じいちゃんは、すごい猟師だったよ。ヤマトって猟犬と一緒に山に入って、半年帰ってこないなんてことも、ざらだったな。いま思えばその半年は、こっちの世界に来てたんだな」

「世界にこっちとかあっちがあるの？」

「ああ、ある」

　雅彦ははっきりと頷いた。

「まあ、信じたのは俺だけだったけど。他のやつらは、じいちゃんが呆ぼけたって思ってたみたいだ。正直、俺も大人になってからは、あれはじいちゃんの作り話だと思ってたけど、こいつを見つけて全てが変わったんだ」

　そう言って、雅彦は腰にぶらさげた拳ほどの鈴に触れた。

「それ、なに？」

「おまえらのいう魔術逸品だろうな。次元を渡る能力がある。じいちゃんの血統しか使えないらしいけど、俺もじいちゃんもこいつでこっちに来たんだ。どういう仕組みなのかは、まったくわからないんだけどな」

　それはキウンも同じだった。

　仕組みどころか、何を言っているのかがわからない。

　ジゲンというのはなんだろう──興味はあったが、これ以上は時間の無駄と思い、キウンは別のことを訊くことにした。

「ええと、マタギって、どんな獲物を狩るの？　竜とか？」

「竜は俺の世界にはいないから、大抵は熊くまだな。熊撃ちはマタギの人生そのものさ」

「クマ？」

「凶暴な肉食獣で、立ち上がるとすごくでかい。爪は一本一本が小刀だ。蜂はち蜜みつが好きで、蜜が染み込んだ手の肉を煮込むと、とろっとろに甘くて旨い」

　思わず喉が鳴った。

「けどまあ、俺は何でも狩る。ネオ・マタギだからな。海で釣りだってするし、虫も採る。おかげで、じいちゃんの知り合いからは、本物のマタギだって認められてないけど、そいつはいいんだ。この生き方が好きだから、誰にも贋にせ物ものだなんて言わせない」

「……格好いいな」

　雅彦は首を傾げた。

「オレ、砂狩人になりたいけど、父さんは反対なんだ。昔は父さんも砂狩人だったのに、いまはもうすっかりそのことを忘れてる。ハピリの卵のこと、金で黙っていてもらおうだなんて、みっともないよ」

　吐き捨てるように言うと、雅彦は、ううん、と唸った。

「家族の守り方は人それぞれだからなあ……俺の生き方を誰にも否定させないのと同じように、俺はおまえの父さんの生き方も否定しないよ」

「…………」

「自分の人生は、自分だけのものだ。自分で決める。じいちゃんはそうやって生きて、そうやって死んだ。ばあちゃんなんかは、そんなじいちゃんを怒ってたけど、俺は最高に格好いいと思ってる。誰も失望させず、迷惑をかけない生き方なんかない。けど、自分で決めたなら、きっと後悔はしない。じいちゃんみたいに」

　全部が理解できたわけではなかったが、キウンは父への失望が和らぐのを感じた。自分で決める──それはとても心強い助言だった。父のせいにはしない。本当になりたいなら反対されてもなればいい。砂狩人に。

　雅彦の手首で、金属盤の付いた革帯が鳥がなくような奇妙な音を立てた。キウンは思わずのけぞったが、雅彦が落ち着いて金属盤に触れると音は止まった。

「よし、頃合だ」

　雅彦が《ソウジュウキ》と呼ぶ板を手にすると、短い棒を細かく動かした。ドロウンの四隅の板棒が回転を始め、ふわりと浮き上がった。

「みんな、始めるぞ！」

　そう声をかけ、雅彦はドロウンを操りながら間欠泉が見える位置まで移動した。商隊の仲間たちも珍しい見世物を楽しむかのように砂山を登った。

　一番見通しのいい場所に、雅彦は腰を下ろした。キウンはその隣に座って《ソウジュウキ》を覗き込んだ。

　水晶板の中に現れる離れた場所の景色を見ていると、不思議な気持ちになる。背徳的な心地というか。これが魔術に触れるということなのだろうか。

　だがそれも、ラード・クラッバが潜む場所に着くまでだった。すぐ下に──実際はドロウンの下──あの怪物がいるかと思うと、心が浮き立った。

「来るぞ」

　雅彦が呟く。その口は笑っていた。

　砂が吹き上がった。音は聞こえない。ドロウンは上昇した。正解だ。砂さ塵じんの中から巨大な爪バサミが現れて、ガチン、と火花を散らした。

「よし、釣れた」

　落ち着いて、雅彦は短い棒を倒した。ドロウンはさらに上昇し、こちらに向かって移動を始める。ラード・クラッバが砂を蹴け散ちらして追いかけてくる景色が見えた。

「──来たぞ！」

　父が興奮気味に叫ぶのが聞こえ、キウンは顔を上げた。












　見えた！　ラード・クラッバ自体はまだだが、もうもうとした砂煙がこっちに向かってくるのが、はっきりと！

　雅彦がちらりと手首の革帯を見た。ドロウンの羽音が砂を巻き上げる音に混じって切れ切れに聞こえてきたと同時に、砂塵の中からラード・クラッバが姿を現した。

　近くで見たときは、とても恐ろしい怪物だと思ったが、少し離れると大きさも大したことはなく、やたら硬いだけの甲殻類に見えた。

　ドロウンを横向きに追って来る。マウ車の全速と同じくらいだろうか。ドロウンはそれよりも速く飛んでいるが、離れすぎないようにしている。

　しゅっと短い音が聞こえた。

　振り向いたキウンは、間欠泉の上にかけた大網に撒かれた砂が、久しぶりに叩かれた太鼓に積もった埃ほこりみたいに、ぽんと跳ぶのを見た。

　噴き出すのが、少し早い！

「マタギ！」

　それだけで雅彦はわかったのか、ドロウンが速度を上げた。ラード・クラッバも、逃がすまじと肢あしをさらに早く回す。

　ぶうん、と音を立ててドロウンが自分たちの前を通り過ぎ、そのすぐ後ろを巨大蟹が追いかけて行った。

　直後、ドロウンは間欠泉の上を飛び過ぎた。ラード・クラッバは止まらない。肢がふちにかかった瞬間、もんどりうって転倒し、大網の中へと背中から落ちた。引っ張られた網は、一瞬だけその力に耐えたが、釘は次々と抜けて折りたたむみたいに覆いかぶさり、もがく肢に絡み付いて、完全に自由を奪った。

「よし！」

　ドロウンを旋回させながら、雅彦は嬉しそうに吠ほえた。

　その時、間欠泉から熱湯が噴きだした！

　ラード・クラッバが悲鳴のような甲高い音をあげる。油紙に包まれてはっきりとは見えなかったが、ときどき覗く肢が、夕焼けのような赤い色に変わっていた。

　湯の勢いが弱まっていくと共に、巨体は穴の中にゆっくりと沈んでいく。

　もはやラード・クラッバは動いていない。

　やがて湯が完全に止まると、穴の周辺にはもうもうと、蒸気とも砂ともつかぬ煙が広く立ち込めた。だがそれも、やがて風が吹き払っていく。

　あとには大網と油紙に包まれ、甲羅の色が真っ赤に変わったラード・クラッバが残った。

「よぉし！　急いで引き上げてくれ！」

　雅彦がそう言うと、父が、行け、と号令をかけた。男も女もなく、全員が鉤かぎ縄なわを手に走りだす。もちろん、キウンも。

　間欠泉の縁近くにたどり着くと、鉤縄を振り回して投げた。どの鉤もがっちりと大網に引っかかり、びくともしなくなった。

　そこへ鉄荷車がマウも引かないのにやって来て、雅彦が荷車の窓から顔を出し、

「バンパーの下の鉤に縄を引っ掛けてくれ！」

　と言った。

　だが皆、戸惑うばかりで動かなかった。それはそうだ。バンパがなんだかわからない。

「雅彦！　バンパって何!?」

「あ、そうか……ええと、この車の後ろにある銀色の棒！　それがバンパーだから！　その下に縄を引っ掛けるところがあるだろ？」

　ようやく意味が通じた。

　砂を踏みしめながら鉄荷車に近づくと、バンパーの下に隠れるように鉤があった。キウンはそこへ鉤縄をかけた。

　それを見て、他の仲間たちも同じようにかけていく。

「いいよ！」

　全ての縄が繋げられてキウンが声を上げると、雅彦は窓から出した腕の親指を立てた。直後に鉄荷車の車輪が勢い良く回りはじめたから、その合図だったのだろう。

　砂をがっちりと捉えて、ゆっくりと鉄荷車は進みだす。

　ラード・クラッバが入った網は、すぐに動きだした。見えないマウの霊が五十頭も引いているのではないかと思えてしまうような、信じられない力だ。長い溝を作って、大網は僅かな時間で引き上げられてしまった。そのまま岩棚の日陰に運び込む。

　雅彦が鉄荷車を降りて、大網を広げるように言った。数人がかりで網と油紙を広げると、ふわっと、なんとも良い香りが湯気と共に立ち昇った。

「いい蒸むし茹ゆで具合だ」

　満足そうに雅彦は頷いた。

「さしずめ《異界大蟹の地獄蒸し》ってところかな」

　油紙の上に撒いた砂は量が少なかったからか、水分を含んで固まって玉になっていて、甲羅は綺き麗れいなものだった。

　蒸し茹で上がった大蟹を、雅彦は平らな岩の上に移動させた。仰向けに鎮ちん座ざさせると、解体用にしては大振りの小刀を取り出し、何かを確かめるように大蟹をぐるりと一周した。

「普通の蟹と構造は同じっぽいな」

　そうひとりごちると、おもむろに肢の付け根の節に小刀を差し入れた。ぐっぐっと押すようにすると、信じられないほど簡単に、肢はどすんと外れた。

「すごい！」

　思わず声が出た。他の大人たちも、ほう、と驚いている。

　だが、雅彦は照れたように肩を竦すくめた。

「大したことじゃないさ。こういう解体は、コツを覚えれば、結構、簡単だったりするんだ」

　そう言って、見る間に他の肢も外してしまった。

　あとには巨大な胴体が残ったが、雅彦は上下を合わせた甲羅の継ぎ目の決まったところに小刀を差し入れると、その柄つか頭がしらを木き槌づちで軽く叩いた。まるで大工仕事だ。一周すると、僅かに甲羅が浮いたようにキウンには見えた。

「そっち、押さえててくれるか？」

　いわれるまま、キウンは大蟹の目玉をつかんだ。雅彦は鉤縄を腹側の甲羅にある口の部分にかけると、一気に引っ張った。

　めりめりっと生木が割さけるような音を立てて、甲羅は外れた。

　初めて見るラード・クラッバの内臓は、気持ちのいいものではなかった。灰色をした袋状の物が左右に並んでいて、背中側の甲羅には、鮮やかな橙だいだい色の半固形状の物がたっぷりとついている。

「その袋の部分は食べない方がいいけど、そっちのミソはきっと旨いぞ」

　全員が、ぎょっとなった。食べるのか？　これを？　という顔だ。

「けど、この大きさになると、さすがにミソもすごい量だな。食べがいがありそうだ。問題は、肢だけども……」

　ぶつぶつ言いながら、外した肢のところへ行き、節を調べ出す。

（食べるんだ、やっぱり！）

　信じられなかった。確かに狩人は狩った獲物は大抵食べるが、それは動物や魚、植物に関してだけだ。虫は食べない。そういう食文化を持つ人々もいると聞いたことはあるが、自分がそれを試そうとは思わなかった。

「お、いけるいける」

　雅彦は肢の節に小刀を刺し込むと、ぐいと押した。ぱきっと音がして節が緩み、それぞれの関節がだらりと下る。それを脇に抱えて、雅彦は引いた。

　ずるりと肢肉が殻から抜けた。それは雲のようにまっしろで、艶つややかに光っていた。焼いた魚の白身に似ている。匂においもなんとも良い。

「すっげー！　この太さ、タラバの何倍ある？　こんなの北海道でだって食えないぞ！　当たり前だけど！」

　すっかり興奮した様子で雅彦は意味のわからない単語を交えて喚わめくと、躊躇ためらいなくがぶりと肢肉に食らいついた。

　じゅわっと透明な肉汁がしたたる。

　頰がぱんぱんだ。二、三度嚙んだだけで大きく喉が動き、ごくりと飲んでしまう。

「……うっめえ！」

　雅彦は、笑った。いったい何がおかしいのか、膝を叩いて笑った。

「お、おいしいの？」

　おそるおそる訊いたキウンに、雅彦は、おう、と答えた。

「すごい旨いぞ。俺の世界じゃこれよりもっと小さいけど、やっぱり味は似てるな。ということはこいつも……」

　雅彦は肢肉を、甲羅の内側についていたミソと呼んだものに突っ込んで絡めると、それも躊躇いなく口にした。

「うっわ！　濃いなあ！」

　何が濃いのかはわからない。だが、その顔を見れば、本当に旨いのだというのはわかる。

　最初に前に出たのは、父だった。

「いいか？」

　足を指して言うと、雅彦は、もちろん、と笑った。

「みんなで狩ったんだ。遠慮なく食べてくれ。肢肉の外し方は見てただろう？」

　父は頷くと、腰帯から古い小刀を取り出した。

　まだ持っていたんだ、とキウンは驚いた。それは、父がまだ砂狩人だった時に、キウンが誕生祝いに贈ったものだった。

　慣れた手つきで、父は肢肉を外した。息子に見られていることに気づくと、どこか気まずそうに目を伏せて、

「体は憶おぼえているものだな」

　と笑んだ。

　込み上げてくる嬉しさを押し隠して、キウンは父の隣で別の肢の解体にかかった。節から外して抜いた肢肉を、食べやすい大きさに切り分けていく。

　おそるおそる集まってきた仲間たちが、ひとつ、またひとつと摘つまんで、目を強く瞑つむって口に放ほうり込んだが、誰もがすぐに目を剝むいた。

「うめえ！」

　飲み込んでしまうと、次は躊躇いなく手を伸ばしてきた。

　そうして手に入れた肢肉を手に、今度はいそいそと甲羅のところへ行き、ミソを絡めて食べ、ほおう、と感嘆の声を洩もらした。

「おまえも食べろ」

　父に促され、差し出された白く弾力のある肢肉を、キウンは頰張った。

　歯を押し返すほどのしっかりとした弾力だ。嚙み切ると中から熱い肉汁が溢れてきて、口をいっぱいに満たし、思わずこぼしそうになった。

　ああ、旨い！

　獣肉とも、魚とも違う。この生き物だけの肉質、旨さだと思えた。

　だったらあっちも試さなくては。

　キウンは甲羅のところへ行くと、半固形状のミソを肢肉で掬すくい取とって食べた。

　雅彦が、濃い、と言った意味がわかった。

　とろみがつくまで煮込んだサウースのような濃さがある。少し苦味があるが、厭いやなものではない。むしろそれが、肢肉の肉汁とあいまった時に、なんとも言えない甘さに変わる。

「このミソ、上海シヤンハイ蟹より旨いなあ……」

　しみじみと雅彦が言う。シャンハイガニとは、彼の世界のクラッバだろうか。そっちも食べてみたい気がする──そんなことを考えている内に、あっという間に肢肉はなくなってしまった。皆、気味悪がっていたのが噓のようだった。

「隊長さん。壊れた荷車、燃やしてもいい？」

　腹をさすっていた父に、雅彦がそう訊ねた。

「構わんが……」

「どうも！　──誰か、手伝ってくれ！」

　雅彦がそう声をかけると、キウンを含めた若い者が数名、腰を上げた。

「この荷車を崩れないように積みたいんだ。甲羅を乗せて火にかけるから」

　何のためかはわからなかったが、キウンたちは言われた通りに荷車を組むことにした。二つに割れた荷台はそのままにして甲羅の支えに使い、外した車輪は薪まきに使った。

　まだミソの残る甲羅を乗せ、ライタ、とかいう魔術逸品の炎の杖で火をつけると、雅彦は鉄荷馬車から大きな瓶が四本まとめられたものを持ってきた。

「それは？」

　父が尋ねると、雅彦はにやりとした。

「酒さ。うちの世界のもので、日本酒っていうんだ。こいつはきっとすごくあう」

　そう言うと、雅彦は瓶の中身を甲羅の中に惜しげもなく、注ぎ込んだ。確かに酒の独特な香りがするが、まるで水のように澄んでいる。

　雅彦は傍そばにいたウドウに頼んで桶おけと柄ひ杓しやくを持ってこさせ、湯気が昇り始めた頃合で、酒を全て汲くみ出した。

　それから急いで鉄荷車から大きな鞄を持ち出すと、半透明の壺から油らしき液を甲羅に注いだ。傍にあったハピリの卵を腰の革帯の木槌で叩いてヒビを入れて割り、中へ落とすと柄杓で黄身を崩し、すばやく器用に混ぜ合わせる。固まる前に、腹側の白い身肉を剝ぎ、ほぐしながら放り込んで、さらに混ぜた。

「みんな、皿を持って並んで！」

　雅彦の号令に、皆が疑うこともなく従った。

　その手にした皿に、柄杓ですくった固まりかけの身肉入りの卵を乗せられていく。砂漠の太陽のように黄色くふわふわとしている。

「食べるのはちょっと待ってな」

　全員に配り終わると、空になった甲羅の中に、何種類かの液を入れて混ぜ、そこに白い粉を水で溶いたものを流しいれ、柄杓でかき回した。

　すると、不思議なことに樹液のような色ととろみがついた。

「よし。もう一度並んでくれるか？　そいつはこのサウースをかけるんだ」

　雅彦に言われるがままに再び列を作り、皿の卵にサウースをかけてもらうと、ようやく食べてもいいと許しが出た。

　匙さじを入れると、ほとんど抵抗なく軽く掬すくうことができた。上にかかったサウースからは、甘酸っぱい香りがする。思い切って口に入れると、思った通りの甘酸っぱさがまず広がり、そのあとからハピリの卵の濃い甘さ、それからクラッバの身とミソの味が広がった。

　とても旨い。

　これはいったいなんという料理なのか、と皆が顔を上げた。

「そいつは《かに玉》っていう料理さ。蟹じゃないから《クラッバ玉》かな？　大人は酒も呑のんでくれ。ミソが溶けて旨いはずだから」

　大人たちはこぞって桶から熱い酒を杯で直接汲み、喉を鳴らして呑んだ。

「こ、こりゃあ、旨い！」

　父が目を瞠った。

「なんて酒だ……くせはあるが、こんな旨い酒は初めてだ……」

　雅彦は満足そうに笑んでいる。

　キウンは、自分が子供なのがこれほど悔しいと思ったことはなかった。他の商隊は知らないが、父は子供が酒を呑むことを許してはいなかった。

　だからなのか、子供たちの皿に盛られた《かに玉》は、大人のものより量が多かった。いまはそれで我慢するしかない。

「さあ！　かに玉がもっと食べたかったら、言ってくれ！　腹肉もまだ残ってるし、ハピリの卵はあるからね！」

　雅彦は、柄杓の縁でラード・クラッバの甲羅の縁を、かんかんと叩いた。それを聞いた皆は皿に残ったサウースも全て嘗めとって、次々と手をあげた。




　鉄荷車の屋根に、雅彦はラード・クラッバの甲羅を括くくりつけた。ハピリの卵の残りも、彼が持ち帰るということだった。

　肢の殻はいらないというので、商隊が貰うことにした。

　珍しい品だ。父の知る限り、取り引きされているのは、死んだクラッバか、脱皮をした薄い甲羅だけだということだった。

　これだけの硬さだから加工ができるのかわからないが、武器工房には表沙汰になっていない技術も多いといわれているから、きっと高く売れるだろう、と父は言っていた。

「じゃあな、キウン」

　鉄荷車に乗り込んだ雅彦は、窓の向うから笑いかけてくれた。

「しっかり頑張れよ」

「うん。オレ、きっと砂狩人になるよ。いつかひとりで、ラード・クラッバを狩れるようになってみせる」

「その意気だ」

　ノチョの唸りのような声を、鉄荷車が上げた。後ろの車輪が砂を飛ばし、走りだした鉄荷車に向かい、キウンは思い切り手を振った。

「そうしたら、オレ！　マタギを名乗ってもいいかな！」

　聞こえたかどうかはわからない。余りに不ふ遜そんな問いだったかもしれない。

　雅彦の乗った鉄荷車は、返事の代わりに、ぷゎん、と甲高く鳴き、蜃気楼のように砂漠の景色に溶けて消えた。

「オレ、きっとなるよ！」

　幻なんかじゃない、と自分に言い聞かせながら、キウンはいつまでも手を振り続けた。













　どーも。

　伊い豆ず見み雅まさ彦ひこです。もしも、こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしているわけですよ。

　というわけで、今日は、五十九回目の遠征。

　ここ五回ほどは、ずっと砂漠をうろついてました。今日も砂漠でーす。

　……くっそ、暑い。

　このキャンパーはエアコン完備だけど、ガソリンは節約しないとならないんだよな。カラッケツで日本に戻る羽目になったら、そこからどうやって移動するって問題になるから。

　一応、予備のガソリンは積んでるけど、それを使うような事態は避けないと。

　異世界間の移動には、行き先を知っている必要がある。

　実際に行ったことがあるかじゃなくて、知っているかどうかってところが大事で、地図さえ持っていれば、移動はできる。

　一度でも行ってしまえば、またそこへ狙ねらって行けるけども、こんなふうに目印らしい目印がないところだと、かなりずれることもある。

　俺が地形を指定して移動できるのは、じいちゃんのおかげだ。

　じいちゃんがかなり詳しい地図を残してくれたから、どんなところか話してくれたから、俺の中でかなりしっかりしたイメージができてる。

　おかげで、海とか、森とか、ある程度は、初めてでも狙ったところへ行ける。

　それに比べると、じいちゃんは簡単な地図しか貰もらえなくて、大変だったみたいだ。すぐに詳しい地図を作って、把握したらしいけど。

　というわけで、俺はしばらく砂漠を走りまわってました。

　今回の獲物は、これ。

　じゃーん、写真を撮ってみました！

　見える？　この蟹かに。

　正確には蟹とは違うんだけど、蟹にしか見えないから、蟹でいいだろ？　砂漠の連中は、ラード・クラッバって呼んでるけど。

　こいつはドローンから撮った写真だから、対比する物がなくて、わかりにくいかもしれないが……ちょっとしたトラック並みにでかい！

　俺の狙いは、こいつの目。体の割りに小さいんだけど、太さと、中空なのが、薬やつ莢きように丁度いいって、じいちゃんのお勧めだ。

　で、本物がこれ。

　軽い。

　で、マジでちっちゃい。

　キウンたちは、大蟹には目がないって思ってたくらいだ。

　けど、小さいっていってもでこぼこだし、このままだと当然装そう塡てんできないから、中空部分を残してかなり薄く削らないとならない。

　今回も使った、30‐06スプリングフィールド弾と、同じ大きさ、太さにする。

　……あの大蟹、弾の威力は増してるはずなのに甲羅が削れただけだったな。ちゃんと加工できるのかちょっと不安。

　まあ、日本に戻ると構造が変化するのか、強度も変わるんだけど。ビョウリウの尾で作ったナイフも、日本じゃ普通に名入れもできたし。

　ほら、これ。

　日付と、俺の名前。雅彦、って彫ってみた。格好いいだろ？　でも、こっちじゃ傷もつかないんだぜ？

　記念品だ。

　どころで、ラード・クラッバの身肉は、もちろんおいしくいただきましたー。

　マジ、蟹。

　上海蟹っぽく、茹ゆでるんじゃなくて油紙に包んで蒸し焼きにしてやったら、これがもう大正解！　なんていうか、身は、甘あま栗ぐりみたいに甘かった。

　あと、ミソ！　マジでミソ！

　最っ高に、旨うまかった！

　あんなカニミソ、人生で初めて食った！　濃厚でトロットロで。

　日本酒も持っていって、大正解！

　あんな贅ぜい沢たくな酒、一生に一度じゃないか？　ちょっと高かったけど。一升瓶、十本分だったけど、悔いはないぜ！

　思い出しただけで、涎よだれ出るわ。

　ちなみに、ラード・クラッバは、ハピリの卵もだけどハピリ自体も好物で、その肉でも囮おとりには有効だってことは知ってたんだが……ちょっと無理だった。

　親鳥は、五十七回目の遠征で見つけてたんだけどな。

　けど、マジで人の形してるんだぜ？　顔に見える部分は、実はただの鶏冠とさかだってわかってても、さすがにちょっと撃てなかった。

　俺はハンターだ。

　銃を人に向けちゃいけないってことは、じいちゃんに徹底的に叩たたき込まれてる。刷り込まれたっていってもいい。

　ハピリは人じゃなくて鳥だけど、人に見えるものを撃つのは厳しい。

　で、どうするかなあ、と思ってドローンを飛ばしてたら、砂漠の商隊を追いかけている大蟹を見つけて、かまをかけたら、ビンゴ！

　やっぱり、卵を持ってた。

　じいちゃんの残してくれた大蟹の知識に、大感謝。

　おかげで、ラード・クラッバも狩れたし、世にも珍しいかに玉も作れた。まだ何個も残ってるから、帰ったらゆで卵とか、目玉焼きとか、作ってみるつもりだ。

　しかし、キウンは素直で可か愛わいかったな。

　弟子ができた気分だった。

　もちろん、俺なんかが人を教えるなんてのは、おこがましい。

　そいつは、わかってる。

　でも、じいちゃんが俺を見ていた気持ちは、こんなだったのかな、とか、ちょっと思った。

　他の先輩たち、厳しいからなあ……基本、教わるじゃなくて見て学べ、だし。

　猟は、命がけの仕事だから厳しくなるのもわかるけど、それだけじゃ若いやつらはついていきませんよ？

　こういうこと言うと、ついてこなくていい、とか言っちゃうんだよな。

　まあ、俺はこっちで、しがらみとかノルマとか、そういうの気にせず、気ままに狩るからいいけどね。

　というわけで、今日はここまで。俺は、家に帰る。













　今の自分の状況を、サタミは信じたくなかった。この場所に、置いていかれたのではなく、ただはぐれただけだと、そう思いたかった。

　しかし、ここがどこかを思えば、もはやそれがただの希望、そうであってほしいという逃避だということは明らかだった。

　ここは、地下大迷宮『ノウロ』。

　古代都市が丸ごと噴火によって埋もれたというこの迷宮には、若い娘の肉が何より好きだという、世にも恐ろしい怪物、《ゴーズィ》が棲すみついていると言われている。

　そいつはただの噂うわさだ、と頭目は笑った。何度もその迷宮に潜ったが、一度も遇あったことはないぞ、と。

　半年前、彼に引き取られることが決まったとき、孤児院長は何も言わなかった。喜ぶこともなく、別れを惜しむこともなかった。

　院の運営が厳しいことは、日々の食事を見れば明らかだった。

　日に一度しかない食事は、歯が折れそうにかたいパァオと、塩の味しかしない具のないソゥプだけ。

　皆、腹をすかせていたが、文句を言うものはいなかった。院を叩たたき出されたら、その日の内に路地で冷たくなることを知っているからだ。

　だから、サタミは素直に喜んだ。

　少しはましな食事が取れると思ったし、それは間違いではなかった。パァオは手で千切れるくらいには柔らかく、ソゥプには野菜の切れ端だが、具が入っていた。

　サタミを引き取ったのは、渡りの曲芸団だった。

　端はなから自分が普通の家庭に引き取られて、誰かの娘として幸せになれるなどという夢は抱いたことはなかった。

　他の娘は院で目的もなくただ生きていただけだったが、サタミは体を鍛えることを怠らなかった。時折、下女を求めて人が来ることを知っていたからだ。

　だが大抵は、骨と皮だけの役立たずばかりと知って帰っていく。

　サタミは幼おさな心ごころに、ここだ、と思い決めた。

　幸い体を動かすのは嫌いではなかった。たとえ腹が余計に減ってでも、筋肉をつけようと努力した。痩やせていることを武器にした。おかげで、跳んだり跳ねたりは得意となった。

　結果として、頭目の目に止まることができた。

　十二の時に好機が来た。

　頭目が現れたとき、一目で、娘や息子が欲しいわけではないとわかった。払う金に見合う価値があるかどうか、人ではなく物を見る目だった。

「娘が欲しいそうです」

　院長は石に彫られたような顔で、皆の前で言った。男の子たちはがっかりしてうつむいた。女の子たちはホッとすると同時に怖がってもいた。

　大人の中には、性欲の捌はけ口ぐちに娘を貰もらい受うけようとする輩やからもいるからだ。だがそれは法と掟おきてによって禁じられている。もしも破れば、財産の一切を没収される上、死後、獣として生まれ変わって狩り立てられることになる。

「曲芸団の玉乗り娘を探しているそうです」

　サタミは長机の上に立った。

　それで決まりだった。頭目も、一目で他の子とは違うとわかったのだ。あの子を、と一言告げて、頭目は部屋を去った。

　翌日、サタミは荷物──襤ぼ褸ろの服と古い神教書が一冊だけ──を持って孤児院を出た。

　待っていた黒いマウ車に乗り込んですぐ、頭目の話は噓うそだとわかった。

　曲芸団などではなかった。

　彼らは遺跡や廃城、時には廃屋から、金目の物を盗んでは売る、盗掘団だった。

　だが、構わなかった。

　誰かを襲って盗むわけではない。棄すてられたものを頂ちよう戴だいするだけだ。価値がある物ならば、放ほうっておく方が悪い──それが頭目の言い分だった。

　サタミはそれを間違っているとは思わなかった。誰にも迷惑をかけていない。

「俺たちは狩人かりゆうど連中より、よっぽど立派だ」

　それが、酔った頭目の口癖だった。

「やつらは命を奪う。獣であれ、命にゃ違いねえ。血で塗れた生臭い手で、飯を食い、恋人を抱くなんてこと、できるか？　できねえよなあ」

　十一人の仲間たちも、その通りと笑った。

　サタミは、彼らが好きだった。家族ではなかったけれど、彼らも自分を好いてくれていると思っていた。

　──だが、それは間違いだったのだ。

　十日前、大迷宮『ノウロ』の宝の地図を手に入れた、と頭目は言った。けれど、それは噓だったのだろう。本当はもっと前に手に入れていて、その宝探しのために、娘が必要になり、孤児院に現れたのだ。

　自分が選ばれたのは、きっと、他の娘よりも元気だったからだ。

　若い娘を食べるという怪物ゴーズィに簡単に捕まったら、時間稼ぎにならない。その点、サタミはうってつけだったのだろう。半年の間、十分な食事を与えられたのは、たっぷりと逃げ回ることができるようにするためだったのだ。

　サタミは、唇を嚙かんだ。

　信じたくはなかった。だが、皆とはぐれる直前、頭目は確かに、悪いな、と言った。その時は意味がわからなかったけど、いまならわかる。

「……いっそいまここで、死んでやろうかな」

　自暴自棄な気持ちが込み上げてきて、サタミは吐き捨てるように呟つぶやいた。

　その声は、薄暗い通路に呪じゆ詛そのように響いた。石壁のあちこちに生えた黴かびが淡い光を発しているおかげで、少しは見える。

　──キィヤアァァァ

　遠くで、女の叫びのような声が上がって、サタミはびくっと首を竦すくめた。

　噓だ。死にたくなんてない。

　落ち着け、と言い聞かせて、サタミは深呼吸をした。

　今のはきっと《デニジ》だ。前に頭目が話してくれた。この迷宮には、ひっこぬくと女の悲鳴のような音を出す、奇妙な野菜が生えていると聞いた。

　仲間が足を引っ掛けたか、それとも──ゴーズィが、前菜に食べるために抜いたか。

　自分で考えておいて、サタミはぶるっと震えた。

（とにかく、出口を探さなくちゃ……）

　街が埋まったというだけあって、複階層あるということはなさそうだった。

　つまり、ここが最下層であり、最上層でもある。

　通りのような路のほか、明らかに家だったと思われる場所もあり、けれどそれが行き止まりを増やして、この遺跡をまさに迷宮に仕立てている。

　けれど、坂の多い街だったのか、ただ歩いていても上がったり下ったりするため、地上に近づいている実感が持てない。

　幸いだったのは、食糧を持たされたことだ。これも時間を稼がせるための方策だろうが、節約すれば三日は持つ。

　天井が塞ふさがれているので視界は利かないが、迷宮と聞いて思い描くような圧迫感はない。廃棄された地下の街という方がしっくり来る。

　腰の革帯には、投とう擲てき用の小刀が四本。こんなものでゴーズィを倒せるとは思えないが、目を潰つぶすことはできるかもしれない。

　もっとも、常に薄闇に包まれたこの迷宮で、目が見えることがどれほどの意味を持つかは、わからなかったが。

　とにかく、入り口に向かわなければ。

　神殿の床にあった巨大な鉄扉が閉じていたら万事休すだが、頭目たちがこの迷宮の宝を見つけて戻る前にたどり着くことができれば、逃げることができる。

　問題は、その入り口がどちらの方角にあるのかが、さっぱりわからないことだが、それはあえて考えないようにすることにした。

　とにかく歩け、とサタミは己の腿ももをぴしゃりと叩いた。そうして、わざと大きく腕を振り、大通りを避けて、曲がりくねった路地に入った。

　広い通りは、危険に思えた。

　ゴーズィが噂通りの化け物なら、頭は天井に付くほど、体の横幅はこの路地よりもあるはずで、容易には追ってこられないはずだ。

　大通りで出くわしたら、簡単に追いつかれてしまう。

（けど……本当に迷宮だわっ）

　大人二人がすれ違うのは少々きつい路地は、右かと思えば左に曲がり、五叉さ、六叉はしょっちゅうで、時に七叉路という、この街を造った人間には何の計画性もなかったのか、と怒りたくなるような通りに出くわすこともあった。

　天井は塞がれているから登って先を確認することもできず、陽ひが見えないから、時間もわからない。

　休まずに歩き続けてきたが、とうとう痛みに堪えかね、サタミは階段に腰を下ろした。

　唯一の救いは光る黴だった。

　こんな僅わずかな明かりでも慰められ、涙が出そうになる。

　カサカサと気味の悪い音がするが、おそらくは虫だろう。孤児院でもよく聞いた。壁の中を虫や小獣が這はい回まわるせいで、孤児たちは常に寝不足だった。

　水筒の水を嘗なめるように少しだけ飲み、乾パァオを齧かじって流し込んだ。

　空腹の具合で時間がわかればよいのだけれど、ここしばらく食事の時間はまちまちだった。いま思えばそれも、ここへ置き去りにするための下準備だったのかもしれない。

「……死んでたまるもんですか」

　ぼそりと呟いたとき、サタミは、視界の端にぼうっとした光がよぎったのを見た気がした。

　慌てて顔を上げて辺りを見回したが、見えるのは壁ばかりだった。

　気のせいか、と肩を落としかけたとき、今度は間違いなく光が動いた。蠟ろう燭そくの炎のように暖かい色の光だった。

　消えてしまう前に、サタミはその残像を追いかけた。

　壁の隙すき間まから漏もれてきている。

　人がいるのは間違いない。ゴーズィが明かりを使うなどという話は聞いたことがない。

　だが、人だったとしても、味方かどうかはわからない。

　頭目たちかもしれないし、そうでなかったとしても、こっちの正体が知られれば、同じく囮おとりにしようと考えるかもしれない。

　忍び足は得意だった。

　孤児院では夜中に用を足しに行く時などに他の子を起こさないよう、特に幼い子らを起こすことのないように、徹底的に躾しつけられた。子供のためではない。起きたら、院の大人たちが迷惑するからだ。

　サタミは静かに光を追った。向うはこちらに気づいていない。こちらに明かりを向けることもないし、逃げるように早足になってもいない。

　やがて光は動かなくなった。

　サタミの目の前には、小さな木の扉がある。光は漏れてくるが、覗のぞくには隙間は細すぎたし明るさも足りない。

　様子を窺うかがうため、サタミは膝ひざをつき、扉に耳をつけた。

　初めは何の音もしなかったが、しばらくすると、じゃっじゃっ、と、空の桶おけに水が勢いよく跳ねるような音が聞こえてきた。

　把とつ手てに手をかけて力を籠こめると、僅かに開いた。そろりと覗いたサタミは、目に飛び込んできた衝撃的な光景に、体が固まった。

　背を向けた男が、四つん這いになった裸の女の豊かな胸を揉もんでいた。

　いや、揉むというより、絞っている。

　男が手に力を入れると、女の乳首からは勢いよく母乳が出、下に置いた桶おけに落ちていた。じゃっじゃっという音は、これだった。

　男の足元には油灯が置かれていたが、女の顔は暗くて見えない。なんだろう。ぴしり、ぴしりと鞭むちのような音がする。

　サタミは、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

（逃げなくちゃ……）

　本能的にそう思った。

　こんなところで、あんなことをしているというのが、あまりに異様だった。得体の知れない恐ろしさが込み上げてきて、どうしようもなく震えてしまった。

　膝が扉に当たって、渇いた音を立てた。

　だが、蝶ちよう番つがいはそれよりもずっと大きな音で鳴り、男に乳首を握られたままの女が、サタミを振り返った。

　明かりの中に浮かんだ女の顔を見た瞬間、サタミは引き抜かれたデニジのように悲鳴を上げて腰を抜かした。

　それは人ではなかった。首の上にあったのはギウのごとき獣の頭だった。

（ゴーズィ！）

　サタミは近づいてくる男の、逆光で影としか見えないその姿に耐え切れず、気が遠くなっていくのを感じた。

　そうして、どうか生きたまま食べられるだなんて恐ろしい目には遇わせないでください、といままで一度も願いを聞いてくれたことのない神に、それでも祈った。




　鍋なべの中で、どろりとした白いものが煮えている。

　目が覚めたときにはすでにこの状態だったから、その正体がなんなのか、サタミにはさっぱりわからなかった。

　隣に置かれた皿には、色々な野菜が棒状に切られて並べられている。

　サタミはすぐに自分の体を調べたが、幸いどこも食べられてはいなかった。

　だが、安心したのは一瞬で、次に思い浮かんだのは、これは自分を食べる準備なのではなかろうか、ということだった。

（逃げなくちゃ！）

　そう思ったのも束の間で、すぐに無理だと思い直した。小刀を手にした男の影が、自分の上に落ちかかってきたからだ。

　冷や汗がどっと出たが、男はその小刀で喉のどの肉を斬り裂くのでなく、サタミと鍋を挟んで向こう側に胡坐あぐらをかいた。

　このぐつぐつ煮えている鍋を思い切り蹴けり上げて、その隙に逃げようか、とサタミは咄とつ嗟さに考えたが、その意思は暗闇から聞こえた鳴き声に簡単に折られた。

　ぬっと、ゴーズィが現れて、じっとサタミを見たのだ。

　しかも一頭ではない。

　雄おすと雌めすというべきなのだろうか？　共に頭の角が天井を擦こするほど背が高い。

　雄の方は筋肉が隆と盛り上がって、偉大な戦神の彫像のようで、雌の方は豊ほう穣じようの女神のように豊かな胸をしている。

　雌雄ともに臍へその下は剛毛に覆われて、その足はギウのように太く、蹄ひづめがあった。

　今度こそ食べられる！

　サタミは失禁してしまいそうなほど、震え上がった。ゴーズィは恐ろしく手が大きい。あれにつかまれたら、背骨も頸けい骨こつも簡単に折れてしまうだろう。けれど、その方がよい。素手で手足を引っこ抜かれ、ばらばらに解体されるよりは。

「大丈夫だよ」

　男は、そう言って笑った。

　やたらと衣囊ポケツトの多い、見たことのない意匠の服を着てはいるが、男は人だった。ゴーズィの突然変異種かとも思ったが、どこにも角は見当たらない。

「あれの上半身は人に見えるけど、ああ見えてギウの仲間だ。こっちの世界じゃ、ギウっていうんだろ？　厳密には違うらしいが、俺の世界にもギウにそっくりな動物がいるんだ」

「あなた、人なの……？」

　男は笑った。何を当たり前のことを、と言いたげな笑いだった。

「……どういうこと？」

　サタミは、声をできる限り顰ひそめて訊きいた。

「……さっき、あの……何をしていたの……？」

　雌のゴーズィの胸を揉んでいた。それはこの男に違いないはずだ。

　男と女がそうしたことをするということを、サタミも知らないわけではない。が、ゴーズィは怪物だ。変態なのだろうか。

「見てたのか」

　男は何な故ぜか、はにかんだ。

「あれは、ちょっと乳を分けてもらってたんだ」

「乳？」

「ああ。雌のゴーズィの乳は、脂肪分が多くて、そのままで生凝乳クリームみたいなんだ。それで乾酪チーズを作ると、すごく旨い」

　グモーウ、とゴーズィが低く吠ほえて、サタミは首を竦すくめた。心臓が口から飛び出してしまいそうに恐ろしい。

「大丈夫」

　男は言ったが、それはそうでしょうよ、とサタミは恨うらみがましく思った。ゴーズィは若い娘を食べる。こんな大人の男には見向きもしないだろう。

「いや、そうじゃなくて」

　男は喉の奥で笑った。思ったことが顔に出てしまったらしい。

「ああ見えて、というか、見えるまんまで、あれは草食なんだよ。もちろん、あの角だ。怒らせたら恐ろしいが、それはギウも同じだろう？」

　とても信じられなかった。では、巷こう間かんの噂はなんなのか。

「だって、何人も娘がここへ生いけ贄にえに捧げられたっていうわ」

「それを実際に見たのかい？」

　サタミは答えられなかった。確かに、見てはいない。そう聞いただけだ。

「噂には尾お鰭ひれが付くもんさ。もちろん、突拍子もない話の中に真実が含まれてることもあるけど、そんなのは稀まれだ」

「じゃあ、襲ってこないの……？」

「驚かせたり、怒らせたりしなけりゃな」

　完全に信じたわけではないが、ほんの少し、サタミは肩の力が抜けるのを感じた。

「……あなた、誰なんですか」

「俺は、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ。マタギだ」

　サタミは首を傾かしげた。イズミ・マサヒコというのが名前だとしたら、あとのマタギとは何のことだろう。身分かなにかだろうか。出身とか。

「あれ、知らない？」

　サタミは頷うなずいた。

「そっか……なるほど、狩人以外には、そんなに知られてないのか。まあ、俺も他の仕事の匠たくみとか知らないもんな」

「マタギって、仕事なの？」

「ああ。主に熊──大型の四足獣を狩ることを生業なりわいにしている。俺は獲物にはこだわらず、魚だろうが獣だろうが、何でも狩るネオ・マタギだけどな」

「じゃあ、ゴーズィを狩りにきたの……？」

　離れたところで二頭で座り込んでいる怪物を、サタミはちらりと見た。

「初めはそのつもりだったんだけど、人に害をなしているわけじゃないし、あんな見かけだけど、大人しいからやめた」

「噓よっ。だって女の子がここへつれてこられて行方知れずになってるって、その子の親から聞いたものっ」

　それはただの噂なんかではない。ここへ来る前に近くの村で、子供を捧げさせられた親から、何かしら形見を見つけたら持ち帰ってくれるように、頭目が頼まれていたのだから。

「だとしても、あれの仕業じゃない。ここには他にも獣はいるからな。ボルフの群れを見たことがある。そいつらじゃないのか？」

　ボルフは大型の四足獣だ。長い顔の口に並んだ牙はとても鋭く、集団で獲物を狩る。ゴーズィでなくても、そんなのに出くわしたら命はない。

「まあ、たまたま今回みたいに出会えれば、俺が外に連れ出してるんだけど」

　どくん、と心臓が跳ねた。

「た、助けてくれるの……？」

「外に出たいなら、連れてくよ。近くの村が見えるところまででもいい」

「だけど、こんな迷宮をどうやって？」

「地図がある」

　男は傍そばに置いてあった鞄かばんから奇妙な板を取り出した。その上に指を滑らせると、板は光りを発し、絵を浮かび上がらせた。

（魔法！）

　サタミは、服のすそをぎゅっと握りしめた。

　魔法使いはゴーズィよりも恐ろしい。人の理を外れた倫理観を持っているから、生死の基準と価値が違い、呪いを操るという。

「俺は魔法使いじゃないぞ」

　心を読んだかのように、雅彦は笑った。

「こいつは普通の人間でも使える魔法の道具だ。魔術逸品とか言うんだっけ？　とにかく俺自身は魔法が使えるわけじゃない。道具のおかげだ」

　本当だろうか。御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような魔法使いとは、確かに違う気がするが。

「で、こいつは取り込んだ地図に、自分の歩いた道筋を記録してくれるアプリだ。戻りたければ来た道を逆に辿たどればいい」

　おそるおそる雅彦の手元を覗のぞくと、確かに地図と、そこに青い線が引かれている。

　男の言っていることの真偽は、サタミには判別できなかった。だが、この男に頼む以外にここから脱出する可能性はほぼないのは確かだった。

　魔法の板を奪って逃げるということも、ちらりと頭を掠かすめたが、使い方がわからなければ宝の持ち腐れだ。

　サタミは姿勢を正して頭を下げた。

「お願いします。わたしをここから連れ出してください」

「うん、わかった」

　拍子抜けするほどあっさりと、雅彦は請け負ってくれた。まるでちょっと隣の家にでも連れて行くかのような気軽さだ。

「でも、そのまえに腹ごしらえをしないか？　せっかく用意したからな」

　雅彦が言っているのが、鍋の中でぐつぐつと煮えている謎なぞの汁だということはわかった。得体が知れないといえば、こちらも相当なものだ。

　乳臭いが、それだけではない。泡を見れば、かなり粘りがあるとわかる。かすかな果実香も感じられるが、不思議としか言いようがない。

「これは、何……？」

「乾酪チーズフォンデュ」

　乾酪はわかったが、フォンデュとはなんだろう。発音もおかしい。チズが正しいが、男はチィズと訛なまっている。

「乾酪はわかるか？」

　サタミは頷いた。

「ギウ乳から作るものでしょう？　パァオに塗って食べたり、摩すり下ろして麺めんにかけたり」

「そうそう。こいつは、乾酪で作ったサウース。作り方は簡単で、乾酪を白ワイン──ワインは通じないか……えーと、果実酒で煮溶かして、小麦粉を加えて粘りをだしている。これに野菜なんかを絡めて食べる」

　雅彦は棒状の野菜を手に取ると、鍋に突っ込んだ。持ち上げると、薄黄色い溶けた乾酪がたっぷりとついて、とろ～りと糸を引いて落ちる。

　くるりくるりと野菜を回して乾酪を絡め、雅彦はがぶりとやった。

「はふはふ」

　熱かったのか、口から湯気を吐きながら食べる。飲み込んでしまうと、舌なめずりをして、大きく息をついた。

「うん、旨うまい！」

　本当だろうか。雅彦はどう見ても異国人だ。味覚が違うかもしれない。

「食べてみるか？」

　野菜の山を差し出され、サタミは迷った。だが、体は正直だ。乾パァオだけでは満足できないのか、ぐう、と腹が鳴ってしまった。

　意を決し、サタミは赤い棒野菜を手に取った。ニジに似ている。新鮮そうだから、異国から持ち込んだものではなく、この辺りで採れたものだろう。

　雅彦がしたように、棒野菜を溶けた乾酪に突っ込んでたっぷりと絡め、おそるおそる口に運んだ。

「んっ」












　思わず声が出てしまった。

　熱々の乾酪が舌を焼いたが、そのせいではない。いままで食べた乾酪とはまったく違う濃厚な甘みと、独特な香りが口いっぱいに広がったからだ。

　舌だけでなく、口そのものがとろとろになるような、味わったことのない旨さだ。野菜もおいしい。見た目だけでなく、味もニジに似ているが甘みがずっと濃い。

「気に入った？」

　サタミはぼうっとしながら、頷いた。

「だよなあ……俺も初めて食べた時は驚いた。頭がギウだからもしかしてって思って、それで試しに絞ってみたんだ。で、飲んでみたら凝乳みたいに旨かったから、乾酪も作れるんじゃないかと思って試したら……大当たり！」

「ギウじゃ、ないの……？」

「あれ」

　雅彦が指したのは、ゴーズィだった。全身が粟あわ立だち、サタミは指を口に突っ込んでいま食べたものを吐き出そうとした。

「待った待った」

　だが、指が口に届く前に、がっちりと手首をつかまれた。

「大丈夫だよ。食いすぎなけりゃ問題ない。それに、こいつは栄養価もとても高い。何度も食べてる俺がなんともないんだから、たった一度食べた君が、どうにかなったりはしない。普通の乾酪は食べられるんだろ？　だったらアレルギーもないだろうし」

　あれるぎい、というのがなんだかわからないが、それで安心しろといわれても無理だ。

「どうしても厭いやなら、無理に食べることはないけど……旨かったろ？」

　確かに。

　おいしかったか、と訊かれれば、それは認めざるを得ない。

　正直、ゴーズィの乳だと知らなければ、あんなふうに搾さく乳にゆうしたところを見ていなければ、特に気にもせずに食べ続けていただろう。

（栄養……）

　サタミは手を伸ばして、ニジに似た棒野菜をつかんで、鍋に突っ込んだ。

　栄養は必要だ。

　ここを脱出するのにどのくらいかかるかわからないが、途中で力尽きないためには、貯たくわえられる時に、しっかりと力を貯えておかなければ。

　食べられる時に食べておく──それは、孤児院で学んだことだった。明日もきちんと食事が出てくるとは限らないのが、当たり前の生活だった。

「ちなみに、その野菜はこれ」

　そう言って雅彦が取り出したのは、太い根の部分が人の姿にも見えるものだった。

「デニジっていうんだろ？　この迷宮にしか生えてないんだよなあ。俺の世界にも、人にん参じんっていうよく似た野菜があるけど、抜いたとき叫び声を上げたりはしない」

　デニジを食べてしまった！

　だが、今度は喉に指を突っ込むのは我慢した。普通なら食べようとは思わないが、毒があるとは聞いていない。

　とりあえずおいしかったから、それで良しとしよう──溜ため息いきをついて、サタミはデニジの棒野菜を、ゴーズィの乳から作った乾酪の溶けた鍋に突っ込んだ。




　雅彦は、再びたっぷりとゴーズィの乳を搾しぼってから、広場を後にした。

　デニジも鞄いっぱいに詰め込まれている。

　つがいのゴーズィはデニジの葉を主食としており、根はいらないので、採っても二頭が飢えるということはないらしい。

　雅彦の下げている油灯は不思議な代物だった。火の揺らぎがなく、明るさは常に一定。いくら振り回しても消えることがないのに、指先ひとつで消すことができ、再び点つけることもできるのだった。

「エルイーディランタンだ」

　と雅彦は言った。小さな雷を閉じ込めた筒が仕込んであるらしい。

　要するに、これも魔術逸品だ。

　これがあれば、夜道も恐ろしくはないだろう。けれど、庶民が手に入れられる値段であるはずがない。

「ストップ」

　急に雅彦が足を止めた。言葉の意味がわからず、背中にぶつかりそうになった。

「何？」

「……人がいる」

　雅彦が見ている方角に目をやったが、何も見えなかった。彼はランタンの火を消した。すると薄闇の中に、黴とは違う炎の作る輝きが見えた。

　だが、遠い。

　二つか三つは、建物の向こう側だ。

「また、誰かが生贄を連れてきたのかな？」

「違うと思う」

　即答であったからか、雅彦は驚いたようにサタミを見た。

「新しく誰かを連れてきたんじゃなくて、あれはわたしを連れてきたやつらだと思う」

「仲間か？」

「わたしをわざと置き去りにするようなやつらが？」

「そりゃ、違うな」

　言って、雅彦は微かすかに笑い、再びランタンの火を点けた。きっと、向うからは見えないだろう。この油灯には光に指向性がある。

「ん？」

　再び歩き出した雅彦は、足を止めずに、小さく首を傾げた。

「臭におうな。濡ぬれた毛皮の臭いがする」

　サタミは鼻で大きく息を吸い込んだが、わからなかった。迷宮の中は常に湿っていて、水の臭いがしているが。

「何も臭わないけど」

「俺はマタギだからな。ちょっと鼻が利くのさ。──ほら」

　床を蹴る、複数の足音が聞こえてきた。とても軽い。ずだっ、ずだっ、と律動的な音がいくつも重なり合っているが、遠い。

「連中の方だな」

　松明たいまつの灯りの方角を向いて、雅彦は呟いた。

　直後、男たちの悲鳴が上がった。ボルフだ！　という声もした。

「やっぱり狼おおかみか」

　怖れる様子もなく、雅彦は小さく息をついた。

　サタミは、オオカミではなくボルフよ、と言いかけたが、彼の国ではそう言うのだろうと思い、黙っていた。

「あいつら、ゴーズィたちを追い掛け回すんだよな。どうせ勝てねーのに。雌の乳の出が悪くなって困る」

　まるで、あの怪物を飼っているかのようなことを言う。

　頭目たちは、情けない声を上げながら逃げ惑っているのがわかった。松明の焰ほのおが右へ左へ揺れている。だがそれも、しばらくの間だった。松明はやがてひとところに集まり、光は大きく強くなった。

「追いつめられたな」

　ここは迷宮だ。行き止まりも多い。しばらくは火で追い散らせるだろうが、燃え尽きてしまえばおしまいだ。頭目たちの命共々消えるだろう。

「どうする？」

　歩きながら、雅彦はそう訊いてきた。

「どうって？」

「いや、助けに行かなくていいのかなあ、って思って」

「そんなの──」

　いいに決まっている、とサタミは言い捨てるつもりだった。

　だが、言えなかった。

　短い間ではあったけれど、生贄としてだったけれど、満足な食事をもらい、柔らかい寝台も与えてくれた。頭目たちがどんな思いだったかはわからないが、旅芸人の話に一緒に笑い、賭かけに興奮した。

　そうしたことが一気に蘇よみがえってきて、言葉を押し留めた。

「……助けられるの？」

「あれだけの数の狼を仕留めるのは無理だな。こっちの身が危ない。けど、追い払うだけならできる。それで逃げ切れるかどうかは、連中次第だな」

「それでいいわ」

　好機はあげよう。わたしが貰ったように。

「お願い」

　雅彦は頷くと荷物を下ろし、肩に担いでいた木の棍棒をおかしな形に構えた。

　その棍棒は木の枠に鉄の芯しんが入れられていて、片方の先端の大きく太い方を肩に当てて水平になるように持った。

「耳を塞いで」

　わけがわからなかったが、その通りにした。

　雅彦が、棍棒から飛び出した棘とげに指をかけてぐいと動かした途端、凄すさまじい轟ごう音おんが迷宮の中に響き、遠く松明の明かりが揺れる手前の壁に小さな火花がいくつも散って、ぼこぼこと無数の穴が穿うがたれた。

　きゃんきゃんと悲しげな声を上げて、ボルフたちが散り散りに逃げるのがわかった。同時に頭目たちも混乱したように散っていくのが松明の動きでわかった。

　押さえていたのに、耳の奥が鳴っている。

　いまのは何かと問うまでもない。魔術逸品に決まっている。雷を落とす棍棒など、他にありえるはずがない。

「こいつは、散弾銃。こういう狭いところじゃ、ライフルは使いにくいからなあ」

　雅彦の声は、うわん、と歪ゆがんだ。

　意味はわからなかったが、サタミはとりあえず頷いた。この棍棒が、恐ろしい武器だということだけはわかった。雷を落とし、離れた場所の石壁を抉えぐる。そんなものの正体を、詳しく知りたくなどなかった。

「行くか」

　雅彦は荷物を背負い直すと平然と歩き出し、サタミはそのあとを追った。数歩進んだところで振り返ったサタミは、遠くで揺れる松明を目で追った。

「……さよなら、頭目」

　さんだんじゅう、という武器が壁に穿ったみたいに穴が開いたようで、傷もないのに、ちくりと胸が痛んだ。




　迷宮を出て丘を下り、その先の森を抜けて村を見下ろせる場所まで来ると、雅彦はサタミに手を出すように言った。

「これ、やるよ」

　おそるおそる出した手に載せられた革袋はずっしりと重く、口を開いて見ると、中には銀貨が何枚も入っていた。

　驚いて顔を上げたサタミに、雅彦は、

「この前、ちょっとした礼にって貰ったんだが、俺の世界じゃ使えないから。役に立つんなら使ってくれ」

　そう言って、照れたように笑んだ。

　だが、サタミにしてみれば、笑いごとではなかった。

　この人は、価値がわかっていないのだろうか？

　これだけあれば、少し贅ぜい沢たくをして、その上で半年は暮らせる。

　それをこんなふうに簡単に人にやってしまうことができるというのは、どこかおかしいとしか思えない。

　迷宮の中では否定していたが、本当は魔法使いなのかもしれない。それならば、金に価値をまったく見み出いださないのもわかる。

　だが、断る理由もなかった。

　サタミにとっては、いま、これほどありがたいものはない。これから何とか一人で生きていく算段をしなければならないのだ。

　商売を始めるにしても、元手がいる。

　特別なものではなく普通に流通している銀貨だから、盗品だとかいうこともなさそうだ。くれるというなら、貰っておこう。

「ありがとう」

　素直に言葉が出た。

　そういえば助けてくれたことも、ごはんをくれたことも、まだお礼を言っていなかった、と初めて気がついた。

「本当に、ありがとう」

「いいって」

　お礼を言われるのが苦手なのか、雅彦は少しぶっきらぼうに言って、どこか照れくさそうに眉を掻かいた。

「……君は、これからどうするんだ？」

「ネフリクの街に行ってみようと思うの。あそこは狩人たちが集まって、王都の次に活気があるっていうから」

「そうか……だったらひとつ、頼みがあるんだけど」

「頼み？」

「ゴーズィが草食で大人しいってことは、内緒にしてくれないかな？」

「どうして？」

　わけがわからない。安全なものを、どうして危険だと思わせておきたいのか。

「黙っていたら、これからもわたしみたいに生贄にされる子が出ると思う。それは、ほうっておけっていうの？」

「いや。だから、別の噂を流す。ゴーズィは若い娘じゃなくて、むしろ大人を好むってね」

　ふっふっふ、と雅彦は笑った。

　子供がいたずらを思いついたみたいな顔、とサタミは思った。

「そんなこと……信じる？」

　雅彦はきっぱりと頷いた。

「マタギがそう言っていたって言えば、きっと信じる。マタギってのは伝説の狩人なんだ。誰よりも獣のことを知っているってことになってるから、きっとそうなる。一応、俺はその孫だしね」

　狩人のことはよくわからないが、雅彦がそういうのなら、きっとそうなのだろう。少なくとも、この男はそれを信じている。

　だったら、わたしも手を貸そう。ゴーズィから生き残った者として、今の話を広める役なら担えるはずだ。そのくらいのお礼はしたい。

「うん、わかった」

　サタミはしっかりと頷いた。

「よかった！　助かるよ」

　助けてもらったのはわたしだけど、と思いながら、サタミは微笑ほほえんだ。

　その時、風が吹いてサタミの髪が雅彦の姿を隠した。そうして、風が止やんで髪が元に戻ったとき、雅彦の姿は、もうどこにもなかった。

　やっぱり、魔法使いだ。













　伊い豆ず見み雅まさ彦ひこっす。

　えー……こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしているわけですが、ちょっと飽きてきました。

　……はあ。

　で、今日は、八十二回目の遠征でーしーたー！

　七十回目から定期的に通っている地下迷宮で、いつものように搾さく乳にゆうと、人にん参じん採りにいってきたわけだけど、久しぶりに女の子と出会っちゃいましたよ。

　まあ、今度もやっぱり生いけ贄にえのために連れて来られたようだったけどさあ……。

　ゴーズィは、人を食べません！

　食べられるわけがありません！

　だって、あいつら頭が牛だし！　だから臼きゆう歯ししかないし！　たぶん胃も複数あるし！　反はん芻すうとかするし！

　どうして、そういう噂うわさが広まったんだかなあ……。

　確かに、ぎょっとする様子だってのは認めるぜ。複数の動物が掛け合わされた、自然の法則からしたらちょっとありえない生き物だし。

　じいちゃんの話じゃ、一種の魔物らしい。それが人の世界に取り残されて、細々と生き残ってるんだとか。

　近親交配を繰り返しているから種としてはかなり弱くなっていて、近い内に絶滅するだろうってじいちゃんは言ってたけど、俺の知る限り、あそこの二頭と、あとはどこかの森の奥の群れで最後だと思う。

　けど、惜しいよなあ……。

　何しろ、雌めすのゴーズィから搾しぼれる乳は、めっちゃ濃い！　生クリームみたいだから、そのまま飲むには適さないけど、料理に使ったら絶品です！

　特に、自分で作るリコッタチーズは最っ高！

　チーズなんて素人には作れるはずがないって思ってる？　いやいや。丁寧にやれば、そんなに難しくありません。

　……マタギ・クッキングー！

　今日は、絶品、ゴーズィのリコッタチーズを作りましょう。

　材料は、ゴーズィの乳、塩、レモン果汁。それだけ。

　それらを鍋なべに入れて、煮立たせないように気をつけながら温めます。しばらくすると固形物と半透明の液体に分離しますから、丁寧にガーゼで濾こしてやりましょう。

　あとは水気が切れれば──完成！

　こいつを食べたら、マジで他のチーズとか食べられないし！　そのためにも、ゴーズィは保護していかなくてはならないっ！

　……まあ、さすがに搾さく乳にゆうしてるところを見られたのは、気まずかったけど。

　ゴーズィって、首から臍へそまでは、体、人間だからさ。

　ミノタウロスのコスプレしてる人妻のおっぱいを揉もみまくって、母乳を搾しぼってるようにしか見えんわ！　俺がそう思ったし！

　…………。

　……ここだけの話、感触はまるっきり人間のおっぱいなんだぜ？　あんな巨乳の持ち主と付き合ったことないけど。

　まあ、他がまるっきり牛だから、興奮とか、全っ然しないけどね。搾られながら、平気でウンコとかぼとぼと落とすし。

　…………。

　……食いもんとウンコの話を続けてするなよ、俺。そりゃあ、食ったら出るけど、わかってても、普通は言わないんだよ！　下品すぎんだろーが！

　はい、ごめんなさい。

　ちょっと疲れてます。

　えー……ゴーズィの乳は、俺が食べたいからって理由で搾乳してるわけじゃないです。

　あれと叫人参デニジとを混ぜて発酵させると、じいちゃん発案、ビョウリウをおびき寄せる餌えさになるんだな。

　ものすごい臭においなんだよ、これが。

　世界一臭い缶詰とかって言われるシュールストレミングってあるだろ？　あんなもんじゃない。

　マジで、異臭騒ぎになりました。はい。なのでいまは発酵はあっちでやってる。

　もう少ししたら完成するんで、そうしたら、ビョウリウを狩りに行く。

　じいちゃんの腕を奪って、ガキの頃ころから俺の遊び相手で、じいちゃんの相棒だったヤマトを食らったやつだ。

　じいちゃんが、唯一、狩ることのできなかった獣だ。

　ロールを襲ってたやつとそいつが、同じ個体かはわからないけど、別に怨うらんでるわけじゃないから、同じじゃなくてもいいんだ。

　マタギとしての誇りの問題だ。

　けど、きっとあいつだと思う。根拠はないけど、そんな気がする。

　…………。

　今日はここまで。俺は、銃の手入れをして寝ます。













「……面倒臭い」

　思わず呟つぶやいてしまったロールは、後ろから軽く小突かれてつんのめった。危うく転びそうになるところを何とか踏みとどまる。

　怒りを込めて振り返ろうとした耳元に、

「声に出てるぞ」

　狩人かりゆうど仲間のエィガの囁ささやき声ごえがした。

　素早く周りを見回す。

　どうやら、他の人間には聞こえなかったようだ。皆、自分の仕事で忙しい。周りで、他の狩人たちが手にした棒で、木の幹や藪やぶを叩たたいている。それが仕事だ。

　こんなものは狩りではない。否、狩りには違いないが、自分たちの本気の狩りではない。生きるためのものではなく、貴族のお遊びだ。

　ネフリクの狩人組合に王都の貴族から要請があったのが、十日前。ハット大森林で大規模な狩りを行いたいので、そのための準備を、ということだった。

　貴族といっても要請してきたのは王族の端に椅子がある、高位貴族だ。組合に要請を断る力はない。とはいえ貴族も自分の噂うわさを気にするから、きちんと報酬は払われる。

　仕事は簡単だ。

　棒を振るって獲物を巣穴から追い出し、開けた場所で待ち構えている、貴族様のもとへ追い立てる。なるべく長く走らせ、素人でも矢を外さないくらいに疲れさせるのがコツだ。

　とはいえ、常に獲物がいるとは限らない。その場合のために、生け捕りにしたノチョが何頭か用意されている。

　これはもう、狩りと呼べる代物ではない。

　狩人は皆、自分の仕事に誇りを持っている。故に誰もが汚されたような気持ちを抱いているが、組合の方針には逆らえない。愚ぐ痴ちぐらい口をついて出ようというものだ。

　だが、もしも貴族の手の者に聞かれたら面倒なことになる。連中の権力は大きい。思っても口にしないのが、暗黙の了解だった。

「ごめん」

　小さく呟いて、ロールは作業を再開した。だが、いくら叩いても、めぼしい獲物は何も出てこなかった。

　ハット大森林は、ここ数日、不猟が続いている。

　古参の狩人の中には、不吉な予兆だという者もいたが、根拠を示せなかったため、意見は黙殺された。一応、貴族にも伝えはしたそうだが、当然、予定は変わらなかった。

　どさどさと何かが落ちてくる音がして、貴族に付いてきた従者たちの悲鳴が上がった。

　どうやら、フルリの木を叩いたらしい。

　害のない人の頭ほどの実に怯おびえる姿に、狩人たちは笑った。

　ロールも忍び笑いながら、そういえば、とマタギを名乗った男のことを思い出していた。あの異国の狩人──雅まさ彦ひこはどうしているだろう。

　彼のおかげでいい装備をそろえることができたし、過分の称号も得た。

　彼に出会わなければ、フルリを食べることなど思いもつかなかった。《トコロテ》は、今では《スラーン亭》の名物だ。

　調理法を教える際、一皿売れるごとに権利金が入る契約にしたおかげで、獲物が取れないときにも食べるには困らない。そのことで陰口を叩くものもいたが、石弓クロスボウの矢を買えなくて困ることはなくなった。

「休憩！」

　古参の狩人であるギノール老の声が木々の間に通り、ロールたちは棒を振るうのをやめた。

　朝からずっとだったし、さすがに飽きた。疲れた。

　あちこちで溜ため息いきが漏れ、ロールは棒を放り出してその場に座った。各々、用意した軽食を取ることを許されている。

「お疲れ」

　エィガがやってきて隣に座った。特に仲がいいというわけではないが、拒むほどでもない。

　お互い、胡坐あぐらをかいて足の間に弁当を広げた。

　油紙を開くと、エィガが珍しそうに覗のぞき込んできた。

「それ、なに？」

「ハンバーガー」

　エィガが首を傾かしげる。長く人里を離れていたから知らないのだろう。

「分厚く焼いたパァオに、挽ひいたノチョの肉を固めて焼いたものを挟んだ料理よ。マタギから聞いた調理法を、自分なりに再現してみたの」

「うまいのか？」

「まあまあね。ギウの肉で作ったほうがおいしいと思うけど、高いから」

　値段はノチョの倍はする。

「でも、臭み消しにたっぷり入れてる香草が、ノチョの独特の肉の甘みを引き立てるし、そのままだと、ぱさぱさするパァオが肉汁をたっぷりと吸って柔らかくなるし、腹に溜たまるわ」

「へえ……」

　欲しそうな目をしている。

　でも、だめ。ひとつしかないし、残念だけどこれはわたしのだ。狩人は食べ物に関してはなかなか厳しい。

　くれそうもないとわかったのか、エィガは自分の油紙を開いた。

　薄いパァオが三枚と、焼いた鳥肉が入っていた。強い香辛料の匂いがする。普段の狩りなら、こんなものは持ってこない。匂においで警戒される可能性がある。

「どうせお遊びなんだから、いいだろ？」

「もちろん」

　ロールは自分のハンバーガーにかぶりついた。

　肉は焼いてすぐに挟んだから、その時に染み出た肉汁をパァオがしっかりと吸っている。粗く挽いて肉のぷりっとした歯ごたえもいい。

　脂あぶらの少ない赤身肉を使っているから、冷めていても旨うまかった。ためしに酢漬けの野菜を挟んでみたのだが、肉の味をより際立たせてくれている。

　雅彦に振舞ったら、どんな感想を言ってくれるだろう。本物のハンバーガーはこうだ、とご馳ち走そうしてくれるだろうか。

　初めの頃は誰も信じてくれなかったが、最近は、マタギに出会ったという噂も増えてきて、ロールの言っていることは本当だったのかもしれない、と思ってもらえるようになってきた。

　エィガもそのひとりだ。

「そういえば、マタギだけど」

　水筒の赤あか茶ちやで乾いたパァオを喉のどに流し込んだエィガが、頃ころ合あい良く言った。

「新しい噂って聞いたか？」

　ロールは頷うなずいた。数日前に聞いたばかりだ。

「北の遺跡に現れたって話でしょう？　若い娘が、ゴーズィが棲すんでいるっていわれている迷宮から連れ出して貰もらったって」

「ふうん……それにしても、組合は何でゴーズィを狩らないんだろうな。あんな危険な獣だったら、依頼があったっておかしくない」

「その遺跡、噂じゃ、魔法がらみだって」

「ああ、そういうこと」

　狩人には、足を踏み入れない場所がある。そのひとつが、魔法がらみの遺跡や土地だ。

　海狩人ほどではないが、狩人は俗信を重んじる。魔法の土地に関わるな、というのはそのひとつで、それらは禁猟区とされている。

　ただ、土地以外はその限りではないから、禁猟区から出れば魔法生物であっても狩ることもできる。

　竜族の頂点である皇こう竜りゆうたちも、理論的には狩れる。あの連中は決して巣穴から出てこないから、夢物語でしかないが、雅彦なら、俗信など気にせずに、巣穴に入っていくかもしれない。

「ネフリクにいるんだろ？」

「マタギ？」

「いや、迷宮から助けられた娘のほう」

「ええ。スラーン亭に新しい料理の調理法を持ち込んで、貰った権利金で部屋を借りて市場で働いてるって。……直接、聞いたわ」

　チズフォンデュという、果実酒で溶き伸ばして小麦粉でとろみをつけたチズに、様々な具材を絡めて食べるという料理を知ったとき、マタギっぽいと思った。

　フォンデュという聞いたことのない単語がいかにもだと思い、娘に話を聞いたら、まさにマタギだった。

　雅彦に助けられたという噂はその時にはもう聞いていたロールは、現れたのが、若いというより幼い娘だったことに、何な故ぜかわからないが、ほっとした。だが、それは誰にも言うつもりはない。

　エィガは焼鳥を摘つまんだ手を舐ねぶり、ズボンで擦こすった。

「……上のほうじゃ、たとえマタギでも、勝手に狩りをするのは問題だって言ってるやつがいるって話、聞いてるか？」

「ええ、失礼な話よね」

　ロールは眉間に皺しわを寄せた。腹に据えかねる話だ。

「だいたい、わたしたちは組合に属さなくちゃいけないってわけじゃないでしょう？　自由狩人だっているじゃない」

　狩りをするのに、特別な免状は必要ない。治める領主がいる土地は別だが、狩場のほとんどは森や山など、耕作地ではない領地外の地である。

　狩人が組合に所属するのは、獲物の取り引き代行や、情報、猟具や支度金を借してくれるなど、便利なことが多いからだ。

　代わりに、今日のような用事をこなさなくてはならないこともあるが、そうした些さ事じを苦と思うなら、自由狩人でいてもいい。

「偉そうにしてれば、いうことを聞くって思ってるんだろ？」

　エィガも年寄り連中の小言にはうんざりしているのだろう、忌々しげに鼻を鳴らした。

「けど、本音じゃ、マタギの名前を借りたいんだろうさ。狩人になろうって奴も減ってるからな。このままじゃまずいって考えるぐらいの危機感はあるんだろ」

　理屈はわかるが、雅彦が入ってくれるとは思えなかった。彼には必要がない。あんなすごい猟具は組合にはないし、支度金に困っているとも思えない。

　ハンバーガーを食べ終わったロールは、油紙を畳んで鞄かばんに押し込み、立ち上がって、尻についた乾いた土を払った。

「ま、わたしたちは組合の力を借りないと、まともな狩りはできないけどね」

「おまえはそうでもないだろ？　ビョウリウの尾肉を持ち帰ったんだ」

「あれを売った金なんて、とっくにないわよ。手に入れられたのもマタギのおかげだし。いい猟具を手に入れられたのはよかったけど」

「うらやましいぜ」

　ロールは笑った。こういう風に言われるのには、もう慣れた。

「ほら、作業が再開されるわよ」

　鞄を背負い、再び手にした棒で、エィガの背を軽く叩いた。石弓を持参していないので、肩の辺りが頼りない。事故を防ぐためだと組合は言っているが、本音は暗殺を防ぐためだ。誰かがそれを請け負って、石弓を貴族に向ける可能性を怖れているのだ。

（馬鹿にしてる）

　狩人ならば誰しも怒りを覚えるだろう。まともな狩人は石弓を人に向けたりしない。もしそんなことをするやつがいたら、そいつは狩人ではない。

　エィガも嘆息して立ち上がった。

　どん、と太鼓が遠くでひとつ鳴り、作業の再開が知らされた。ロールはエィガと少し離れ、間隔を空けて、藪や枝を叩きながら歩き出した。

　だがやはり、いくら叩いても大きな獲物は出てこなかった。小さな鳥などは、何羽も飛び立ったが、貴族のいる方へ追い込むのは難しい。

　そのうちに、皆、狩場である開けた丘に出てしまった。

　丘のてっぺんでは、やけに派手な服を着た連中がのんびりと座っている。狩りというより野遊びにでも来ているかのようだ。机まで用意し、料理を広げている。

「ノチョを出すみたいだぞ」

　エィガの言葉に丘の麓ふもとに目をやると、大きな箱が運び込まれるところだった。空気穴がいくつか開いていて、側面の板が上げられるようになっている。

　貴族の一人が立ち上がり、巨大な弓を手にした。この狩りをごり押しした張本人だろうが、ノチョを狩るにはあの大きさの弓では威力が弱い。脇わきに控えた男たちが石弓を手にしていて、実際にとどめを刺すのは彼らなのだ。

　側板が引き上げられると、中からノチョが飛び出してきた。

　足が遅い。

　あれは家畜だ、とロールは気がついた。たっぷりと餌えさを与え、太らせてあるのだ。簡単に矢を当てられるように。

　どこまでも遊び。ここに石弓があったら、間違いを装って先にノチョを仕留めてやるのに。

　だが、あんな獲物でも貴族は喜んでいる。およそ狩り向きではない大弓を構えて弦を引き絞り、番つがえた矢を放った。

　外れ！

　石弓の方が狙ねらいを付けやすいのに、とロールは思ったが、古参の狩人の中には、弓を手放さない者もいる。

　貴族は家に縛られて、古い因習を大切にしているから、何かのこだわりがあるのかもしれない──と言ってもこれは狩りなのだから、当たらなければ意味はないのだけれど。

　貴族は笑いながら、第二矢を番えて再び弦を引き絞った。短い足を懸命に動かして、丘を駆け上るノチョ。貴族の両隣りに立つ男らが、石弓を構えた。おそらく、二射目を外すことはない決まりなのだろう。

　その第二矢が放たれようとした刹せつ那な、黒い影が頭上を疾はしった。その場にいた誰もが空を仰いだが、姿を捉とらえることはできなかった。

　次の瞬間、大きな地響きとノチョの断末魔の悲鳴が上がった。振り向いたロールは、そこに懐かしくも恐ろしい姿を見て、肌が粟あわ立だった。

「幻げん月げつノ目め！」

　誰かが叫んだ。

　見間違いようもない漆黒の獣が、そこにいた。

　四足で大地に立ち、黒い翼を折りたたんで、周囲を睥へい睨げいしている。平たい顔の大きな口は、肉が裂けたように赤い。尖った耳は、どんな些さ細さいな音も聞き逃すまいと、忙せわしなくあちこちを向く。

　前に見た個体よりも二周りは大きかった。樽たるほどもあるノチョを後ろ足でやすやすと押さえ込んでいる。だが、その尾は途中から色が変わり、新しい。

　あのときのビョウリウだ、とロールは直感した。確かな証しがあるわけではない。だがそう思った。

「すごい！　これぞ、私に相応ふさわしい獲物ぞ！」

　貴族が叫んだ。恐怖からではない。その声には隠しようもない喜びが滲にじんでいた。

「このベルベルド・ハル・ラムキー様が、見事、仕留めてくれよう！」

　貴族が、ラムキーという家名だということを、ロールはいま初めて知った。男は意気揚々と大弓を構えなおし、矢をビョウリウに向けた。

「おやめください！」

　石弓を持つ二人が押し留めようとしたが、間に合わなかった。矢は勢いよく放たれ、偶然であろうが、ビョウリウの眉み間けんに見事、命中した。

　だが、当たっただけだ。

　鏃やじりはビョウリウの固い鱗うろこに阻まれ、乾いた音を立てて跳ね返って地面に落ちた。

　カカカカッ、と笑うような声をたてて、ビョウリウは地面を蹴けった。後うしろ肢あしの爪つめが土を抉えぐって跳ね飛ばし、爪に胴を寸断されたノチョが血と臓物を振り撒まいた。

　え、と貴族が呆ほうけた顔で天を仰いだ。

　瞬まばたきするより早く、ビョウリウがそこにたどり着いていた。そうして、貴族はその間抜け面のまま、ビョウリウにがぶりとやられた。

　骨が嚙かみ砕かれる異様な音と、くぐもった悲鳴が丘に響いた。ビョウリウの歯の間からぶしゅぶしゅと貴族の血が溢あふれ、飛び出した手足がおかしな方向に跳ね回って痙けい攣れんした。

「逃げろ！」

　叫んだのは、誰だれであったか。

　狩人たちは一斉に森へと走った。開けた丘では逃げ場はないが、木々の間ではあの巨体は動きを制限される。

　反応が遅れた貴族の家族や従者、侍女たちが、次々と餌え食じきとなった。翼の一撃で背骨を砕かれ、恐ろしい四肢に踏み敷かれ、尾の一撃で潰つぶされ、尾剣で真っ二つにされた。狩人たちはその隙すきに、さらに遠くへ逃げた。

　貴族たちに悪いとは思わない。狩場では、誰であれ最後は、自分の命は自分で守らねばならないのだ。

　悲鳴が遠くなったと思って、安あん堵どしたのはひとときだった。隠れていた鳥たちが一斉に飛び出し、枝がいくつも叩き折られる音がして、それが近づいてくるのがわかった。

　まさか、憶おぼえているはずはない。

　けれどもそういう運──悪くても良くても──というものは、確かにある。

　最初の出会いが幸運をもたらしたのだとしたら、帳ちよう尻じりを合わせるために、悪運を纏まとってやってきた、ということは、本当にあるのだ。

　後ろで誰かの悲鳴がした。

　ビョウリウに追いつかれたのだろうか。きっとそうだ。

　だが、ロールは走り続け、その間だけ少しばかり距離は開いたが、すぐにまた恐ろしい音を立てて、死そのもののような黒い獣が、迫ってくるのがわかった。

　ロールは走りながら、飛び込めそうな穴を探した。ビョウリウの体格を考えれば、人がぎりぎり入れるくらいの横穴に逃げ込めば、助かるかもしれない。できればノチョの巣穴がいい。それならビョウリウの頭も入らない。

（──あった！）

　ロールは自分の幸運を神に感謝した。斜面に開いた穴に飛び込み、腕と腰を使って奥へと進んだ。ノチョの巣穴は一番奥が丸い部屋になっている。そこでなら、体を返すことができる。土を崩して通路を塞ふさぎ、自分の臭においを消さなくてはならない。

　必死に這はい、少しだけ広い半球状の場所に出たロールは、素早く体を返して通路に頭を向けた。ずっと遠く、巣穴の入り口にエィガの顔が見えた。

　目が合った。だが、この巣穴に二人は無理だ。彼もそれを悟ったのだろう、後退して立ち上がろうとした瞬間、鞭むちのような闇がその体を叩き折り、跳ね飛ばした。

　ロールは口を手で押さえた。

　穴の向うを、血を滴らせながらビョウリウの尾剣が過ぎていく。その後で、夜が訪れた。何かが巣穴を塞いだのだ。

　漆黒の中、息を殺してじっと動かずにいると、突然、月が昇った。

　否、そうではない。

　ビョウリウの目だ！　巣穴からこちらをのぞきこんでいる！












　石弓があれば、とロールは歯嚙みした。携行を許さなかった組合を恨うらんだ。生き残ったら、必ず問題にする。そして責任を追及してやる──生き残ったら！

　だが、望みはないと思えた。

　向うはこちらを見つけた。この程度の穴は、時間をかければ崩されてしまう。その手間を惜しんでくれることを願ったのだが、その気配はなかった。

　明らかにこちらのことを憶えている。それは恐ろしい目を見ればわかった。

　その時、不意にビョウリウが顔を上げた。

　直後、凄まじい雷鳴が轟とどろき、ビョウリウのであろう、悲鳴のような雄お叫たけびが上がった。地響きがして、羽ばたき音と共に土つち埃ぼこりが巣穴に入ってきて、小石の粒が顔にあたった。

　収まるまでじっと待って、ロールは慎重に巣穴を這い出した。

　ビョウリウの姿はなかった。

　辺りの木々は薙なぎ倒たおされていたが、エィガも見当たらない。遠くへ飛ばされてしまったのだろうか。おそらく死んでいる。間違いなく骨は砕けていた。音がした。

　彼は運がなかった。自分には運があった。悲しいが、それだけのことだ。あれだけの圧倒的な力の前では、狩りの技量など関係ない。

「──おおい」

　聞き覚えのある声に、ロールは振り返った。木々の間を奇妙な、だが見覚えのある服装の男が、こちらに来るのが見えた。

「マタギさん！」

　見間違えるはずはなかった。あれだけのことがあって、どうして忘れられようか。手にはあの凄すさまじい威力の猟具《ライフル》を持っている。先刻の雷鳴はその音だ。

　巣穴の前に来た雅彦は、辺りを見回して顔を顰しかめた。

「ひどいな……大丈夫か？」

「うん、わたしはなんでもない。だけど、どうしてここに？」

「ここ数日、この森から獣たちの姿が見えなくなったって聞いて、ビョウリウが戻ってきたんじゃないかと思って来てみたんだ。あいつは、いくつかある餌場を巡回するから」

　ビョウリウがそんな行動をするとは知らなかった。

　マタギの秘知かもしれない。

「それで、マタギさん。あいつは？」

「逃げた。弾たまは当たったと思うんだけど──」

「──ロール！」

　雅彦の話を遮るように自分を呼ぶ声がして、振り向くと、見知った狩人が、ぎょっとした顔で立ち止まった。

　セヴフェだ。中堅の狩人で、四十を越えている。雅彦に驚いたのだろうが、それどころではないと思いだしたように、あえて彼を無視して近づいてきて声を潜めた。

「……幻月ノ目が街に向かった。手負いだ。片目が潰つぶれてた。やばいことになるぞ」

「やっぱ、当たってたか！」

　雅彦が手を叩くと、セヴフェは、こいつはいったいなんだ、という顔をした。

「マタギよ」

　ロールが答えると、セヴフェは目を瞠みはり、まじで？　と呟いて雅彦を見た。




「これがネフリクかあ……」

　ロールと共に森を抜け、街に入った雅彦は、感嘆した様子でそう呟いた。ようやく来ることができた、といった気持ちが声の調子に滲んでいる。

「じいちゃんから聞いてから、一度、来てみたいと思ってたんだよな。だけど、騒ぎになっても困るし、どうしようかとずっと迷ってたんだ」

「雅彦なら、皆、大歓迎よ。なんといっても、あのマタギの孫なんだから」

　ロールはそう言ったが、残念ながら紙吹雪を持って出迎えられることはなかった。街は大混乱の最中にあって、ロールたちの帰還にも構ってはいられない様子だった。

　小ぼ火やのようなものは起きているが、街を焼き尽くすような大火にはなっていない。

　魔法を操り、火や吹雪を吐くと言われている皇竜とは異なり、ビョウリウは竜の仲間ではあっても、あくまでも獣である。爪は剣のごとく斬きれ、牙きばは小刀のように鋭く、麻ま痺ひ性の毒を分泌しても、火は吐かない。

　とはいえ、一軒家ほどもある空を飛ぶ獣が暴れまわれば、ぶつかっただけでも屋根や壁は壊れ、屋台は潰れる。

　手負いとなったビョウリウは秩序も何もなく、手当たり次第、目に付いたものに襲い掛かっては、嚙みつき、切り裂き、叩き潰していた。

　ここからだと姿は見えないが、何かがぶつかる衝撃音と悲鳴が、遠く聞こえる。近くの店の屋根にも爪あとがくっきりと残っていた。

「一発で仕留められなかったのは、痛いな……」

　雅彦が小さく息をつく。

「失態だ」

「いや、あんたのせいじゃない」

　森から共に付いてきたセヴフェが言った。その手には、大弓の矢が握られている。だが、彼の得え物ものではない。

「それは？　セヴフェ」

「貴族が使ってた奴だ。鏃にマタイ茸だけの毒が塗ってあった。刺さらなかったが、頭に当たった時に飛沫しぶきを吸い込んだせいで、あんな見境のない暴れ方をしてるに違いねえ」

「マタイ茸？」

　首を捻ひねった雅彦にロールは、

「毒どく茸きのこで、食べるとぐらぐらしたり、幻を見たりするの。真まっ直すぐ歩けなくなって狙いやすくなるから、貴族連中が遊びで狩りをする時によく使うの。肉が汚染されて売り物にならなくなるから、わたしたちは使わないけど」

「よかった。じゃあ、あいつは食べられるんだな？」

　ロールもセヴフェも、思ってもいなかった言葉に驚いて、嬉うれしそうに笑むマタギを見た。冗談で言っているわけではなさそうだ。

「狩れれば……可能だと思うけど」

「よし」

　雅彦は、拳こぶしを掌てのひらに打ち付けた。

「それじゃあ、人手を集めてくれ。手を貸してほしい。あの大物に立ち向かう勇気のあるやつは、この街にどのくらいいる？」

　セヴフェの顔色が変わった。握った拳をマタギの胸に、どすん、と叩きつける。

「どのくらいだと？　この街は、狩人の街だぞ。全員に決まってるだろうが！」

「そりゃすごい！」

　茶化しているわけではなく、雅彦が本気でそう思っているらしいことは、目を見ればわかった。その態度には、むしろセヴフェの方が戸惑った様子だった。

　余計な期待を抱かせてしまったのではないだろうか。

　街の人間全員というのは大おお袈げ裟さ過ぎる。

　確かにここは狩人の街と言っても過言ではないが、全員がそうというわけではない。

　街の人口は八百人を超すが、その内、狩人は五十人もいないだろう。他はそれぞれ共同体を成り立たせるための様々な仕事についている。

　彼らにビョウリウに立ち向かうのは無理だ。

「……二十人だ」

　セヴフェは指を二本立てて言った。

「おそらく、いま戻っているのは、その程度だ。足りないか？」

「いや、十分だ」

　雅彦は腰に手を当てて、不敵に笑った。

「老練の狩人がそれだけいれば、あの程度の獲物なら、なんてことはないだろう？」

　そんなことを言われて尻込みをするような狩人は、この街にはいない。言うじゃねえか、とセヴフェも笑い返し、

「ロール！　俺は先にスラーン亭に行ってるぜ！　マタギさんを案内してやりな！」

　言って、彼は走りだした。先乗りして、事情を説明しておいてくれるのだろう。

　確かに自分が話すより、中堅の彼の方が、他の狩人たちも聞く耳を持つに違いない、とロールは思った。

「広場、あるかい？」

　周囲をぐるりと見回して、雅彦は訊きいた。

「ビョウリウが降りられるような広い場所があるといいんだけど」

「あるわ。こっち」

　雅彦を手招き、ロールも歩き出した。遠くでビョウリウの、カカカカッ、という耳に障る鳴き声が上がり、何かが破壊される音、悲鳴が続いた。




「方法は単純だ」

　スラーン亭に居並ぶ狩人たちを前に、雅彦は堂々としたものだった。

　彼が伝説の狩人であるマタギの孫であることを疑うものもいたが、ライフルでビョウリウを追い払った場面を目撃したセヴフェの証言が、面と向かって問うことを封じた。

「ビョウリウの好む臭いを塗りつけた肉の塊かたまりを広場に置いて、そこへ追い込む。臭いは強烈だから、ある程度の距離まで近づけば、向うで気づくはずだ」

「毒が仕込んであるのか？」

「肉に？　まさか。そんなやり方は、あんたたちも好きじゃないだろう？」

　狩人たちは、もちろん、と笑った。

「けど、追い込むって言っても、どうやるのさ」

　中堅狩人の女が、煙管きせるから吸い込んだ紫煙を歯の間から洩もらしながら聞いた。

「向うは空を飛んでるんだよ？　石弓が届く距離じゃないし、届いたって小枝くらいにしか感じないんじゃないのかい？」

「じいちゃんがしてくれた話じゃ、ビョウリウは耳が良い。良すぎるんだ。大きな高い音を嫌う。耐えられない。だからこいつを使う」

　雅彦は、太い筒に細い棒を挿したものを取り出して見せた。筒からは短い紐ひもが出ているが、どう使うのかはさっぱりわからなかった。

「この短く出ている紐に火をつけると、怪鳥のような音を立てながら飛んでいくんだ。仕組みは……まあ、マタギの秘伝ということで」

　何人かは不満げな顔をしたが、ほとんどの狩人たちは、むしろ仕組みなど知りたくもないという様子だった。

　ロールも同じだ。《魔術》にはあまり関わりたくはない。

「こいつで、周辺から広場へ向けて追い込んでいく。臭いに気づけば、あいつは逆らえない。猫にマタタビみたいなもんだな」

　例えの意味がわからず、狩人たちは顔を見合わせた。だが、雅彦は、説明してくれる気はなさそうだった。

　古参の狩人であるドーツが、太い腕を挙げた。彼は、小型の竜種を何頭か狩ったことのある猛も者さだが、ビョウリウを狩ったことはないはずだ。

「追い込んで、そのあとは？」

「こいつで仕留める」

　雅彦は、肩のライフルを叩いた。あれがロールの言っていた雷筒か、と囁く声があちこちで起こった。

「30‐06スプリングフィールド弾でもはじかれたから、じいちゃんの考えた特別製の弾を使う。ビル・マーグラの一番硬い骨を弾頭に加工し、ラード・クラッバの目の管を薬やつ莢きように使って作った逸品だ。森で一発使っちまったから、残るは一発」

「よくわからんが、一射で決める必要があるってことだな？」

　ドーツの問いに、雅彦は頷いた。

「よぉし、わかった」

　ドーツは膝ひざを叩いた。

「やってやろうじゃねえか。ここで逃がしたら、ネフリクの狩人の名折れだ。貴族を死なせちまった分も、取り戻さねえとならねえ。俺たちのせいじゃないとしても、だ」

　不満げな狩人たちを一いち瞥べつする。

「マタギと共に幻月ノ目を仕留めたってことになりゃあ、俺たちの名も上がるし、貴族連中の溜りゆう飲いんも下がるってもんだ」

　全員が快諾というわけではなかったが、それでも総意は得たのだとわかった。雅彦がこっそり小さく親指を立てて見せたが、ロールには意味はわからなかった。

「それで、マタギ。次は？」

「……俺は、広場を囲む家のひとつでビョウリウを待ち構えて──仕留める。うまくいったら皆で食べよう。尻尾の肉は前に食べたことがあるけど、旨かった！」

　ごくり、と狩人たちの喉が鳴った。基本的に狩人という連中は食い意地が張っていて、旨いものに目がない。

　それはロールも同じで、もう随分経たっているのに、尾肉の《ステーキ》という料理の味が舌にまざまざと蘇よみがえってきて、唾つばが湧わいた。

　雅彦はにやりとして、ぱんと手を叩いた。

「それじゃあ、始めよう！　あいつが逃げてしまわないうちに！」




　街のほぼ中央に位置する広場には、二階家と同じくらいの大きさの像が建っている。組合を作ったといわれている初代の組合長、アーティスの像だ。

　石弓のような便利な猟具はまだなく、貴族の使っていたような大弓を背負い、狩った獲物を誇らしげに掲げている。

　その像の腕に、魚を獲とるための網が引っ掛けられていた。マタギの話では、ビル・マーグラを獲った時に、漁師にもらったものだという。

　中には枝にしたギウの肉が入っている。表面に、マタギが持ってきた発酵物を塗ってあり、その臭いが待ち伏せをしている部屋の中にまで漂ってきていた。

　あんなものをビョウリウは好きだというのだから、わからない。

　ニャコという獣もよくわからなかったが、四足肉食獣であるディガーをすごく小さくしたような、愛あい玩がん動物らしい。

　雅彦はさっきから微動だにせず、像にぶら下がった枝肉に狙いを定めている。まるで建物に同化してしまったかのようだ。

　周囲の住民は避難させ、いまは完全な無人だ。

　ロールは邪魔をしないよう、窓からは離れて座っていた。動いてしまって、ビョウリウに気づかれたらおしまいだ。

「……じいちゃんはさ、ビョウリウに腕を嚙みちぎられて、マタギをやめたんだ」

　唐突に雅彦はそう言ったが、顔は像に向けられたままだった。

「その時、じいちゃんを守ってヤマトも死んだ。そういうこともあるってことは、当然、覚悟してたと思う。銃を構えることもできなくなって、もう自分じゃ狩れないことはわかってたはずだけど、それでも時々こっちに来てたんだ」

　ヤマトというのはマタギが連れていた従者のことだろうか。言葉の通じない、頭付きの獣の皮でつくった外がい套とうを、裸の上半身に着けている男がいたと聞いている。

「きっと、ビョウリウを狩る方法を調べていたんだろうな。じいちゃん、負けず嫌いだから。狩れない獣がいたままじゃ、死んでも死に切れないってとこだろうな。実際、そんなようなこと言ってたし」

「……じゃあ、あなたはマタギの仇かたきを討つために？」

「まさか」

　こちらを見ることなく、雅彦は笑った。

「俺たちだって数多あまたの命を奪ってるんだから、狩られたからって文句をいう筋合いのもんじゃないって、じいちゃんも言ってたし」

「なら、どうして？」

「じいちゃんの最期の仕事をやり遂げたいっていうのが半分かな」

「……あとの半分は？」

「俺が、あいつを狩りたいんだ」

　顔は見えないが、雅彦はいま笑んでいるように思えた。

　ロールも、彼の気持ちはわかった。死ぬような目にも遭わされはしたが、あの美しくも恐ろしい獣を見て、狩りたい、と思わないようなら、そいつは狩人ではない。

　そうね、とひとりごちて、ロールは窓の外へ目をやった。そうして、あとは静かにビョウリウが現れるのを待った。




「けったいなもんだよなあ」

　街の外郭の屋根に上ったドーツは、マタギから預かった《魔術逸品》と思われる奇妙な道具に眉をしかめた。

　マタギはこれを『ロケタハナビ』とか言っていた。

　筒を上に向けて、棒の方は一輪挿しの花瓶に挿してある。筒の紐に火を点つけると、皇竜のように炎を吐いて飛んでいくらしい。

　なので、棒を手で持っていたら駄目だということだった。

「……本当に倒せると思いますか？」

　両手で花瓶を持っている弟子の狩人が、不安そうに囁いた。屋根の上では逃げ場もないというのもあるだろう。

「知らねーよ。だが、自信はあるみてえだな」

「マタギの孫だからですか？　というか、あの男は本当にマタギの孫なんですか？」

「知らねーよ！」

　怒鳴られ、若い狩人は首を竦すくめる。その様子に、ドーツは小さく舌を打った。そういえばこいつの名前も知らない。

「……俺がマタギに会ったときは、もう爺さんだったからな。若い時分の顔を知らねえんだから、あの男がマタギに似てるかどうかなんぞ、わかるわけがねえ」

　はあ、と呟いて、若者はもう質問をしようとはしなかった。

　この男に限らず、若い奴らと話すと苛いら々いらさせられることが多い。年を取ったということなのかもしれないが、何でも訊けば答えてくれると思っているところが腹が立つ。

　自分も昔はそうだったか、思い出そうとしたが駄目だった。

「ん？」

　微かすかな獣臭を感じて、ドーツは首をめぐらせた。

「来た」

「え、ど、どこですかっ!?」

　若いのが慌てた様子で頭を振る。もっと目を鍛えろ、とひとりごちて、ドーツは男の頭をつかんで捻った。

「あっちだ。花瓶をしっかり持ってろ。動くんじゃねーぞ」

「は、はいっ」

　ドーツは懐から火打石を取り出し、両手に握った。ビョウリウの姿が、曇った空に染みのように見えた。ぐんぐんと大きくなる。

「思ったより速はええな」

　不安そうな顔になった若いのを無視して、ドーツは石を打ち合わせた。火花が散る。それが筒から伸びた紐に点くと、どういう仕組みか、筒に向かって火が奔はしった。

　シュバッ、と音を立てて筒の尻の部分が光ったと思うと、ロケタハナビは耳を劈つんざくような高い音を発しながら、空へと飛んだ。

　その音に驚いたのか、ビョウリウは体を捻って空中でむりやりに方向を変えた。あっという間に街の中へと戻っていく。

「た、助かった……」

　へたり込む若いのの頭を、ドーツは小突いた。まったく。こんな情けないことでは、狩人の将来が案じられる。

　そういえば俺もよく殴られたな、とドーツは拳のひりつきを感じながら、若い頃を思い出した。だとしたら、存外、大丈夫なのかもしれない。

「俺もマタギに、そう思われてたのかね……」

「え？」

　涙目で自分を振り返った若い狩人に、ドーツは、なんでもねえよ、と笑いかけ、落ちない程度の力で、背中を叩いた。

　別の狩人が飛ばしたロケタハナビの音が、遠くで聞こえた。




　来た、と思いながら、ロールは声を出してしまわないよう、自分の口を押さえた。

　大きなはばたき音と共に、ビョウリウが降りてくる。

　やはり、前に見たよりもでかい。

　初代の像の前に立ったその頭は、丁度、ギウの枝肉の前に届いている。

　ふんふんと鼻の穴が大きく開き、巨大な耳と金色の目が片方、警戒するように素早く四方に動く。潰れた方の目から流れでた血はすでに固まっている。

　対して、雅彦は微動だにしない。

　初めからそこに置いてあった家具のようだ。人間、ここまでじっとしていられるものか、とロールは感嘆した。

　待ち伏せは狩人の基本だが、まだとても自分はこの域に達してはいない。

　やがて、ビョウリウは誰もいないことを確信したのか、網袋に嚙み付いた。だが、網は破れない。細い金属を編みこんであるらしい。

　激しく首を振ったが、無駄だった。網からはみ出た部分を齧かじり、いらいらしたように前肢で掻かいたりしたが、爪は引っかかるものの、やはり網は切れなかった。

　そろり、と雅彦の指が動いた。

　ビョウリウは後肢を折りたたんで座り、首を伸ばして長い舌で枝肉の表面を嘗なめた。塗ってある発酵物は、人にとっての酒のようなものだというから、酔っているのかもしれない。

　そのまま、ぴちゃぴちゃという音だけが響く。

　雅彦の伏せた背中が、ぐうっと盛り上がったと見えたその時、ビョウリウの首がぐるんとこちらを向いた。

　気づかれた！

　黒い翼が大きく広がり、後肢の筋肉が倍にも張る。だが、跳躍に移ろうとした瞬間、ライフルが雷鳴を轟とどろかせた。

　ばんっ、と破裂音がして、ビョウリウの後頭部で肉と血が弾はじけた。巨体がぐらりとゆらぎ、像にもたれかかるようにして、ずるずると倒れた。

　ビョウリウはもう、ピクリともしなかった。

　体の全ての力を抜くように、雅彦は大きく息を吐ききった。先刻と違って、背中がとても小さく見える。

　あっけないものだが、狩りは本来こうしたものだ。獲物に追いかけられるなど、誉ほめられたことではない。

　そもそも、狩りのほとんどは罠わなを仕掛けて行う。石弓で仕留めることは稀まれで、だからこそ貴族の狩りは遊びなのだ。

「……やったぜ、じいちゃん」

　雅彦が小さく呟き、拳を握った。

　ロールはそれがまるで我が事のように誇らしく、胸が熱く燃えて、勝利の雄叫びを上げそうになるのを、ぐっと堪こらえねばならなかった。




　ビョウリウの血抜きには丸一日かかった。

　初代の像に逆さに縛り、首のところの鱗を剝はいで深く裂くと、あとは流れるに任せて樽に貯ためた。だが用意した分だけでは足らず、民家の風呂も持ち出す騒ぎになった。

　その間、雅彦の姿はなかったが、誰もビョウリウを横取りしようとは考えなかった。それは狩人の信義に悖もとる。戻ることを疑っていなかったのだ。

　事実、雅彦は戻ってきた──マウを必要としない《魔術逸品》の荷車に、おそろしく巨大な鍋なべと、分厚い鉄板を何枚も積んで。

「じゃあ、捌さばいて食べようか！」

　集まった人々に、雅彦は当たり前のように告げた。

　これだけの獲物を独り占めにはしないだろうと誰もが思ってはいたが、実際にそう告げられると実感が湧わき、おお、と喜びの声が上がった。

　ロールの話を馬鹿にしつつも、本当だったら食べてみたい、と思っていた狩人がいかに多かったかが、図らずも明らかになった。

　像から下ろすと、まずは一枚ずつ丁寧に鱗を剝いだ。生きているうちは刃やいばが通りそうもなかったが、コツをつかむと楽に外すことができた。もとより多くの獣を捌いてきた身だ。街の狩人が総掛かりで行えば、そう時間はかからなかった。

　取れた鱗は一枚でも相当な金になる。これだけあれば、胴どう鎧よろいをいくつか拵こしらえることもできるだろう。それを王都の貴族に売ったら、一生食うには困らないかもしれない。

　とはいえ雅彦の取り分を抜かせば、一人頭の鱗は、四、五枚といったところだった。

　それから、皮を剝ぐのに邪魔になる翼を外した。付け根に刃を入れて丁寧に筋を切ってやると簡単に取れたが、片翼でも大人が三人掛かりでないと持てなかった。

　次に喉から腹側の皮に切れ目を入れ、頭を落として皮を剝ぐことにした。前肢を像に結びつけ、口に縄を巻いて全員で首の骨を切った頭を引っ張ると、みりみりと音を立てて皮は剝がれた。

　頭が損傷していなければ、そのままでいい敷物になったろうが、頭は切り離して壁掛けにした方が見栄えはいいだろう。

　これはビョウリウに限らないが、内臓を抜くのには細心の注意を払った。胃や腸を破ると肉が汚染されてしまう。病気を持っていなくても、糞ふんに塗まみれた肉を食べる気がしなくなるのは道理だ。臭いも染みてしまう。

　幸い、腸はうまく抜くことができ、爪の毒どく腺せんも綺き麗れいに取れた。翼と同じように四肢を外し、背中や腹、尾などに分けると、ようやく食べ物らしくなった。

　さすがに汗だくになったので、交替で行水に行き、その間に街の人間にも手伝ってもらって、雅彦の指示の下、調理の準備にかかった。

「ビョウリウの《唐揚げ》と《ステーキ》と《焼肉》を作る」

　彼はそう言ったが、ほぼ全ての人間にとって、初めて聞く料理ばかりだった。ロールも、ステーキだけはわかったが、他の二つは謎なぞだった。

　雅彦はまず、それぞれの席の前に煉れん瓦がを低くいくつも積んで囲いを作らせ、中に炭を入れて火を熾おこし、鉄板を乗せて焜こん炉ろを作った。

　中央に設けた煉瓦炉には鍋を置き、そこに相当な量の油を注がせた。

　それから解体を続けていた狩人たちに、

「肉は部位ごとに、指の幅くらいの厚さに切ってくれ。それで、どれがどこの肉かわかるようにして、一人分ずつ、皿に盛り付けて欲しい」

　そう指示した。

「なんの意味がある？」

　面倒そうなドーツに雅彦は、

「肉の部位による違いを味わうためだよ。歯ごたえや汁気、もちろん、味も違うはずだから試してみないと」

「焼いちまえば同じだと思うがなあ……」

　そう言いつつ、ドーツは雅彦の言うことに従うことにしたようだ。

　腿ももの肉の半分は、一口大に切って塩と香辛料と麦酒と果実酢の調味液で下味をつけ、小麦粉をまぶした。麦酒と酢は肉を柔らかくするらしい。

　残りの半分は分厚い一枚肉にして、あとは言われた通りの板状にして皿に並べた。

　尾は骨付きのまま関節で切った。ビョウリウの尾は稼動箇所が多いので、それなりの量になったのは良かった。これは、オーボーン・ステーキだ。

　外した翼はそのまま調味液に浸して軽く叩き、腿肉と同じように小麦粉をまぶした。追加で《翼の姿揚げ》にするらしい。

　成形時に出た肉の切れ端は叩いて挽ひいて、ダチウの卵、焼いたパァオを摩り下ろしたものを加えて粘りが出てくるまでよく練り、塩と香辛料で味をつけると、拳くらいの大きさの丸い形に整えた。掌を往復させてぺったんぺったんと空気を抜いたのだが、音と感触がおもしろく、皆で笑いながらかなりの量の丸挽肉を作った。

「ハンバーガー？」

　ロールが訊くと、いや、と雅彦は首を振った。

「パンに挟まないから、ハンバーグだ。肉だけ食ってもうまいんだぜ？」

　思わず、ごくりと喉が鳴ってしまった。

　全ての準備が整ったのは、じきに日が暮れる頃だった。

　篝かがり火びが焚たかれ、明るく照らし出された広場の中央の像には、外されたビョウリウの頭が捧げられ、肩には剝がした皮が外套のようにかけられていた。

　狩人ではない街の人間もかなり集まってきていて、量は少ないが希望するものには肉を分けることになった。金を出せばさらに量が増える。

　挨あい拶さつを、と言われて、雅彦は少し気恥ずかしそうに、像の前に立った。それでも満足げな顔をしている。小さく咳せき払ばらいをすると、

「えー、こういうことには余り慣れてないんで、短くすませようと思います。俺の祖父は、マタギです。マタギっていうのは名前じゃなくて、俺の国で特別な狩人って感じの意味で、本当の名前は、伊い豆ず見み歳とし三ぞうといいます」

　そうだったのか、という声があちこちで漏れる。

「じいちゃんは、いい人生を送ったと思います。ただひとつの心残りは、ビョウリウを狩れなかったことですが、それも今日、こうして俺が代わりに、みんなの力を借りて果たすことができました。きっと草葉の陰で悔しがってると思いますが、生きてる者の特権です。存分にこの獲物を味わおう！　乾杯！」

　雅彦は、手にした杯を高く掲げた。カンパイ、の意味はわからなかったが、気持ちは伝わった。ロールたちは、モーレ！　と吠ほえて杯を振り上げた。

「よーし！　肉を焼くぞ！　一気に焼くなよ！　数枚ずつ焼いて、その都度食べるんだ！　焼きすぎたらうまくないからな！　たれ──じゃなくて、サウースは数種類用意した！　好きなものをつけて食べてくれ！」

　話の途中でロールはもう、肉を焼き始めていた。とても待ちきれるものではない。大きな焼けた鉄板をぐるりと囲んで、各々が自由に調理をするというのは初めてだった。

　肉は部位ごとに分けられ、皿に並んでいる。

　首の肉は少なく、肩、腹、背、腿は量がある。肋ろつ骨こつ付き肉は実際に狩りに参加した者だけの特権だ。他にはステーキ肉が三枚。肩と背、あとの一枚は腰肉で、これも数が少なく、狩りに参加した者だけに分けられた。

　雅彦は、背肉をロース、腰肉をヒレ、腹肉をバラと呼んでいた。腿は腿らしい。前肢と後肢は筋が多かったのでハンバーグの材料になった。

　それと──ロールには他に一枚、他の皿にはない肉があった。ブタで言うとセクレト、と雅彦は呪文のごとく説明した。ようするに、腋の肉ということらしい。二枚しか取れなかったから内緒で、と分けてくれたのだ。

（それじゃあ）

　ロールは板状に切られた肉を数枚、焼けた鉄板に置いた。

　じゅう、と音を立てて肉が焼け、香ばしい匂いが立ち上る。肉の側面の中ほどまで色が変わったら、肉叉フオークを使ってひっくり返し、好みの具合まで焼けるのを待つ。

　サウースの入った皿は三つ。ニンニクショーユダレ、特製アマダレ、ワフーダレ、と雅彦は説明してくれた。サウースなしで、ワサビという香辛料をつけて食べるのもおいしいということで、それだけの皿もある。

（まずは、肩）

　ニンニクショーユダレにちょいと浸け、がぶりといった。

「んふっ」












　思わず声が出てしまった。

　しっかりした歯ごたえだが、決して固くはない。さくっと切れる。脂はあまりなく、中から濃厚な旨みが溢れてくる。尾肉に似ている気がするのは、肩も尾も良く動くからだろうか。

　サウースは不思議な臭みと辛味があって、どんな肉にも合いそうだ。

（じゃあ、次は背肉を）

　持っただけで、肩肉とは違うのがわかる。しなやかだ。今度はアマダレを試すことにした。

　とろみがあるサウースを垂らさないように、舌から迎えに行った。

「うんっ」

　思わずひとりで頷いてしまう。旨い。肩肉よりも脂の層がはっきりとしていて柔らかいが、しっかりと肉の弾力はある。サウースの甘みもいい感じだが、背肉はニンニクショーユダレの方が合うかもしれない。

「あー……」

　焼きすぎたか、腹肉は縮んでしまっていた。脂が多いからかもしれない。それでも十分旨かったが、今度は他の部位より気をつけて焼かねば、と気を引き締めた。

　少し落ち着いて周囲を見回すと、どの席でも会話らしい会話はなく、ただ黙々と自分の肉に向き合っていた。漏れるのは感嘆の声。

　遠くの席でセヴフェが、肉を数枚いっぺんに刺して豪快に頰ほお張ばり、口の端から肉汁を滴らせながら、でかい杯に入った麦酒をぐびぐびと呷あおった。ぷっはあ、という吐息がどこまでも聞こえてきそうな飲みっぷりに、ロールの喉も鳴った。

（これ、いっちゃおうかな）

　辺りを窺うかがいながら、ロールはたった二枚しか取れなかった腋肉のステーキ肉を鉄板の上に置いた。他の肉に比べて赤と白の美しい縞しま模様で、じゅうっと音を立てると同時に仄ほのかに乳の香りがした。両脇わきの男がちらりと肉を見たが、違いはわからなかったようで、ホッとした。

　両面をしっかりと焼いて皿に移し、食小刀ナイフでいい大きさに切って口に入れたロールは、

「んんっ!?」

　驚きに目を瞠った。

　溶けたのだ。肉が、口の中で、溶けてなくなった。

　あとには熱く濃厚な肉汁だけが残り、それが喉を流れ落ちていく恍こう惚こつ感かんに、ロールは陶然とした。自分も一緒に溶けて流れてしまいそうだった。

　こんな肉が世の中にあったとは！　きっと王様だって食べたことはない。

「じゃあ、揚げ物いくぞー！」

　雅彦の声が広場に響いて、ロールは我を取り戻した。

　小麦粉を叩はたいた大量の腿肉と、漆黒の翼が台の上に乗せられて、鍋の傍そばに置かれた。中では果実油がぐつぐつと煮えている。低温の油で煮る料理はあるが、高温で揚げるというのは初めて見るものだった。

　腿肉が投入されると、鍋は、じゅわあっ、と音を立てた。しばらくすると沈んだ肉が浮かんできたが、そのまましばらく待った。やがて、肉から出る泡が細かくなったところで、目の粗い金網を敷いた皿の上につぎつぎに引き上げていくと、表面が茶色く色づいていた。

「まぶした小麦粉が表面を覆う衣になって、食感がたまらないんだ」

　と、雅彦は言った。

　コロモ、というのも初めて聞くが、表面を包んでいるもののことだろうか。

　余計な油が落ちるのを待って、カラアゲは配られた。ロールも三個貰い、待ちきれずにその場でかぶりついた。

　さくっとした歯ごたえにまず驚き、そのあとに熱々の肉汁が飛び出してきてさらに驚いた。嚙めば嚙むほど旨さが口に広がる。さく、じゅわ、の繰り返しがたまらない。

　そして、この料理はなによりも麦酒に合った。肉汁で熱く焼けた喉を麦酒が冷ましてくれ、再びカラアゲを頰張っては、また麦酒で癒いやす。

　そう、これは癒しだ。

　気づけば、雅彦がビョウリウの巨大な翼をそのまま油の中に入れるところだった。これほど豪快な料理もないだろう。カラアゲと同じように、じゅわあ、と心地よい音を立てる。

　三人がかりで油から引き上げると、見事な姿揚げが出来上がった。

「好きに食べてくれ！」

　と言われ、狩人たちは我先にと群がった。

　風を受けとめる翼膜の部分は薄く焼いたパァオのようで、摘んだだけで割れて取れた。齧るとパリッとして香ばしく、味よりも食感を楽しむ部位だと思った。

　一方で、翼膜を支える腕の部分の肉は、しっかりとした歯ごたえで、肉汁は少なかったが、その分、肉の味は濃厚だった。

　これもおもしろい。味は他の料理の方がいいが、この豪快さは狩人料理の醍だい醐ご味みだ。

「じゃあ、ハンバーグ、いくか！」

　ビョウリウ丸ごと一頭を使った料理の締めは、様々な部位の肉を叩いて挽いて丸めて焼く、《ハンバーグ》だった。

　各々が自分の前の鉄板に肉を乗せてまずは両面を焼き、そのあとで少量の蒸留酒を振りかけて、金属製の大おお椀わんを被かぶせた。蒸して中まで熱を通すためらしい。

　じりじりとして待つ時間が、他の料理に比べると少し長い。勝手に大椀を取ろうとしたセヴフェが、雅彦に怒られていた。

「──よーし、いいぞー！」

　雅彦の声に、待ってました、と皆が大椀を取る。

　蒸留酒と肉の香りが渾こん然ぜんとなって一気に解放され、うわあ、と驚きの声があちこちで上がった。丸肉は、高さが倍ほどにも膨らんでいた。焼けた表面からは、透明な肉汁が泉のように湧き出ている。

「皿に移さず、鉄板の上で切り分けて食べてくれー！　赤いサウースをつけるか、塩をつけるかすると旨いと思うぞー！」

　言われた通りに小刀を入れると、中はまだほんのりと赤かった。もっと焼いた方がいいと思えば、切り口を鉄板に押し当てればいいというわけだ。

　ロールはそのまま一口大に切って、軽く塩をつけて口に入れた。

（ふわっふわ！）

　雲を食べているみたいだった。こんなにふわふわとやわらかい肉はいままで食べたことがない。これに比べたら自分で作ったハンバーガーは、ただの潰した肉だった。いったい何が違うのか、どこに秘ひ訣けつがあるのか、ぜひ知りたくなる。

　とろみのある赤いサウースをつけてみる。酸味の強い菜実から作ったもので、赤は実の色だという。これもまた、ハンバーグに良く合った。

　いつしか広場は笑いに包まれていた。旨いものを食べれば自然と笑いがこぼれる。

　誰かが歌い始めると、別の誰かが楽器を持ち出して伴奏を始めた。そうすると自然に人は踊り出す。人というのはそういうものだ。

　食べ、呑のみ、歌い、踊る。

　日の暮れたネフリクの街で始まった狩猟祭は、ビョウリウを食べ尽くしてしまっても終わる気配を見せず、全員が酔い潰れてしまうまで続いたのであった。




　酷ひどい頭痛と共にロールが目を覚ましたとき、雅彦の姿はもうなかった。彼の持ち込んだ調理道具と、ビョウリウの骨と共に消えていた。

　だが、取り分はきっちり残されていたので、狩人たちに不満はなかった。

　マタギが神出鬼没なのは、知られた話。

　ロールは自分の取り分から、尾の先端の骨で解体用の小刀を作り、護剣とした。

　組合は、ビョウリウの鱗で作った鎧を王家に献上して権益を拡大すると共に、命を落とした貴族については不問とされた。

　誰もが、またビョウリウを狩りたいと思ったが、マタギの雷筒がなくては、それが叶かなわぬこともわかっていた。

　ビョウリウの頭を、彼は持ち去らなかった。

　事前の取り決めでは彼の物であったのに、どうして残していったのかについては議論があったものの、やがてひとつの結論に落ち着いた。

　これは忘れ物だ。いずれマタギは取りに来る。それまでは大事に預かっておこう、と。

　その日を待ちながら、ロールはもっと狩りに励もうと心に決めた。再び彼の前に立ったその時、いまより少しでも、腕のいい狩人になっているために。













　や・り・ま・し・たー！

　どうもー、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこでっす！　とうとうやりましたっ！　目標、達成でっす！

　うおっし！　おっし！

　……い、いかん、ちょっと落ち着こう。

　えー、今回で遠征も百回目。

　その百回目にして、とうとう、ビョウリウを仕留めることができましたっ。

　いやあ、まさか、ネフリクの猟師たちの協力を得られるとは思ってなかったですよ。これも縁というか……じいちゃんの引き合わせかもしれないって、本気で思ったよ。

　何しろ、ロールを助けたことが、巡り巡って大きな力になったわけだから。

　本当は、ロケット花火は森の中に仕掛けて、リモートで発火させて追いつめるつもりだったんだけど、手伝ってもらえて本当に助かった。

　森で弾を一発使うことになっちまったのは予定外だったけど、あそこでロールを助けられなかったら、その後の展開もなかったんだから、まったく無駄じゃありません。

　むしろ必要な一発！

　おかげで無事に仕留められたわけだし、ちょっと威力が強すぎて、後頭部をふっ飛ばしちまったけど、別にトロフィーにして飾るつもりもなかったしな。

　肉が無事だったから、よし！

　しかしまあ、実に食べがいがありましたよ。どのくらい人が集まったかはわからんけど、それでも食べ尽くすのに、結構かかったし。

　焼肉づくし！　ステーキ！

　唐揚げ！　翼の姿揚げ！

　ハンバアアアアアアアアグ！

　どれもこれも、絶っっっっ品だったぜ！

　最っ高だったぜ！

　尻尾しつぽのステーキでうまいのはわかってたけど、その想像のはるか上。あらゆる肉のいいとこ取りの肉っていうか、とにかくすごかったわ。

　ビョウリウが人を食うなら、さすがに俺も食う気にならなかったけど、そうじゃないのは、じいちゃんの話でわかったから、安心して頂きました。ごちそうさまでした。

　皆もすげー喜んでたなあ……また食べたいぜ。

　……まあ、もうすぐあっちも猟期がくるから、しばらくは来れなくなるけど。いろいろとやらなくちゃならないことも多いし。

　けど、また必ず来るぜ！

　狩ってない獣、遇あってない獣も、こっちに、まだまだいる。じいちゃんはマタギとして伝説になってるけど、俺も負けん！

　……あのな？　聞いた話じゃ、皇こう竜りゆうってすげえ竜がいるらしい。

　噂うわさ通り、人の言葉を話すんだとしたら、さすがにちょっと狩れないが、そいつは遇ってみなくちゃ、わからない。だろ？

　というわけで、百回目の遠征でした！

　…………。

　さあて、と。

　次は何を狩りに行こうかなあ……また、砂漠？　そういえば、北に廃坑があるとかって話があったっけ──。









あとがき






　ファミ通文庫の読者の皆様、お久しぶりでございます。

　ゆうきりんです。

　前作が二年前のノベライズ『神しん撃げきのバハムート　朽くちた黒こく龍りゆうの鱗うろこ』で、オリジナルでは六年前の『キバセン！』以来……って、本当に久しぶりの新刊じゃないですか！

　そんな寡か作さくで、ちゃんと仕事してるのか、と思われそうですが、一応、他のレーベルなどでもお仕事をさせていただいておりました。

　電撃文庫では『魔ま王おうなあの娘こと村むら人びとＡ』というシリーズを、他にも一般文芸小説や、角川文庫からは、時代小説『くじにてさうらふ』も出させてもらっております。

　とはいえ、去年の秋から半年ほどは、原因のよくわからない胃痛・腹痛でほとんど仕事ができず、その中にあって、辛抱強く待ってくださった担当さんのご厚意もあって、今回の本は、ようやく形になりました。

　本当に、ありがたいことでございます。これで売れてくれたら、もっとありがたいです！




　さて、本作『異い世せ界かいでハンター始はじめました。獲え物ものはおいしくいただきます』は、現代日本のマタギの若者が、祖父から譲り受けた異世界移動を可能とする《魔ま術じゆつ逸いつ品ぴん》を使って異世界で狩りをし、狩った獲物をおいしく食べる行為を、異世界の人々の目から見た物語です。

『ファンタジー×食』をテーマにした小説というのは、前からあれこれと企画はしていたんですが、昨今の異世界ブームのおかげで、ようやく形に出来ました。

『異世界でハンター始めました。』はそのテーマに『＋狩り』をしたものですが、同じ月にもう一冊、ダッシュエックス文庫さんからも『ファンタジー×食』の本が出ます。そちらは『＋農業』となっていますので、あわせてお楽しみいただけたら幸いです。




　ところで……前作の著者プロフィールのところにも書きましたが、二年前に、猫を飼い始めました。

　近所の空家で生まれた、野良っこです。

　猫なのに、人のことを真まっ直すぐにじっと見てくる、変わった真っ黒な猫です。肉球まで黒いです。尻尾しつぽは太くて長いです。

　この二年で、すっかり大人になりました。

　毎朝、四時とかに起こしに来るので、寝不足です。夜になると、倒れるくらい眠いです。

　よく鳴きます。わがままです。

　気にいらないことをされると、短く抗議の声を上げます。家の中にベッドが五つもあって、好きなところで、気ままに寝てます。

　爪を切られるのが嫌いで、肩に登るのが大好きです。

　飼ってみて初めてわかるということも、たくさんありました。猫を題材とした物語が、より楽しくなりました。

　ということで……次作として自分の中で、猫が題材のお話が進行中！

　タイトルは、そう、こんな感じで──『うちの猫が異世界で魔王様になった　～もちろん俺は下僕です～』。

　割と本気！　乞こうご期待！

　もちろん、この『異世界でハンター始めました。』の続きも絶対に書きたいので、交互に出していけたら最高です！　猫本はまだ出せるかどうかわからないけども！




　この夏は、ケーブルテレビに入ったこともあって、海外ドラマや映画を観みまくりです。

　とはいえ、邦画にも素晴らしい作品が！

　もちろん『シン・ゴジラ』！　すでに二回観ました！　あと一回は劇場で観たい！

　ひとつとても残念なことがあるとしたら、ギャレゴジのときと違って、玩具の展開が少ないことでしょうか。

　あっちは、尻尾アタックのギミックがあるのとか、青い火炎を吐くのとか、ジオラマセットとか、楽しいものがたくさんあったので。




　それでは、ページも尽きてまいりました。

　素晴らしいイラストを描いてくださった布ふ施せ龍りゆう太た先生、感謝いたします！　ビョウリウ、最高です！　立体になって欲しいー。




　願わくば、この本を読んでくださった皆さんのお腹が空きますように！




　それでは、また！




　二○一六年　八月上旬


ゆうき　りん
















※本作はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体等とは何の関係もございません。







著者

ゆうき りん

Rin Yuuki




一般文芸、ライトノベル、時代小説など、ご依頼と、意欲があれば何でも書きます。原因不明の体調不良で半年ほどまともに仕事が出来ませんでしたが、復活しました。猫は癒しです。ツイッターもやってますので、よろしくお願いします。
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